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高 体 連 マ ー ク の 由 来

このマークは、全国高等学校体育連盟が発足 して間もなく作成されたもので、

若人の力と技 と明朗な精神を表徴するものである。

競技は力であり、進歩は技の練磨にまつ、競技者はこれをつつむに明朗な精神

をもってせねばならない。

高体連のマークを構成 している二つのKは、つぎの ドイツ語の頭文字をとった

ものである。

KRAFT力    KUNST技   KLARHEIT明 朗な精神 を意味 し、

真紅の色彩は、「高い理想」と「希望に燃える若人の情熱」を象徴するものである。

高 体 連 の 歌               ~
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全国高等学校体育連盟会長杯
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あ い さ つ

全国高等学校体育連盟会長

家 弓 鐵 矢

北極星ガ宙天に輝き、羊群遊ぶ北海道 |こあいて、昭和62年度全国高等学校総合体育大会ガ、

皇太子殿下・皇太子妃殿下並び Iこ紀宮殿下の御台臨を仰ぎ、か<も盛大 |こ開催されますこと
は、高等学校体育・スポーツの向上 |ことり、きことに意義深 <大きな喜びであるとともに、
感激きた新たなるものがあります。

本大会は、全競技ガ北海道で行なわれます。これもひとえに地元の皆様のご協力あつての

ことでここに厚く翻意を表するものでありきす。

さて、全国より参加された選手諸君は、厳しい地方予選を勝ち抜いての出場だけにその感

激もひとしあと存じます。日頃の成果を十分 |こ発揮され「この雄大な自然の大地で」思う存

分はばたいて頂きたいものです。

高校スポーツは勝敗もさることながら、結果だけでな<、 その過程 |こより重要な意味ガあ

ります。

21世紀へ向けて、日本のスポーツ界ガ多様化の様相を呈しつつある時、万々がら選手諸君

|こ対しては大きな期待と関′じガ寄せられ志す。競技場だけでなく、日常の生活 |こあいても若

人らしい清々しさを発揮され、爽やかな大会であることを希望してやみません。

また、大会の合間には、広大な自然を探勝され、北海道ならではの浩然の気を養われると

ともに、苦難 |こみちた北海道開拓の歴史を探究されることも意義あることと思います。高校

生同志、友情と運帯の端を広げられ、是非とも青春の良き思い出をこの地 |こ1残して欲しいも

のです。

終りに、本大会開催 |こあたり、ご尽力を賜り志した多<の関係各位 |こ衷出よヽり感謝申し上
げまして、挨拶とします。

あ い さ つ

財団法人日本バドミントン協会会長

桜  内 義 雄

全国各地の厳 しい予選を勝ち抜かれ、郷■とB校の期待と栄誉を担つて、ここ北海道登別

市 |こ選手1,∞0人を迎え、昭利62年度全国高等学校総合体育大会・高松宮・高松宮妃賜杯、第

38回全国高等学校バ ドミントン選手権大会が開催され議すことは、私の深く喜びとするとこ

うであります。

選手諸君 1こは「 はばたけ若人、北の大地 |こ」のスロー方ンのもと、日頃練磨された
｀
力と

技
″
を十三分に発揮され、高校生として最高レベルの競技の展開を期待しています。

さらに広く高校生の友情を深められんことを希望します。

北海道とは言え、真夏の競技は暑さとスタミナの闘いであり、強靭な精神力を要求される

過酷なものですガ、諸君の若い力で克服 してこそ、これが近い将来日本バ ドミントン界の担

い手としての礎となることと思います。

あわりに、本大会開催のために深いご理解とご協力を頂き、その準備のためにご昼力下さ

いきした開催地関係各位、並び 1こ大会役員の万々に心から感謝の意を表してあいさつといた

します。
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文 部 大 臣

塩  川 正十郎
本田、ここ 1こ皇太子殿下・皇太子妃殿下並びに紀宮殿下の御臨席を仰ぎ、昭和62年度全国

高等学校総合体育大会が、25,0∞人の選手の参加を得て、大自然 Iこ囲まねた北海道 |こあいて、

盛大に開催されるはこびとなりましたことは、誠 1こ喜び |こ堪えません。豊かな大地、さわや

がな風土は、該さ |こ、この大会 |こふさわ しいものといえ意しよう。

近年、国民のスポーツに対する関心はとみに高まりをみせております。このことは、スポ

ーツ人ロガ各世代とも |こ増え、また、健康・体力づ <リガ人々の関心の的となつてきたこと
|こ伺えます。それは、生涯を通 じてスポーツを続けていきたいという人々の意欲の表れとい

えましよう。学校の体育はその契機となるものであり、また、そのための基礎を培うもので

あります。

本大会は、高校スポーツの一人祭典であるのみならず、国民的なイベントでもあります。

全国の高校生500万人の種れの的である本大会 |こ出場するという栄誉は、ここ |こいる選手譜君

一人一人が、晴れの舞台を夢見て、学業の傍ら厳 しい練習 |こ耐え、努力をされてきた結果の場

物といえましよう。どうか3こそ、日頃培つてきた技と力を余すところなく発揮され、「 はば
たけ若人、北の大地 |こ」を合言葉 |こ、汗と喜びと涙の青春の 4ページを綴られんことを出ガ
ら期待いたします。また、大会を通して多 <の友情を百みあい、しヽつまでも,し のヽ糧とされる
ことを願うものであります。

終わり |こ、本大会の開催 1こ当たりご尽力された関係者の皆様万 1こ敬意を表しますとともに、

本大会ガ今後益々発展されることを祈念 して、あ祝いの言葉といたし志す。

昭利62年8月1日

勧こま聾σ)こ とば

北海道知事

横 路 孝 弘

全国各地の選手並び |こ役員の皆さん。ようこそ、.ロマンあふれる北の大地 |こあいで<ださ
いました。

私たちガ熱い思いで待ち望んでありました「 昭和62年度全国高等学校総合体育大会」を、

ここ北湯道で開催できますことは、私ども道民 |ことりまして誠に光栄なことであり、このう

えない喜びであります。

未来を担う精鋭ガ集い、日ごろの努力と精進の成果を競うこの大会では、これまで数々の

すばらしい記録と感動的なドラマが生まれております。

参力0される選手の皆さん |こは、「 はばたけ若人北の大地に」のスローガンのもと、若さあふ

れる熟戦を展開されるととも |こ、さらに友情の輔を広げられますよう期待 しております。

北濡道では、2年後の昭和

“

年 1こも、完全国体である「 はまなす国体」が開催されます。

皆さんの再度の御来道を心からお待ち申し上げますととも |こ、本大会の開催にあたり御支

援、御協力を賜り意した関係の皆様 1こ深く感謝を申し上げ、ごあいさつといたします。

3



勧こま聾σ)こ とば

登 別 市 長

中 浜

昭和62年度全国高等学校総合体育大会・高松宮・高松宮妃場杯、第38回全国高等学校バドミント

ン選手権大会に出場する選手の皆さん、役員の皆さん、ようこそ登別市へお越しくださいました。

輝かしい高校生のスポーツの祭典ガ当市で開催されることを5万8千市民とともに喜び、心がら歓迎

いたします。

登別市は、およそ400年前|こ明治維新ととも|こ北海道開拓に入つた 伊達藩家老・片倉小十郎の末
裔、片倉邦憲の一族によつて筆舌 |こ絶する辛苦の末、登別ガ開かれたものであり、その後、四国、

九州、東北各県、日本の各地から集まりました人々のたゆまぬ開拓精神によつて今日の姿|こなつた

のであります。また当市は、観光資源に恵まれ、特 |こ登別温泉は、世界一の湯ヨと温泉の種類を持

ち、日本各地から年間枷 万人を越える人々をあ迎えしている観光都市であります。

燃えるような開拓精神ガ脈々と流れ、豊かな自然|こ恵まれた、湯の街登別市 |こ於て、全国各地方

ら集い来た若いスポーツマンの皆さんガ、熱い青春の血を燃やして熱戦を繰り広げられることは誠

|こ感慨深いものがあります。スポーツは鍛えられた肉体と技術の競い合いでありその中から真の反

構をはぐ<むものであります。正々堂々のプレーの中から得ら″2た友愛と憩動を青春の碑として、
しつかりと心の中に刻んでいただければ華せです。
これからも市政の発展を目指している登別市は旨さんの熱い心をしつかりと受けとめ、24世紀ヘ

向けての町づくりに懸命 |こ努力を続けて参ります。

あわりに、この大会のため|こ寄せられた関係各位のご支援とご協力を深く感謝申し上げるととも

に大会の成功をあ祈りして、歓迎のことばといたします。

歓迎のことば

北海道バドミントン協会会長

地 崎  昭 宇
このたび、昭和62年度全国高等学校総合体育大会の、第

“

回′ヽドミントン大会が、8月1日から6日 ま

での6日間、登別市に於て開催。連日の熱戦ガ期待されますことは、まことにご同慶 |こ堪えません。

ときあたかも北海道 |ことつては、最も署い季節に当りますが、本州各地よりご参加の役員並びに選

手の皆さん|ことりましては、コンディションも道内の選手よりは、良いのではないかと思います。

昭細45年、日本体育協会ガ制定した、フマチユフスポーツマンのあり万の五項目とは、フマチュ

アスポーツマンは、

1.スポーツを愛し、楽しむために自発的に行う。

2.ルール |こ従い、フェアプレーに終始する。
3.常 |こ相手を尊重しつつ、自己の最替をつくす。
4.スポーツを行うことによつて物質的利益を求めない。
5.スポーツによつて得た名声を利用しない。
以上はフマチュアスポーツマンの心得ですから、全く私慾のない湾純な心でブレーを行う高模生

の諸君にも当然′じヽ得てあ力ねばならないことかと存じます。

横道にそれましたが、何と申しましても、この大会の見どころは、体力旺盛な全く疲れを知らな

い若い人たちの熱戦であります。青春の血ガたきる、十代の若さあふれる選手たちの活躍こそ、楽

しみに待たれるのでございます。

東洋一といわれる温泉湧出量を誇る、登別市ガ会場に選定され、役員選手の旨さん万の汗を、登

別のあ湯で洗い流し、清新の気を一堂に集めて、心おきなく戦つて下さい。そしてご参加の皆さん

が、相互の熱戦をとおして友情の哺を深め、高校生活の忘れ得ぬ思い出となつて一生の心に残る大

会となりますよう′じからあ祈りいたしまして、ご揆拶といたします。
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勧こiLσ)こ とば

北海道登別南高等学校 生徒代表

堀 り:1 幸 嗣
全国から苦しい練習と予選を勝ち抜いてこられました選手のみなさん、北海道へ、そして

この登別市にようこそいらつしやいました。市内の高機生を代表して心から歓迎申し上げま

す。選手のみなさんの鍛えられた技術と情熱で素晴しいブレーガ繰り広げられることを心か

ら嬉し<思います。
ぼく達、地元の高校生も、今日まで、記念品作りや合唱の練習など、大会の成功を祈りつ

つ準備をしてきました。大会期間中、地元高模生は、選手のみなさんに楽 しく過ごしていた

だくため、色々とお手伝いをさせていただきます。不充分な所もあると思いますが、できる

だけ努力をし、少 しでもみなさんのあ役 |こ立てたら華いに思います。

「 はばたけ若人、北の大地 |こ」をスローガンとして行なわれる62年度高校総体、このスロー

ガンのもと、同じ目標をもち、素晴 しい青春の汗を流 し、日ごろの練習の成果を存分 |こ発揮

して梅いのない試合にしてください。そして、この大会を通 して、みなさんの友情の輛ガ広

ガつていくことを念願 しています。どうなみなさんの熱意で、この登別市をバドミントンー

色に染めてください。熱戦とみなさんの健闘を祈りながら、歓迎のごあいさつといたします。
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昭和62年度全国高等学校総合体育大会大会役員

名 誉 顧 間

顧     問

名 誉 会 長

名 誉 副 大 長

大 会 会 長

大 会 副 会 長

福永 健司

横路 孝弘

家弓 鐵矢
青木 半治
柏崎  旭

山岡 友重

塩川正十郎

岸田 文武

鈴木 祐一

岡野俊一郎

栗原 祐幸
笹原 正三

帖佐 寛章

魔 堅太郎

柳川 覺治

網中 一元

松平 康隆

米沢  一

岡本 雄作

仮谷 志良

弘瀬  勝

庄子 泉光

岸田 文男

鈴木 英久

藤井  猛

安藤 鉄夫

澤  宣彦

武井 正直

吉田  信

刀弥  勝

富原  薫
西田 信一

鈴木伊佐夫

小笠原 孝

高橋 辰夫

横井七之助

堤  義明

南  典二

田中 重正

川原 正人

高石 邦男
安斎  実
小川雄一郎

黒田 善雄

佐藤  朝生

戸村 敏雄

福山 信義

小林徳太郎

鈴木 永二

金尾  寅

」増■直四郎

伍堂 輝雄

松村  豊

黒木 幹夫

斉村 龍雄
井上 敬一

大野慎一郎

上田 恒夫

森本 正夫

堂垣内尚弘

大町 勝二

庄内 宗夫

川合 一成

山本 達雄

錦戸善一郎

樫原 泰明

町村 信孝

佐々木利昭

佐々木孝雄

柴田

佐藤

勝治

政治

西崎 清久

飯室  芳男

荻村伊智朗

河野 徳男
高橋  照

中村 幸男

古橋廣之進

藤田 静夫

杉浦  隆

愛知 和男

斉藤英四郎

林  敏弘

長谷川 峻

桜内 義雄

鎌田  久

根津 哲夫

高田  通

我孫子健一

渡辺 敏郎

四ツ柳高茂

潮田  隆

庄鍋 繁則

渡邊 三郎

角  五郎

原田 信夫

中川 利若

久保   信

地崎 昭宇

戸澤  明

青木

松下

弘

邦夫

國分 正明

稲森 照男
河田 利夫

小谷  望

竹田 恒徳

長沼  健

馬飼野正治

小坂徳三郎

斉藤 正紀
風間 栄一

安藤 純光

石原  俊

北岡 安才

小飼 栄一

小松 直行

磨井 洋一

石田 壮吉
山中  洋

細谷  猛

東条 猛猪

堀   寛
石崎喜太郎

塩 口 喜乙

畠山  武

伊藤 義郎

村上 茂利

東  克彦

長尾 正蔵

向山 安雄

斉藤 富二

飯田  光

青柳  徹

大西 潤甫

古口 良治

近藤  天

千葉 久三

林  克也

桝岡 義明

田中 精一

伊木 正三

竹下  登

江崎 真澄

森   武

嘉納 行光

斉藤 友治

田中喜一郎

風巻 録蔵

小田島哲哉

向田 孝志
関寺美起恵

今井 道雄

渡辺喜久雄

湊   武

尾西 清重

田所 一栄

岩田 政勝

上徳 善司

阿部 文男

長谷川 護

工藤万砂美
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顧

参

問

与

岩本 政光

木戸浦隆一

菊地 哲夫

国兼 孝治

國井 英苦
中浜九二郎

南出 重晴
石出 健吾
真井 敏宏
大旧 俊一

五十嵐 泰

佐藤 良雄

中川 幸男
国分 三昭

長谷川肇志

川端 一男
大田 邦夫

小谷 英一

山口 寮弐

志賀 清己

谷口啓二郎

斎藤 孝一

川崎 静一郎

角幡 俊夫

中野  保
浜中 元一

山田 幸作

遠藤 重正

松村 郁夫
石橋 藤雄

森谷  甫

渡辺  博

山田  保
村木  薫

板力: 武四

木村 義信

横内 季明

中田 鉄治

安藤 哲郎
出中 憲吾
出町 國義

佐藤 和夫

辰田義太郎

樫木  実

長堀 益久

吉田  茂

米沢 貞弘

小松原 格

落合  寿

高橋 重造

城戸 秀夫

中山 重義

大澤  哲

高山 義孝

橘内 哲也

高橋  洋

石林  清

吉田 法純

佐々木

荒井

十河

原田

伊藤

松重

田形

篠原

近藤

尾畑

勝房

雅美

岡  英雄

新谷 昌明

小西 理道

親松 貞義

坂本 悟朗

古野 晃司

林  正信

向井梅治郎

蒲  光明

八木 祷幸

嶺野  佑

向井 正剛

花田 陽悟

根本 義弘

望月 政贋
近藤 普潤

大西 邦夫

種村 重明

日畑 淳二

今村 博美
安田  勲

深田 博司

向山 安雄

田口  卓

北川 三郎
北村 朝光

沼崎  修
小山藤市郎

長沢 一夫

加藤定次郎

菅原  博

濱田 延栄

中川 淳二

沖  清司

浜i:  実
宮下雄一郎

駒場剛太郎

中川 徳男

岩田 弘志

高間 専造
工藤 正適

長壁 国雄

山口 八郎

村井  博

寺内 靖治

小山田末通

岩城 成治

坂東  徹

鳥越 忠行

出倉 芳雄

本間  年

坂上  清

佐藤  勉

桜井 幸輝

武

三

正

洋

貢

夫

夫

薫

正

良

一

　

節

郁

小西  亘

小原房之助

徳田 有基

宮地 政樹
田ロ ー男

奥田 悦夫

自松 寿人

田中 邦秀

照屋 寛哲

前田 利明

安井 友博

勝木 郁郎
藤井 正三

大木  勉
伊沢 幸子

佐藤 公聡

須賀 武夫

馬測 良作

佐藤 健彦

藤木 保治

村田 吉雄

佐々木達雄

深川 長郎

榊田  清
金井 秀一

松儀  薫

小野十美生

九鬼 貴男

久保駿一郎

佐竹 和之

小澤 新一

岩原 英志

鈴木 昭平

村上  達輛

鳴海 三郎

清水 広美
夏目 幸念

新谷 哲三

亀田  守

安島  進

米田  斉

石田 義彦

江端 八郎

安田 麻夫
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大 会 委 員 長

大会副委 員 長

委     員

藤川 侃二

高橋  責

小田 逸人

後藤  淳

竹内 吉治

柳  健治

片岡 匡三

澄田 秀夫

小林 誠悦
佐藤 賢一

堀内 和弘

渡辺 伊八

田村 耕造

宮部妃佐雄

森   勝

大久保義高

田之上市雄

岩本  允

斎藤 靖士

小坂栄太郎

石田 昌敏

長森  武

原岡 賢吉

松岡三千雄

小比賀幸雄

品川 三雄

佐藤 晃一

松山 一郎

広鰭 一素

門間喜代子

紺野 忠義

鵜東 淑朗

佐々木 勇
一条  勇

納谷 信二

斉藤  準

林  善昭

谷本 鉄也

梅津 幸敏
平岡 宕峯
網中 正昭

高松松之助

加藤 淳二

土屋 益夫

長尾  正男
五十嵐秀雄

森  正博
田中栄三郎

杉山

岡本

飯塚

提

本 多

仲村

丸山

清野

佐藤 和春

斉藤 孝雄

平尾  保

冨米 正博

梅村  茂
石郷岡行雄

石井 一雄

飯田 保穂

芳賀  博

佐賀 晋二

池島 健朗

森  俊道

泊出 光一

安日  経

石川  浩

三畑  正

広山  陽

土橋  巌

佐藤  修

昭

行

孝

仁

守

憲

男

満

道

忠

　

　

　

春

達

長野 昭夫
佐野 和夫
加藤 秀雄
上野 幸一
一 ノ瀬 博

伊藤 龍一

高橋 充雄
上野 正裕

山本 欣一

白井 三郎

桂   広保

猪原  昭

田中 國雄

中村 昭雄

廣谷 千城

佐久間 誠

藤原 茂樹

佐藤  英行

國本  兵次

高橋 政之

木下  昭

井上 昌保

岩井  満
山口  茂

谷山 治夫

梶田 秀男

日沼 俊栄

津呂 光章

佐藤 修一

今  哲也

佐 々木順司

戸島  仁

濱坂 優之

藤原 明雄

在家 孝一

野村 俊彦

宇田川博光

加藤 三郎
清水 国通
山下  真
井上信太郎

高橋 英雄

杉山昭一郎

市川 三男
山野  明

木下 匡弘

西機  茂郎

伊藤 秀樹

前田 多聞

安藤  隆
恒川 一道

志田 省三

花輪 洋一

福島 俊也

笠原 孝夫

林   司

青木 秀夫

雨海 重嗣

増田 正治

相吉沢 忠

井上 裕司

新田 正雄

幸村 欣司

山中 昭栄

広瀬 忠雄

畑山  齊
永田 春男

畑宮清一郎

奈良 由夫

中田  寅

菊地  博

山口 和雄

粥川  昌

遠井 稔男
太田 昌光

古川  i津

西村 文男

佐藤記一郎

島居 行雄

鈴木 洋一

大島 哲夫
工門 智生

古谷  多市

岡村 義昭

花田 年弘

坂本

堀水

瀧田

宮内

伊藤

伊藤

桝田

源

荘司

吉岡

中村 哲生

柿本 伸之

中谷 清次

本間 英吉

舟口 義彦

橋田健一郎

森  英夫

工藤 哲朗

猪村 昌義

友末 克己

本村 正敏

勇崎 恒也

宮古  尚

平

教

武

繁

夫

怜

起

夫

雄

月

孝

　

　

一

　

勇

一

藤
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委 員 藤田  勉

山口 敏之

葛西  尤

下野 謹也

佐々木和夫

小泉善治郎

日並 一光
松川 裕三

新橋  満
阿部 英明

瀬川 悟郎

桑田 忠行
伊藤 寿雄

宗石 道夫
波多野昌弘

内山 一夫

田島 勝男
山口 辰夫

菅原 敏範
小柴 政芳
中島 敏男
小越 広忠
中西  盛
川添 仁男

山本 隆殖

杉林 義文

中村  崇
井上 宣夫
山下 克己
酒井  武
亀海  稔
工藤  高

池端 正昭

山崎記美雄

斉藤 克也

清水 栄一

中田 和義

高橋 輝孝

自井  俊

安土 正美

大谷  晃
工藤 博視

前田 利雄

桐淵 定訓
柴田 久良

黒沢 耕生

松本 揮雄
小林  高尚

振吉己歳男

笠原 一男
二瓶 英雄

八田 信之

古室 俊行
天田 光次
稲富 和也

緒方 寿人

窪田  昭

横山 英記

豊岡  進

古谷  泉

町田 康雄

高田 昭二

作道紀世志

香田  碩

市村 典男

片岡 哲男

富樫 利一

山内  智

吉川 武男

兼古 哲郎
根府 定幸
森田  寛

藤沢  潤

斉藤 正紀

尾崎 正則

川崎  責
金箱才止夫

和角  一

阿部 昭二

平沢  寛

大竹不二男

橋口 哲郎

布川 一郎
中土井 昭

渡辺 誠三

渡部 弘己

津村  孝

福田 和芳

鈴木 京作
佐々木信夫

秋田 秀光
石井 徳洪
加藤 貞明

山下 忠孝
山本  稔
佐々木 新

三浦

沢田

河渕

浪花

浪岡

竹本

梶原

山本

朝井

飯沼

鍵谷

蓮田

五十

太郎

均

清美

務

正雄

義雄

昭仁

興正

典夫

前田 耕作

多田 英男
工藤 信行
伸野 寿一

設楽 和夫

高橋 幸一

五十嵐三典

遠藤 勇蔵

今  基芳

山内  暁

堀 江

三

惇

郎

諒

男

省

　

　

信
　
　
　
一嵐
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名 誉 会 長

名 誉 副 会 長

名 誉 願 問

大 会 会 長

大 会 副 会 長

問

日本′` ドミン トン協会長

登 別 市 長

北海道知事

北海道体育協会長

全国高等学校体育連盟会長

全国高等学校体育連盟副会長

日本バ ドミントン協会副会長

日本パ ドミントン協会専務理事

北海道教育委員会教育長

北海道パ ドミントン協会長

登別市助役

登別市教育委員会教育長

室蘭地区バ ドミントン協会長

桜内 義雄

中浜元三郎

横路 孝弘
堂垣内尚弘

家弓 鐵矢

青木

柏崎

佐藤

飯田

田中

真藤

柳川

小飼

沢

地崎

工藤

安田

佐藤

栄一

宣彦

昭宇

英二

麻夫

紀彦

斉藤

南

松下

山岡

井上 敬一

石田 壮吉

細谷  猛

石渡 俊一

倉田 寛之

内藤  健

山崎武二郎

木本 由孝

佐藤 玄一

中村  稔

望月幸三朗

三宅  仁

若狭 泰広

渋田  勝

石林  清

上村 秀雄

岸  正治

弘

旭

治

光

正

恒

治

敬

　

　

重
　

　

覚

富二

典二

邦夫

友重

小松 直行

磨井 洋一

安藤 鉄夫

川崎静一郎

奥田 敬和

嶋崎  均

西村  尚治

宇野 員平

松浦  勤

金栄 義彦

杉山 昭彦

内山 倶一

小坂 義昭

中野 照美

遠藤  実

竹村 亀吉

阿久津一郎

田中喜一郎

風巻 嘉蔵

森本 正夫

向山 安雄

北口  博

関谷 勝嗣

林  義郎

藤■=  猛

梅村   茂

笠原喜平治

浪岡 義雄

上田 邦男

畠山 春雄

山本 茂治

篠原 孝明

長堀 益久

渡部 雅子

岸田

高田

渡辺

出倉

沓掛

地崎

森

内田

奈良岡健三

山腰 修司

有里 伸一

須賀 武夫

水口 竹夫
三浦 忠夫

坂本  保

東条 康之

岡田 司郎

男

通

郎

雄

男

郎

朗

博

文

　

敏

芳

哲

三

喜

正

宇

根津 哲夫

藤井  猛

関寺美起恵

岩崎 純三

柴田 勝治

永末 英一

渡辺 秀央

橋  ,良蔵

出町 国義
今井 道雄

小林 純幸

南  太郎

北林 昭市

佐々木 ―

沼田 一夫

宮武 克安

上田 健三

-10-

バ ドミン トン競技大会役員

顧



参

間

与

西村 孝夫

大野吉三郎

政田 正雄
中島 好雄

松 山

千葉

小紫

哲夫

一義

泰次

土屋 八郎
菊地 邦彦
小田 逸人

小松原 格
落合  寿

高橋 重造

城戸 秀夫

中山 重義

大沢  哲

高山 義孝

宇野 真平

佐藤  保
管沼  寛

今井  先

地崎 昭宇

板垣 隆房

大須田良作

吉川 芳男
西澤鉄太郎

永末 英一

今村 時男

池上  任

小原 嘉文
山崎武三郎

堅田  勇

三好 文彬
渡部千二夫

一戸 豊信

中田 英輝
小原房之助

徳田 有基

宮地 正樹

田ロ ー男

奥田 悦夫

自松 寿人

田中 邦秀

照屋 寛治

内田 正博

荒島 敏幸
安井  友博

小宮 淳宏

佐 々木洋平

阿久津順一

玉手  庸

清水規矩雄

野呂 昭彦

今井 鎮雄

石田 祥史

俊成  薫
八木 繁尚
森  正三

中山隆二郎

岩倉 正明
上原登志雄

長沼

菊地

宮本

進

衛

秀雄

桜井 健雄
松井 和彦

藤川 侃二

国分 三昭
長谷川肇志

川端 一男
太田 邦夫

小谷 英一

山口 寮成

志賀 清己

中村 幸男
木本 由孝
石井  仁

伊沢 三郎

宮澤 宏之

鈴木 辰雄
日野 貞夫

原 二三雄

大永 武二

栗本藤四郎

坂日 常博

林  義郎
四島  司
相澤 尚夫

佐々木和彦

新村 良一

花田 陽吾

根本 義弘

望月 政廣
近藤  潤

大西 邦夫

梶村 徹哉
田畑 淳二

今村 博美
藤井  猛

森  正三

深田 博司

川端 昇市

清藤 六郎

布;1 修二

須田 勝勇
中村  伝

後藤  淳

岸  久雄

成相 安信

内藤  健
鈴田 正武
稲福 盛輝

工藤 英展

成 ケ沢卓己

榊田  清

金井 秀一

松儀  薫

小野十美生

九鬼 貴男

久保 駿一郎

佐竹 和之

高橋  洋
笹原 俊助

及川 和男
鈴木 昭平

高倉 正治

森   康

岩崎 純三

大山  茂
岡田 尚壮
神谷 一三

藤田 庸右

天野 辰雄

結城 健輔

脇屋 長可
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大 会 委 員 長

大 会副 委 員長

大 会 委 員

全国高等学校体育連盟パ ドミントン専門部長

全国高等学校体育連盟バ ドミントン専門部副部長

北海道バドミントン協会理事長

北海道高等学校体育連盟理事長

北海道高等学校体育連盟バドミントン専門部長

北海道高等学校体育連盟パ ドミントン専門副部長

室蘭地区パドミントン協会理事長

遠井

平井

板東

森田

保坂

武田

笠原

梅津

梅村

三宅

小向

稔男

謙

輝雄

精一

和也

博利

一男

幸敏

茂

仁

利威

小林 誠悦

佐藤 賢一

堀内 和弘

渡辺 伊八

田村 耕造

古谷 多市

岡村 義昭

花田 年広

田之上市雄

池田 昌道

神沢  暁

中島 寿稽
福岡 幸一

川島 一郎

藤本  滋

島谷 益己

仲村 寛市

須藤  博

中島 寿格

鳥越 邦彦

木原 逸夫

佐藤  保
荒島 敏幸

島中 貞夫

渋井  明

横山  敏

大世古吉弘

鈴木 祐司
南  直治

清水 芳隆

五十嵐秀男

森  正博

田中栄三郎

杉山 道昭

岡本 忠行

宮部妃佐雄

森   勝

大久保義高

仲村 春憲

伊藤 鉱一

坂本 真人

野村 嘉明

小山内信一

杉田 忠光

真壁 幹雄

松橋  裕

金森 義弘

堺  三徳

野村 安忠
小野 昭治

高橋 重夫

森  正三

石井  仁

小川 暗司

兼平 四郎

東  健治

伊藤 龍一

高橋 充雄

上野 正裕

山本 欣一

自井 三郎

高橋  寛

飯塚  孝

堤   仁

本多  守
工藤 晃司

今北 基夫

里見 光徳

松波鋭四郎

花岡 牧夫

小山 包博

秋山 真男

阿都  手

長浦 音吉

津田 充啓

後藤  研
五十里光秋

町田 守正

及川 和男

山住 一史

岡  明弘

上田  豊

高橋 英雄

杉山昭一郎

市川 |三男

山野   明

木下 匡弘

桂  広保

猪原  昭
田中 国雄

安藤  隆

相場 清一

加藤 寛治

鈴木  籠平

上原 正士

石博 裕忠

佐藤 武人

澤  長寿

石橋 三彦

北  義一

坂本 真人

原  紀征

伊藤 鉱一

安倍 淳美
島谷  勲

下山 重子

赤川 賢二

高橋 昌久

佐藤記一郎

鳥居 行雄

鈴木 洋一

大島 哲夫
工門 智生
西機 茂郎

伊藤 秀樹

前田 多聞

坂本  平

安倍 淳美

川島 一郎

千葉 健夫

加藤 三夫

岡本 武利

津守 幸介

東条 義昭

新名 静夫

富田 善明

加藤 寛治
加糖 博司

高麗 久義

本郷 節生
菅沼  寛

神山 周二

木村 清淳

西村 幸衛
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大 会 委 員 平沢  寛
毛利 勝幸
北村 優明
三浦  伸
松本  洋

吉田  昇
市田 悦雄
近藤  満

森田 精一

入間 照雄

伊佐山正和

佐藤 秀夫

岩田 甲司

石橋 三彦
松尾 益吉

森田 桂示
原口健二郎

春野 良三

間島 哲郎
土合 和英

岩原 秀夫
市岡 秀俊
中田  勲

渋木 敏雄

田中 貞子

志賀 典重

内田 利吉
角   猛

得原  薫

近藤 栄克

小笠原行雄

堅田 道男

成田 幸久

木幡 貞則

渡辺  喬

前田  仁

柳谷 弘志

鈴木 博美

伊勢  武
笠井 武彰

岩崎 昭郎

中嶋 弘志
山越  学

山口 菊枝
阿部 忠夫
細野 正二

佐藤 清志
阿部 裕和

国井 俊治

清水 芳隆

中田  稔
川原崎 敏
平井  謙
板東 輝雄
山内 勇紀

築地 孝彦

若松  昇

中山 浩資

秋山 宥盛
山崎 興一

島村 周治

本安 琢美

中里  弘

坂本 親康

岸本  弘

伊奈 昭夫

堀田 敏勝

富田 千秋
玉川英三郎

岩井  渡

中里  武
河内 富雄

佐藤五十八

山口 哲雄

石田  倍

浅野  保

北  豊吉
上山 功夫

松田 重和

井上 透市

中田 武夫

金子 富枝

鈴木 敏文
柳沢 政利

佐々木彦士

紙塚  博

前田 耕作

河原山晴夫

田中 章喜

武田 博利
三宅  勝

奥田 啓介

吉田 信之

浜辺 清雄

式部 健蔵
木村 寛義

宮地 真治
開田 吉広

千葉 吉明

亀谷 健二

高橋  1強

石川 政春

大塚 保治

平塚 文夫

岡田  清

秋吉 正男

平塚 光雄

吉田 光雄

河村 信義

志賀 征夫

青木 宏司
深瀬  宏

高橋 俊一

五十嵐宣善

島中 玲子

吉野 幸広

近藤  博

中瀬 幸記

酒井 克美

志賀  隆
佐々ヽ 祐一郎

自岩 良二

遠井 稔男

斉藤  栄

山内 正孝

大世古吉弘

山西 節子

藤田 雅史

勝賀瀬健三

南  直治

池田  勝

加藤 峯夫

阿部 孝教

野昌  弘

中村 撃基
笹原 俊助

林  昭男

高橋 省二

矢内 敏光

井上 秀三

篠原 幸盛

道川  忠

橋本  勉

石川 由美

山本 照雄

斉藤 初男
原田  穣

伊奈 耕三

広田 健治
長田  清

谷中 輝行

平山 三城

四宮 知之

野坂 政司

杉田 茂良

神野 宏道

尾崎 義憲
平沢  寛

鈴木 祐司

門倉 憲一

保坂 和也

木内  淳

川戸 健一

小谷 章公

安藤 輝夫
上原 武久

横溝 安仲

中村 早苗

谷   薫

新井 節子
佐 々木幸吾

阿曽 幸作

緑  重雄

大岩 昌生

和田弥平次

三井 松雄

堀井 陽一

中山  トキ

清野  武

南  武夫

千葉  登

近江  誠

佐々木真吉

吉田 勝年

大塩 正紀

浪花  彰
山田  修
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大 会 委 員 佐 々木勇司

増田  厚

半沢 真一

九岡  勉
水岡  裕

川島 辰雄

大野 秀吉
石坂 迪郎
池田  実

気田 遵一

山崎 信一

藤江 勝美
西木 末治
内本 武士

別所 政弘

小林  登

三田村定弘

山地

伊達

武田

上村

義盛

倉茂

畑中

富樫

正美

裕

光広

幸雄

俊宏

梶雄

満

利一

片山

内山

後藤

渡部

沼沢

櫻田

大林

江州

金治

研二

実生

良子

小林

羽田

清野

坂元

」ヒリ||

佐藤

木山

星

月」

克美

令子

錦一

正人

技郎

佳子

惣一

宰

次

責

三

豊
　
　
栄
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競 技 役 員

競 技 委 員 長

進 係

選 手 集 合 係

審

森田 精一

北  豊古
谷口 雅由

進藤 光一

古野 幸広

古川 東亜

佐藤 三正

高田 義也

浜田 英人
渡辺 正義
山中 道博

藤原 靖文
神沢  暁
東  健治

金子 富枝

藤枝留衣子

中山  孝

大磯 浩人

根本 秀子

竹岡 房江

佐藤  安
正源  昭

松岡 政樹
藤木 文子
輸島 玲子
横山美恵子

村井 純一

鈴木 敏文

尾崎 義憲
山田 和男
山内 幸一

竹野 吉郎

保坂 和也

十川 千春
山本知恵子

菅原 修三

佐藤 修一

工藤 和久

小菅 誠子
小荒井幹也

足利 芳文

富水 清一

三浦 良悦
山下  彰

五十嵐宣善

田島  昇

島村美恵子

鎌田 茂明

浜  辰夫
星野 京子

金浜 靖恵

高崎 健一

岡部 治雄

福島 良一

伊藤 宮子
石尾 ミツ子

三島 玲子

姥名 麻里

吉村 恭子
下野 和義

福田 康男
南条 武史
寺田 貞由

外崎 勝人

遠藤 秀男
乳井 有史

松本太加子

大坂 牧子
平賀 照美

後藤 淳一

北村 宏志
星川 義明

淳

泰裕

島田 治雄

渋谷 博美
四反田 晃
阿部 哲也

小北 達也

佐藤 信一

宮武  尚史

吉岡 敏明

高嶋  純

下草坪英雄

野村 忠生
村上 秀明
三國 文彦
小林  祥

小柴 熙公

福地 伸一

大野  薫

輸島  真

金丸 善一 半沢 邦利   丸岡  勉

何́

係
　
係
　
係

ル
　
一不

録
　
卜
　
掲

ャ
　
録

記
　
シ

記

長
　
長
　
員

判

判

　

　

判

審
　
副

審

笠井 武彰
大山 直人

川村 憲子
白戸  実
田村 由美
谷頭恵美子

塚谷 正光
加藤 将善

吉田 朋行

高島 康範
松原 幸子
高満  都

中田 君子

森沢 邦昭

岡  明弘
四宮 知之

金田 隆一

北見 英昭

岸谷 敏子

羽田 克美
田島 一子
鎌田 順子

斉藤 英俊

菊地 裕子
加藤 弘治
加藤 定久

盛  和子
柴山 郁子
東海林史郎

市田 悦雄

河崎 正紀

細野 正二

佐々木昭宏

藤枝 政勝

小場 範夫

小坂 博宣

佐藤可南子

伊藤 葉子

推名 保彦

梅沢  均
立中 善則

藤木 勝宏
西田 恵子
永井八重子

竹村 正敏

宇野 春平

北村 優明

横山  敏

係
　
係一示

審

表点

線
　
得

木

上

鈴

三

福士

佐藤

正敏

正通

桑原

内藤

茂暢

繁
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運 営 役 員

総 務 委 員 長

総 務副 委員 長

広  報  係

記 録 セ ンター

受 付 案 内 係

宿  ,自   係

交 通 輸 送 係

警  備  係

駐 車 場 係

総 合 案 内 係

会 場 施 設 係

陳 習 会 場 係

平沢  寛

川原崎 敏

森  正三

日黒  徹

高田 明人

寺山 義民

薩来 裕正

大家  勤

宇野  広

松井 吉秋

中山 貞二

榎本 繁幸

木山 貞子

小野かおる

加地 宏子

進藤 広子

野中  孝

南   彰

土谷 俊雄

及川 隆盛

山谷 桂司

伊藤 孝之

井元 郁雄

武田  博

山口 菊枝

寺井  智

荒橋 直美

滝井 敏彦

杉木 建一

宮武 和弘

下遠 武勝

大谷 藤樹

佐藤  勝

山崎 信一

武俊

秋男

忍

影山 吉則

松本 朋史

本田 勝哉

佐藤 寿子

杉本 謙二

川崎 康子
石川 恵子

古伯ユ リ江

中林

東田

吉岡

平井

室

小端

貫山

清野

七里

寺嶋

神田

大島

佐藤

秀俊

博人

孝行

茂美

隆

信友

秀寿

覚

威志

俊和

宏延

仲一

勉

街道

林

寺井

岡倉

重昭

保彦

智

清隆

桑谷

山田

高橘

文雄

清滋

後嗣

大田 成司

伊東  肇

奈良  猛

古屋敷亮三

稲葉 一彦

新沼久美子

松浦多賀子

松枝千代子

伊藤

赤石

山木

工藤

星川

伊藤

益子

梅田

佐藤

星

青木

佐藤

新井

典雄

春美

武憲

恵一

彰

信一

明

秀人

文彦

秀一

重和

里美

康一

原

清野

小林

斉藤

英実

寿恵

賢

一雄

増川 隆夫

村井 一郎

吉田冨士夫

藤井

島村

樋 ロ

笹田

後藤

一孝

周治

春昭

貞良

裕之

菊池

金子

石山

西村 喜憲  増田  幸   毛利 勝幸

任

係
　
係

主

＋
，
　
″ヨ

務

雷
　
．〓

総

会
　
弁

救

接

護

待

是

三

焼

子

朗

恵

子

貢

　

孝

　

一

仁

係
　
係

沼沢

千葉

大平

児玉

宿村

木村

奥寺

高橋

小西

富永

山本

藤沢

武者

千葉

津村

宮形

浜野

阿部

阪本

佐藤

中駄

朝桐

鈴木

松下

山本

佐々木

川尻

氏家 泰夫

原田 雅哉

山本 一雄

須沢 真理

小清水浩一

長谷川直子

佐々木豊子

秋島美喜子

西村

武田

苅田

黒崎

志 水

長牛

岩田

小黒

丸山

五男

宏通

政美

延幸

孝暢

勉

修平

貞明

博

高橋

谷 ロ

水野

武士

治男

博之

佐藤

森谷

桜庭

英司

貞雄

富雄

道

典

報
　
式

係
　
係

幸美

直子

弘一

忠雄

俊夫

勝宏

哲裕

健二

博

良嘉

忠夫

秀吉

敏夫

信行

豊治

恵一

龍一

弘久

清

幾子
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補 助 員

進 係

記  録  係

放  送  係

長澤 志織
弘田 好枝
山田 高英
大庭 公子

長谷川 都

本間あさ恵

村上 具美
西岡こずぇ

横山 美紀
石亀 理恵

告岡由美子

福田 明代
紺野  有紀
橋場 公江
伊藤奈美子

安田 英宏

森山美由紀

鈴木   穣

藤原 千代

小川久賀子

田中 淳一

吉田  恵
佐々 修子
安西 孝浩

板橋 祐尚

高野 生志
増田 洋之

森谷  聡
竹林 美歌

今  るみ

木田 吏美
北僕 晴久

矢元 栄司

遠藤 睦月
中谷 珠紀
渋谷 武史

棚田 雅代

吉村  珠

深沢 孝子

森田真樹子

安藤 智恵
佐藤 直人

萩埜 るみ子

中山由希子

谷中 千織
平山 美幸

佐藤 留美

寺内 直美
山上佐知子

行 佐藤

岩佐

柴田

美樹

佳苗

直学

閲田

浅見

永峰

麻希

友美

和子

林

高野

菅井

早苗

孝

薫子

枝

恵

子

幸

一二

美真

村

鎖

上

田
　
戸
　
三

線  審  員
及び得点表示係

シ ャ トル 係

左近 嘉純
高木 淑恵

米田 美華

皆見 勝美
石井あゆみ

上木 生枝

越谷 恵美

吉田 芳明

石川 佳延

村中 寿一

鳴海加容子

新山 和雄

寺島かお り

山中 智永

佐々木和敬

中田 俊明

平間  崇

赤井 伸一

対馬 孝博

島谷 朱美
高橋美恵子

佐々木利枝

高橋 宣雄

大山  学

荻原 聖治
早川 卓司

吉田 正弘

長崎 仁志
田島 美香

吉原まなみ

薮田 保子
八島 歌織

橋本 浩志
首藤  幸

野宮 京美
今井 正樹

永田 敦子

能登小百合

松村 英樹

渡辺 優子

高見  諭
西海谷 琢
三坂友紀恵

星野  洋

佐 々木武道

馬場 康徳

荒尾 琢已

伊賀 尚樹
工藤 由全

杉山 知香
相良 貴枝

伊賀なおみ

下村 久雄

大塚 満代
永浜 芳純
加藤有紀子

藤崎 由紀
伊藤  大

福島 和恵

菅原 民子

中川 弘子

高橋 さゆ り

星  晃恵
中島真由美

佐藤 幸典

佐藤 恵子
加賀谷峰子

松本  拓

半田由紀子

山口  雅
木村美保子

杉林 由香
大崎 未生

川人  真

佐藤 信克

小山内 智

沢田  秀

佐藤  義信

寺嶋 靖子
小倉 秀子

岩間  慎

畠山  功

鈴木 晴恵
菊地  淳志
氏家あすか

金崎  由美
支部  覚

加藤 直子

田中 麻里

牧本 恵美

堀尾久美子

内海 留美
伊藤 雪世

佐野 武久

湯浅佳代子

木村 由美

高橋 恵美

伊藤未穂子

大橋 智恵

金海 裕貴

藤村 幸子

大野 泰生

佐藤 勝広

木村 智子

武田 浩之

野口 英樹

荒木 桂子
江良 瑞恵
松村百合子

岩本  肇

佐藤 政親

戸田 康代
大寺 賢志

横山 真弓
三浦由紀子

阿部 佳孝
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記 録 掲 示 係

線  審  員
及び得点表示係

選 手 集 合 係

広  報  係

記 録 セ ンター

受 付 案 内 係

小笠原正光

鈴木 美香

尾形 理抄

上野 亜希

安藤 信子
坂田喜美恵

及川ひかる

高橋 智子

斉藤 秀樹

高木  久

金澤 志穂

長堀 くみ子

西田  了

鴇田み どり

滝田 優子

榎  美香

中野  博

小知井優子

亀田 晃史

引地  弓
渡辺 恭一

海村 幹宏

高野 康子

佐 々木知代

斉藤真紀子

山本 美和

川口 隆文

楠 三紀雄

清水 祥子

市川  恵

大西由美子

井上 俊子

小林  裕

富田 聡子

飯田さえ子

立岡 綾子

東 有紀子

矢元 恵子

北沢真由美

下田 京子

佐藤 孝子
冨家亜姫子

加賀由紀恵

長堀まゆみ

徳田 幸枝

椎木 瑞恵

引地 正和

永井 一之

堀口 貴代

脇 小百合

演野 真澄

松永 佳子

横山 智子

吉田 浩子

千田 健治

高谷 花枝

本田 典子
東  智紀

横澤 門男

立石 智美

加藤由紀子

後藤 明美

金野 恵里

広瀬 寿法

大谷  恒

竹内 留美

堀井 双葉

島本ちあき

仙波 宣久

富樫 邦子

松本 信子

上野 知子

遠藤 純子

橋本 亜季

岩佐 博美
星川 歌織

久松 洋美
長田 仁江
加藤 恵子

嵐  紀子
松尾 美幸

原田 秀聖

梅川 正寛

飯田 佳代

松岡さゆ り

加「ヨ  作言・子

角田

今泉

前川

菊地

青木

崇

幸美

葉月

知子

★子

石井  浩

石崎 英樹

井り|1 耕三

大條美佐子

阿部可緒里

佐々木知子

高橋由里子

川合 美樹

柴山 浩一

深瀬恵美子

浅部 陽子

福士 佳奈

菊地 祐子

目黒 誠子

佐藤麻夕子

高藤 美穂
大久保千春

熊谷 啓恵

奈良 洋美
本田 一春
江尻 好枝
有坂真紀子

渋木 晴美
松山三弥子

塚原 美子
外崎 景幸
須藤 敏文
小林 弘子
千葉 敦子
石尾 憲広

山内 紀子

熊田 淳子

富永 真弓

森 恵美子

常野 志津

宮古  環
岡   晴

溝渕 雅樹

高谷 起夫

寺門 千明

中  智江

小沼  茂

北原知英子

梅川 敦子

千葉  隆

堀口 裕美

中野 智義

増井 弘一

谷村 英一

徳野 義光

久保  願子

小林美智代

海野 友美

斉藤 敬祐

佐藤   蘭

田中め ぐみ

中村美弥子

水戸 満昭

堀りu 幸嗣
只野 孝志
樽部 裕司
國森恵美子

嵐 由美子
脇 恵美子

新田 春美

佐藤 文雄

柄 目 芳輝

山田美佐子

滝田 修子
木村 敏幸

八重樫由美

磯貝 牧子
西川 雅江

浅利 朗子

増田さとみ

伊藤 綾子
救  護  係
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堀端 聡美

小川 香織

梶田 千晶

後藤 祐司

須田 美和
西沢 寿洋

佐々木貴子

前田三穂子

伊藤 郁愛

高橋 亮子

櫛引 靖子

松田まさみ



接  待  係

会 場 施 設 係

練 習 会 場 係

報  道  係

総 合 案 内 係

石田 恵美

磯野 知美

佐藤 晶子
高谷有紀子

石川 五月

佐々木晴美

久末ひろみ

高沼 礼子

嶋崎 水紀

志家  綾

桑原 美佳

難波 貴則

田中  賢
小林 浩靖
大内 智宏
工藤  健
伴野 智春

依田 寿子

牧 口 治美
笹田 淳一

照井 知美
三上佳奈江

板垣 祐子
野 呂 幸永

阿部 瑞世

久保 和美

増田 秀諭

コ階堂美奈子

山内 芳江

原田 由香
前畑 典子

中川 恵子

黒沢きく代

松谷久美子

滝頭恵里奈

高畑 清枝

清水ま り子

佐 々木博美

細貝 忠敏
西村  啓司

渡部 真一

佐 々木昌一

高柳  章

吉野 雅博

安達 聖子

森木 薫子
惣蔵 信市

印牧かず美

斉藤 陽子
小別 智子

関口 海美
川嶋 恵子

木俣 美奈

高山  清

加瀬谷幸子

上村 志穂

藤元 裕美
上野美佳子

羽野 雅代

庄司久美子

金沢 清美
門脇 玲子
松本名奈子

田中あゆみ

永沢いずみ

磐井 康洋
日野 文仁

中村 高広

佐々木和寿

水戸 一三

上武 英二

飯沼鼓寿恵

加藤 俊栄

近井 靖子
黒畑 陽子

伊藤 美幸

高橋真知子

畠山美津江

吉田 佳代

中村 百合

室谷 光広

佐藤世知子

清野 美和

加藤 雅美
小川  澄

山崎 慶子

秋田 由紀

澤口奈織美

高橋 英美
松田 紀子

廣瀬 徳子
山本 望絵

山崎 勝博

吉田 正広
加藤 義己

志 村 和生

川口  剛

児玉 和成

山崎早緒里

鎌田 栄子
中村 清樹

松田 鈴子
」ヽ 日内まゆ教

吉川佳奈子

渡辺富美子

泉 佐和子

大坂 文絵

村田 優美

木村 聡子

亀澤 光子
金子 真理

小杉 綾子

小沢 佳織
輪島 貴子
市川 陽子
合田  澄

神 智恵子

荒木 淳子

小田桐正亨

薄井 彰一

大須田武彦

小池 邦彦
川波 直喜

小林 哲哉

小山 玲子

津川なさこ

星 佐代子

新岡 明美

松本 珠江

萩谷真樹子

海鼠なおみ

加藤 太郎
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受 付 案 内 係

接  待  係

選  手  係

警  備  係

飯田さえ子

門脇まゆみ

鷲津ひろみ

佐藤満由子

米澤 恵利

安藤 智恵

今井 兵美

坂本 彩子
佐藤  忍

本間 雅代
工藤 真美

高野 知子

横山 由紀

野田 弘一

西川原邦彦

鎌田 琢新

松田 大樹
小田  憲

本間 秀和

松本 信子
柴 田 利恵
江良真奈美

沢  真美
江高 優子

横山 美紀

小清水裕子

竹中 美和
津野 裕子

中西  環

宮沢 敦子

花岡登紀子

大西優一郎

松田  望
石田 修士

皆見  誠
北井 綾司

猪股 伸之

係

阿部さゆ り

二木 直美
黒木  忍
豊原真紀子

左近

石井

山本

山田

嘉純

静子

和美

美加

扇沢

畠山

矢幅

渋木

西河

小川

村上

中野

成本

優子

陽子

実生

理 司

泰孝

泰幸

泰弘

孝二

典之

石 ケ森洋子

藤澤 理可

金  砂織

長谷川 ユ リ

池田 頼子
今 佳奈子
荒関まり子

佐藤 育実
布施久美子

佐々木留美

古川 留里

尾野比呂子

斉藤亜砂美

中里 美香

高橋 直美

平賀真理子

__●
=
工ヽ 典

放
　
表

送

彰

係
　
係

近藤

近添

元子

博美

照井

瀬戸

沢 田

弘幸

智佳

正

永石

矢作

辻原

信介

妙子

豊文

薄井 彰一

小熊  勇
本間

藤田

力

浄
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種  別 月    日 内 容 場 所 時  間

会  議 7月 31日 (金 )
全国高体連パドミントン部

常任委員会
本 部 宿 舎

会  議 8月 1日 (上 )
全国高体連パドミントン部

専門部長・委員長会議
登 別 市 民 会 館 101 00

´、 =ニ
= F綺

8月 1日 (土 ) 監 督 会 議 登 別 市 民 会 館 13:(Ю

開 会 式 8月 1日 (土 ) 開 式 登 別 市 民 会 館 15:00

競  技 8月 2日 (日 )
学  校 対  抗

1回戦 ～ 3回戦

日 本 工 学 院

北海道専門学校

登別市総合体育館

登別市立幌別西小

登別市立幌別小

登別大谷高等学校

(女子 )

(女子 )

(男子 )

(男子 )

(男子 )

9:00

18:00

競 技
表 彰

8月 3日 (月 )
準 々 決 勝 ～ 決 勝

学校対抗表彰式

日 本 工 学 院

登別市立幌別小

(男女 )

(男子 )

9:00

19100

競  技 8月 4日 (火 )
個 人 ダ ブ ル ス

1回戦 ～ 準々決勝

日 本 工 学 院

北海道専門学校

登別市総合体育館

登別市立幌別西小

登別市立幌別小

登別大谷高等学校

(女子 )

(女子 )

(男子 )

(男子 )

(男子 )

9:00

18:00

競  技 8月 5日 (水 )
個 人 シ ン グ ル ス

1回戦 ～ 準々決勝

日 本 工 学 院

北海道専門学校

登別市総合体育館

登別市立幌別西小

登別市立幌別小

登別大谷高等学校

(女子 )

(女子 )

(男子 )

(男子 )

(男子 )

9:00

18:00

競  技
表  彰
閉会 式

8月 6日 (木 )
個人ダブルス・シングルス

準 決 勝 ～ 決 勝

個 人 表 彰 式 ・ 閉 会 式

日 本 工 学 院  (男女 )
北海道専門学校

9:00

14 : 30

大   会   日   程
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式 典 要 領

開 会 式 次 第 8月 1日 (E)15:α)登別市民会館

学校対抗表彰式次第 8月 3日競技終了後日本工学院 (男・女 )

昭和 62年 8月 6日 (本)競 技終了後
日 本 工 学 院 体 育 館

第

日

所

第

て

　

　

　

欠

リ

　

　

　

ー

式

期

場

式

ヽ
目
　
　
・　
　
・　
　
一

‘

１

２

３

閉

次 第 登   壇   者 時  刻 備 考

役 員 ・ 選 手 着 席 受付後随時着席

開 式 通 告

大 会 議 歌 合 唱 登別南高 150名

開 会 宣 言 大会副委員長 ファ ンフ ァー レ

国 旗 掲 揚 「君か代」テープ

優 勝旗・優勝杯等返還 「得賞歌」テープ

大 会 長 あ い さ つ 大会会長

歓 迎 の こ と ば 登別市長・登別市議会議長・生徒代表

激 励 の こ と ば 北海道バドミントン協会会長

10 競 技 上 の 注 意 競技委員長

11 審 判 上 の 注 意

12 選 手 宣 誓

審判長

選手代表

13 感 謝 状 贈 呈

14 閉  会  通
15 役 員 ・ 選 手 退 場 ■■■

次 第 登   壇   者 時  刻 備 考

役 員 ・ 選 手 集 合

開 式 通 告 ファンフ ァー レ

監 督 ・ 選 手 入 場 行進曲

成 績 発 表 競技委員長

表 彰
大会会長・ 日本パドミントン協会

関係者・ NHK関係者
表彰係・得賞歌

閉 式 通 告

監 督 。 選 手 退 場 行進曲

来 賓 ・ 役 員 退 席

次 第 登   壇   者 時  刻 備 考

役 員 ・ 選 手 集 合 受付案内係

開  式  通 大会副委員長 ファンフ ァー レ

選 手 入 場 行進曲

成 績 発 表 競技委員長

表 彰 大会会長・アシスタント 得賞歌・表彰係

大 会 会 長 挨 拶 大会会長

講 評 全国高体連専門部長

trfra.tr{
国 旗 等 降 納 君が代

10 閉 会 宣 言 大会副委員長 ファンフ ァー レ

11 閉 式 通 告

12 行進曲
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大会役員

受付案内係・選手係

≡

一
一　
一
〓

一

Ｉ

一
一　
一
一
Ｉ

選 手 退 場



タイムテーブル (学 校対抗 )

月

　

　

日

種

　

　

目

会   場 工 学 院 体 育 館 登 別 市 総 合 体 育 館

コー ト番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ③

八

月

日

¨

女

子

9:00～ 10 11 12 13 14 15 16 17

11 :30～ 8 18 19 20 26 27 28 29 30 31 32 33

14:00 ～ 21 22 23 24 38 39 40 41

16130～ 34 35 36 37

会   場 幌別西小学校 幌別小学校 登別大谷高体育館 (見真館 )月
¨
　

　

日

種

　

　

目 コート番号 ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ③ ⑨

9:00～ 10 11 12 13 14 15 16 17

11 :30～ 26 27 28 29 30 31 32 33 18 19 20 21 22 23 24 25

14:00～ 38 39 40 41 34 35 % 37

八
　
月
　
一
一　

日

男

子

16:30～ ■■■■

月
＾
　

　

日

種

　

　

目

会   場 工 学 院 体 育 館 幌別小学校

コー ト番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④

八

月

日

男

女

9:00～ BT
42
GT
42
GT
43
GT
44
GT
45

Ｔ

３

３
４

Ｔ
●
４

３
４
BT
45

11 : 30 ～ GT
46
GT
47

Ｔ
，
０

３
４
BT
47

14:00～ GT
毬

BT
48

-23-
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タイムテーブル (個 人対抗 )

月

日

種

目

会   場 工 学 院 体 育 館 登 別所

「

総 合 体 育 館
コート番号 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ③

八

月

四

日

女
　
　
子
　
　
複

9:00～ 18 19 20 21 22 23 24 25

9:50～ 10 11 12 27 28 29 30 31 32 33

10:40～ 13 14 15 16 17 34 51 52 53 54 55 56 57

11 :30～ 35 36 37 38 39 40 58 59 60 61 62 63 64 65

12120 ～ 41 43 44 45 46 66 75 76 77 78 79 80 81

13110～ 47 48 49 50 67 68 82

14:00 ～ 69 70 71 72 73 74 87 田 89 ∞

14150～ 83 & 85 86 93

15140^‐ 91 92

月

一
日

種

日

会   場 幌別西小学校 幌別小学校 登別大谷高体育館 (見真館 )
コート番号 ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ⑧ ⑨

八

月

四

日

男
　
　
子
　
　

複

9:00～ 10 11 12 13 18 19 20 21 22 23 24 25 26

9:50～ 14 15 16 17 27 28 29 30 31 32 33 鈍

lo:40～ 35 36 37 43 44 45 46 51 52 53 54 55 56 57 58

11:30～ 38 39 40 41 47 48 49 50 59 60 61 62 63 64 65 66

12:20～ 42 67 68 69 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82

13:10～ 70 85 86 87

“

89 90

14:00～ 83 訊 92 93 94

14:50～ 91

月

日

種

目

会   場 工 学 院 体 育 館 登 別 市 総 合 体 育 館

コー ト番号 ① ② 0 ④ ⑤ ⑥ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ③

八

月

五

日

女
　
　
子
　

　

単

9: 00 ～ 18 19 20 21 22 お 24 25

9: 50 ～ 10 11 12 26 27 29 30 31 32 33

10 1 40 ～ 13 14 15 16 17 34 51 52 53 54 55 56 57

11:30～ 35 36 37 38 39 40 58 59 60 61 62 63 64 65

12:20～ 41 42 43 44 45 46 66 75 76 77 78 79 80 81

13:10～ 47 48 49 50 67 68 82

14:00～ 69 70 71 72 73 74 87

“

89 ∞

14:50～ 84 85 86 93 94

15:40～ 91 92

月

日

種

目

会   場 幌別西小学校 幌別小学校 登別大谷高体育館 (見真館 )
コー ト番号 ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ① ③ ⑨

八

月

五

日

男

　
　
子

　
　
単

9:00～ 10 11 12 13 18 19 20 21 23 24 25 26

9:50～ 15 16 17 27 28 29 30 31 32 33 34

lo:40～ 35 36 37 43 44 46 51 52 53 54 55 56 57 58

11 : 30 ～ 38 39 40 41 47 48 49 50 59 60 61 62 63 64 65 66

12: 20 ～ 42 67 68 69 71 72 73 74 75 76 77 78 79 ∞ 81 82

13:10～ 70 85 86 87 田 89 90

14:00 ～ 83 84 92 93 94

14:50～ 91

会   場 工 体11!

コー ト

月

日

10:00～
11 :00～

日

八

月 女

複

単 12 : 00 ～

- 24 -

26

42

%

28

83

22

14

45

9: 00 ～



注 意 事 項

◎総合的な注意

1.この大会は、全国高等学校体育連盟が定めた大会実施要項および現行日本パドミントン協会競技規則、
同運営規定により行われます。
2.監督、コーチ、マネージャー、選手の変更は監督会議をもって最終のものとします。
3.個人対抗の選手の変更はいかなる理由でも認めません。
4.その他は監督会議の申し合わせによります。
5.特に次の点を厳守して下さい。
(1)競技場の運動そつは競技用と屋外用をはっきり区別して下さい。
(2)試合のため会場に到着したら「受付」をすませてから入場して下さい。
(3)応援は「声援」でなく「拍手」のみで行って下さい。

◎競技上の注意
。学校対抗
1.会場へは40分前までに到着、学校対抗∞分前までにオーダー用紙を進行係に提出して下さい。
2.こ の大会は競技開始の順序を次のように行います。
(1)エ ントリーされている者は、全員20分前に選手集合所へ整列します。
(2)集合完了後、主審、線審 (プラカードλ監督、コー六 マネージャー、選手、得点表示係の順で入場します。
③ あいさつの後、各校 5分ずつの練習を行い試合を開始します。
(4)ゲームの進行状態に応じて 2コ ート並行して試合を行うことがあります。
③ コートを変更して試合を行うことがあります。
3.薬権とみなすのは選手が 5名に満たない場合および定刻30分前まで (または指示のあった時刻まで )
にオーダー提出のないとき、または集合時間 (定刻20分前 )に集合しなかったときです。
4.ベンチに入ることのできるのはエントリーされた者のみです。
5.すべて3点先取で終了します。
6.試合終了のあいさつの後、入場時と同様に整列し退場します。
。個人対抗
1.個人対抗については会場へ30分前に到着し受付をすませて下さい。
2.こ の大会は競技開始を次の順序で行います。
(1)監督と当該ブレーャーは20分前に選手集合所へ集合します。
(2)集合完了後、主審、線審 (プ ラカード)、 監督、選手、得点表示係の順で入場します。
(3)あいさつの後、 3分間練習後、試合を始めます。
3.棄権とみなすのは集合時間 (定刻20分前 )に集合しなかったときです。
4.ベンチに入れるのは、監督、選手のみです。ただし、監督に支障のある場合、競技委員長の許可を得
て責任ある代理を認めます。
5.試合終了のあいさつの後、入場時と同様に整列・退場します。

◎審判上の注意

1_ 会場内の付属物にシャトルが当たったときはフォルトにします。
2.主審の認めたタイム以外は一切認めません。
3.シ ャトルの交換は主審が必要と認めたときに限ります。
4 次のような行為は厳につつしむこと。
(1)汗ふきやくつひものしめかえ
② 長いサーバーの静止
(0 おそいレシーバーのかまえ
(4)競技中と1ゲームの後のサイドコーチ
5.抗議はいっさい認めません。不審のときは礼儀正しく監督が質問して下さい。主審の判定に服さない
ときは、その試合を放棄したものとみなします。
6.異議の申し立ては、書面で競技委員長に提出して下さし、
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男子学校対抗組合わせ表 (BT-49)

比  叡  山

高 知 商 業

安     芸

足     羽

塩 田 工 業

日 本 大 学

宮 城 県 工 業

越  谷  南

登  別  南

会 津 工 業

竹 田 商 業

松  江  北

伊 東 商 業

高 松 商 業

新  潟  東

洛     水

日本大学鶴ケ丘

鶴  岡  南

八 幡大学附属

水 島 工 業

常 総 学 院

岡 崎 城 西

鹿 児 島 商 業

滝 川 工 業

柏     原

(滋  賀 ):

(高  知 )2

(広  島)3

(福  井 )4

(佐  賀 )5

(神 奈 川 )6

(官  城 )7

(埼  玉 )8

(南北海道 )9

(福  島 )10

(大  分 )11

(島  根 )12

(簾  岡 )13

(香  川 )14

(新  潟 )15

(京  都 )16

(東  京 )17

(山  形 )18

(福  岡 )19

(岡  山 )IЮ

(茨  城 )21

(愛  知 )22

(鹿 児 島 )2

(北北海道 )24

(大  阪 )あ

26弘 前 工 業

η 大    村

田 岐 阜 工 業

29宇 都 宮 工 業

30境 港 工 業

31西 条 農 業

32札 幌 第 一

“

高 岡 工 芸

雛 豊  見  城

“

横 手 工 業

“

千 葉 敬 愛

37-   条

“

熊本商科大付属

39盛 岡 市 立

0中 野 実 業

41三 田 学 園

(青  森 )

(長  崎 )

(岐  阜 )

(栃  木 )

(鳥  取 )

(愛  媛 )

(南Hヒ前

"首

)

(富  山 )

(沖  縄 )

(秋  田 )

(千  葉 )

(奈  良 )

(熊  本 )

(岩  手 )

(長  野 )

(兵  庫 )

(群  馬 )

(山  口 )

(二  重 )

(宮  崎 )

(徳  島 )

(山  梨 )

(和 歌 山 )

(石  川 )

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

③

じ

⑩

②

④

②

○

①

⑦

⑦

○

⑩

⑩

①

②

②

⑩

⑪

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑩

⑫

か
ン
な
い
、

⑫

８１
ン

０
マ

ヽ
ツ
´
ヽ

ヽ
９
“́
い
、

や
ノ
４
ヽ

⑫

42前  構  東

43柳 井 工 業

“

伊 勢 工 業

45宮 崎 工 業

“

日 和  佐

47甲 府 工 業

48新 宮 商 業

49金 沢市立工 業

ヽ
フ
´

‘
ヽ

◎

④
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女子 学校対抗組合 わせ表 (GT-49)

千 葉 学 園

鈴 峯 女 子

佐 賀 女 子

中 野 実 業

淑 徳 巣 鴨

徳 島 商 業

札 幌 諄 修

愛 知 淑 徳

一   条

都 山 女 子

昭 和 女 子

足     羽

小 山 城 南

新 潟 青 陵

山    梨

松 江 商 業

成 安 女 子

糸    満

高 松 商 業

比  叡  山

旭 川 商 業

山形城北女 子

岐阜女子商 業

船橋学園女 子

熊本中央女 子

あ 四 條 畷 学 園

27西   条

"富
士 見 丘

29鹿 児 島 女 子

∞ 高   森

31金     城

32登  別  南

33 能1   代   」ヒ

34富 士 宮 東

35向   陽

36前 橋 東 商 業

r鶴 鳴 女 子

“

高 岡 女 子

39  暁

“

花 巻 農 業

41精 華 女 子

42越  谷  南

“

山 陽 女 子

44土 佐 女 子

45夙 川 学 院

46  境

47聖ウルスラ学院

“

宮 崎 商 業

“

常 総 学 院

(大  阪 )

(愛  崚 )

(神 奈 川 )

(鹿 児 島 )

(山  口 )

(石  川 )

(南北海道 )

(秋  田 )

(静  岡 )

(和 歌 山 )

(群  馬 )

(長  崎 )

(富  山 )

(三  重 )

〈岩  手 )

(福  岡 )

(埼  玉 )

(岡  山 )

(高  知 )

(兵  庫 )

(鳥  取 )

(宮  城 )

(宮  崎 )

(茨  城 )

①

②

③

④

⑥

⑦

③

⑬

①

④

②

ι

①

①

⑦

⑦

3ら
｀

⑩

⑩

①

④

②

②

④

⑩

①

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑮

ハヽ
ン
“́
ヽ

ヽ
″
´

´
ヽ

ヽ
ｇ
・́

´
ヽ

０

´

″
“

．

ゝ
ツ
・

４
い
、

〇

⑫

ヽ
ツ
・

わ́
）
．

◎

④
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○

⑫

(青  森 )1

(広  島 )2

(佐  賀 )3

(長  野 )4

(東  京 )5

(徳  島 )6

(甫5」ヒ燿0まま)7

(愛  知 )8

(奈  良 )9

(福  島 )10

(大  分 )ll

(福  井 )12

(栃  木 )13

(新  潟 )14

(山  梨 )15

(島  根 )16

(京  都)17

(沖  縄)18

(香  川)19

(滋  賀)20

(1ロヒ海道)21

(山  形)2

(岐  阜)23

(千  葉)2

(熊  本)a

⑤



男子個人対抗ダブルス組合わせ表(BD-98)

興石

矢野

山川

田中

岩下

尽●

書田

勢

摯■

着ロ

ー生

趣 tL

麟

,t―

量

岩佐

戸田

山峙

■日

′」ヽ林

■●

口定

●井

籠や (山

浩2(彙

僣口 (兵

0口 (■

瞳之 (美

敏和 (佐

,〈 ,

彰去 (●

,1)1

条 )2

峰 )3

工 南 )4

,実 ■ )|

ロエ 彙 )0

■ 東 )7

山 )3

片桐 夫二・螢● 大売 (官 ●・療 ● 腱 )0

生暉 綸央・久山 濤― 〈口 山・水 ■■ 桑 )10

奥村 和き・魔●  宗姜 (熊 ホ .九 州 学 院 〉11

井凛 秀樹・ 坂■ 央菫 (神卿

“

・日本 大 学 )12

九山  光・薇口 ■2(三  菫・伊   ,)13

●村 昭き・山中 ●■ (奈 良・―   条 )14

佐● 饉コ・高● 裕― (■ ■・全 津工 ■ ,15

全■  年・全壌  勉 (沖 饉 糸   綺 〉16

■■ 

“

弘・茂木 ■人 (● ■・■ ■市 立 〉17

新宅 寿産 角田 ●洋 (■ 知・東   毒 )13

山本  口・石村 菫■ (■ 山・

“

円工 芸 )19

壼ユ ■一・■●  ● 〈着 手・花 北 商 秦 )a

'日
 宗主・芝● 恒平 (京 3・ 同 志 社 )21

山本 発●・キ● 春,(■ 取・贅 椿 I彙 ,2

高● ●市・ウ井 普夫 (表 ● 奮 0学 浣 )23

四方  ■‐ 吉口 ●■ (● 口・大   ■ )a

米国 ,実 ・■山  匠 (日北海道・札颯
"―

)25

戌口 好彙・山本 秀日 (■ ●
「

稟 奥 薔 晏 )あ

野田 好き・佐々木年行 (東 京・大 森 東 )η

川

` 
清和・中村 分一 (崚 ■・岐 ●薔 ■ )●

商■ 壼蜀・■■ ■● (大 贖・柏   r)"

石丼 正i 轟鮨  ● (大 分 ‐●   薔 )"

桜丼 ●大・メ山  清 (1日罐 譴・滝,1=)OI

林  正知 壽
" 
春弘 (■ ′

“

・尽 麟学 口 )2

太口 清志・ 渡辺  幸
`千
葉・千 養 a■ )●

見,| ,[之 ・こ末 秀和 〈石 ′1・ 七 尾 工 ■ )31

新谷  尚・輌* 秀t(和歌山・看 雪 商 驀 )●

安● ●嗜・本田 贅― (宮 崎・  姜  )|"

●  宏幸・ 吉岡 哲夫 〈山 口・柳 井 工 秦 )37

山田 宏之 .山 口  ■ (● 円・伊 東南彙 )●

伊● ■0・ 庄 口 栄― (山 形´● 周 南 )39

大燿 ―■・こ適 忠摯 (嬌 末・ 作 新 学 院 )0

椰略 ―郎‐ 平野 朝也 (南北籠菫・札幌第一 )41

川添 "三 ・池  ■正 〈高 知・■ 知 薔 ■ )42

下工利,■ ・●本
`―
郎 (■ ■・大   村 〉43

松■ ■治・戎  睾姜 (置
大月  実・片0  ■ (新

●■
　
北

彙

■

山 )“

む )●

松山

赤毛

渋谷

石丼

5(武田  ` 大, ■● (石川・奎沢市立工黎 )

51●間 光吉・上工州利明 (沖 ■・■ 見 崚 )

52柴超 ―青 ウ」ヽ丼  遣 (求 ■・常 は ,院 )

● ●●●千夫・

“

  奉祥 く和t山・新 客 綺 彙 )

“

秦暉 =宏 ウ」ヽ
"| 
●史 (崚 ■・岐 ●工 彙 )

“

田■ ■光・近● 正螢 (山 「1・ 柳 井工 彙 )

50久 下 弘二・大日 腱博 (■  ■・比 叡 山 )

5,斉 ●夕珈広・■輌 幸 町 (富 ■・富●嗜工■ )

50竹 丼 清饉・ 中山 祐― (新 ■・  秦  )

"●
暉 尚―・岩間  ● (山 梨・甲 府工 ■ )

∞ 伊●  ●・平丼 去● (“ ・八G大手附8)

0:口田 仲二・3■   ● (■ 川・高 松 硼 ■ )

0● 木 秀二・内村  ■ (■ 玉・■   応 )

● 女口 峙 t・ 丼上 ―夫 (佐 彙・佐 彙 工 ■ )

“

■力1 -● .■丼美智男 (ま 3・ 洛   水 )

“

●● 晨意・古凛 正田 (高 知・■ 知学 菫 )

“

佐 々木 昇・口,II ●作 (着 手…菫 円市 立 )

07工● 息和・武田 ●和 (●北き■・■颯第一 )

● ■田 i釉 ・●暉 正美 (口 山・水 ●工 ■ )

69大沢 優●・0子 崚 男 (苺 ■・:t●  彙 )

,0岩崎 知t 山田 良太 (0日 ・伊   賣 )

,:■ 年 

“

也・ ■● ●和 (山 形・■ 日 ● )

72■凛 え士・
=沐
 和
=(長

野・松   代 )

,o本 山 '嘔 ・ 資本 奉宏 (膊■■婦●商大■● )

74●本 臓着・●井 秀日 (南北●■・■颯第一 )

75熊 谷 諄―・加●  ● (状 田・■ 手 工 ■ )

76晨 都 優■・■丼 弘菫 (千葉・千葉

“

大仕■ )

77山嗜  保・水威 ■― (■ ■・長 ● 東 )

● 小公暉率介・ 4田  浩二 (■ 取・寃 港工 彙 〉

70,1上  康之・二加 憲秀 (■ ●・西 桑 ■ ■ )

m古 谷 意― 古平 ,|二 (東京・日本大学●ケ■ )

31内 ● ■生・向口 光iO(広  島・三   

“

)

32木下 和
"凛
口 佳幸 (■ 知・口 ■ 墳 西 〉

● ■本 文饉・安井 悦● (奈 良・―   彙 )

34,"野  久志・

“

●  絆 (官 峙・官 ● 工 桑 )

“

■村 高志・●尾 ■― (■ 井・足   羽 〉

“

●

“

 晏弘・■西 ,文 (三 ■・伊
"工
■ )

『

― ノ凛 r・ 山田 秀樹 (神奈川・日本 大 学‐)

“

羽量 夫■・
=彙
 綺寿 〈鐵 島・日 和 佐 )

● 前迫  弘・前野  口 (鷹児島・廊児島商■ )

∞ 入工 薔志・●本  t(兵

“

・東 ■ 工 ■ )

01え 山 ,3・ 西村 薔調 (■ ●■弘 前工 ■ )

● 諄井 賣治・ 伊● ■夫 (大 腱・拍   

“

)

"●
田 茂●・新拿  敏 (■ 山・不二●工彙 )

“

山■  勢・立花 普t(北t=遺・●広柏秦 ,

“

壼 々●違志・●椰 賢治 (島 颯・大   東 )

“

●口 ,一 ウ」ヽ力1 椰嬌 (薔 島・会 拿工 彙 )

07■●  ●・上田 置二 (大 分¨
"府
●見■ )

彗 斉● 佳嗜・佐贅 史昭 (薔 本・作 新字 院 )

日

西

尼

松

中

菫

前

●

黎

曇

庫

根

野

彙

月

井

.2,

③
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"

●

“

●

“
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●

0

●

●
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“

O

三着

●
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①
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0

秀人・え

'
日志■ 松本

●・●田

饉・田根

正洋 (島児■・廊 児 ■ )“

●治 〈広 島 ‐府   中 )47

清,(秋 田・大 山工 ■ )●

英● (埼 玉・越 谷 ")49
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女子個人対抗ダブルス組合わせ表 (GD-98)

中瞑 ■―r

大■ヌ由チ

佐● 実行

日中 一彙

」ヽ笠凛麻癸

白丼 息子

`本
 嗜子

立花 久枝

岩谷 優子

木村ゆか ,

|1根  僣子

大
` 
末子

甲奎 美和 (熊 本・熊本中央,)l

音, 職子 (■ 井 .“   丼 )2

石え佳代子 (和叫 向   出 )3

■内 重子 〈イ
` 
手・花 を ■ )4

市川 巴子 (■ 根・松 工 北 ),

t絆  清番 (神豪川・■ 七 え 丘 )6

工Ⅲ由美子 (● ●・■ ● ■ ),

矢野 直子 〈
=麟
・奎ウルスラ)8

高木久美子 (京 3・ 洛   西 )9

斉■ ■子 (北北澤迪・輌 渤 口 )10

'本
 文技 (東 京・口大●ケ丘 )il

伊壼 7ユ ミ (沖 ■・ふ   由 )12

“

IⅢ   匡子

もl和 t奈津子

52置辺 颯子

5,日 暉慮美量

54本
' 
コ癸

“

大山 明癸

“

入金ゆみ子

57●弁 =子

“

佐● 祐子

59鈴木,凛子

mO子 豪保子

01平 r ,子

e■ 丼 ,秋

63谷 ネ 0子

“

吉田  文

66矢野 ●子

“

山内美豪子

石‖| ■子ウ,ヽ林 美技 (
占田■●美・百1B 丈実 (

凛 )13

商 )14

米暉 千
"…

′

“

口 智子 (輌北口嗜‐■ 新 ′
")15

木

'1 
●子・奥山み ど

'(山
″・山 本争 ■ ):0

白土久美子
‐●津 佳子 (■ ■・e谷  南 )17

全九 ■■・大量久美子 (官 ■・官 ■ 蘭 〉18

山口 美■・山田喜美枝 く石
'1・

全   ■ )19

平丼 意癸・■丼 由工 (■ 取・  麦  )"

日中美息子・■原奈美子 (長 野 .■   野 )21

高● さと・ホ山 ●子 (櫃 円 りヽ 倉 西 )2

上凛 "子 ・須Ⅲ住寿意 (奈 良・■ ● 山 )"

秋山癸佐工・声沢●美子 (山 ■・■ ● 商 )●

籠鮨 豪テ・森 ゆか ,(,知 ・,知 凛 ■ )ら

田中 ●テ・岩崎む里子 (■ ●・千 菫手 口 )お

綸木 彙子・武井 Iけ 癸 (嬌 木 -1ヽ 山 摯 南 )′

円  良悛・村瀬 弘美 (円 山・山 饉 女 子 )a

久彙田美可・亡島由美子 (佐 贅・佐 彙 ,テ )"

吉田 悦子 ‐1ヽ泉 表紀 (兵 中・ロ ロ学 口 )|"

曖辺 ヨ
'子
・

"彙
ゆか ,(折 ■・■   ● )31

轟t沢●子・大後 簑子 (夫 

“

・■ ●学 院 )●

杞平あき子・官村 和癸 (三 菫・  鳴  )33

伊●  ■・井手,奈美 (長 崎・● 嗚 女 )34

坂本加豪子・撻村 1喘 子 (よ 田・● 代 北 )●

日所 知受・中山 佳
`t(高

 知・■ 佐 女 )1昴

商菫 高子・ 青里 春子 (大 蜃・口 條 嗜 )●

久力 由記・宇土千佐子 (広 島・齢 準 ■ )“

菊地 意美・力亀  泉 〈襦 ■・着 松 女 )39

■■ 京美・赤尾  ■ (大 分・昭 和 女 )40

"亀
,和子 ‐■●塁工子 (■ 崚・西   4)41

小ネ l● 子・加●み の ,(崚 拿・崚 ● 女 綺 )●

八木ひとみ・ 黒澤 事子 (■ ■・面 ● ■ 薔 )0

日付 祐子・口■ 嗜癸 (薇 費・比 ● 山 )“

山■■■子・山● 美記 (■ 山・■ 円 女 )15

苦野 紀子 …」ヽ林 浩子 (千 ■・船●■口女 )40

山元 和姜・ 生野佳代子 (島児島・■ 児 島 )4,

内口 加代・■菫 住代 (山 口・下 関 南 〉48

西谷豪身子 ″」ヽ口桐友美 (南北轟■・■ ● ● )40

・ 高精 朱美 (■ 澪・テ   腱 )
・下サ|1 好子 (京 3・ 明 億 商 )

・′

“

●■由美 (● 円・精車 女子 )

・●ス 癸保 〈山 彙・山   

“

)

・荒力1 外子 (執 田・籠 代 ■ )

・●口 百0(南北●■ ‐11● ● )
・村■ 安代 〈香 川・

“
`中
央 )

・ 寺嗜 央子 (山  口・高   ● )

・■ 日椰●● (■ 工・上   尾 )

・古谷 ■子 〈三 ■・  甕  ,
・平井  ● (官 ■・●ウルスラ〉
・広颯千代子 (大 分・大 分 女 〉
・佐々由美子 (■ ■・千葉 争 口 )

・■日 祥子 (薔 ■・ 1七 ● 山 )

・●下 由紀 (千 葉・千 葉 ● ■ )

●た口 癸和 (愛 崚・西   彙 〉
・伊崚由■子 (沖 ■・ふ   ● )
・佐 々木理意 (北北菫■・な サ|1商 )

・エル 京子 (佐 彙・佐 彙 女 子 )
・●森 晨意 (長 野・■ 野 西 )
・ 渋谷 美

"(ら
 取・  ■  )

・高

` 
里
=(■

■・前 ● 東 薔 )

・ 黛沢 ■■ (岐 ●・崚 ● 女 商 )
‐三 ツ川■子 (大 瞑・四 儀 暉 )

・ 人見 嘔子 (日 山・山 ● 女 )

・仲山 美齋 (薔 木 ウ」ヽ山墳 口 )

・中

"小
百合 (和欧山・向   疇 )

・ 九山 祐子 (山 形・● 円 北 )
・,内 癸紀 (員 崎・● ■ ■ )

・長島 ●子 (彙贅
「

名古屋女大高 )

・谷内 ■子 (兵
"・

口 田■ 口 〉

・ ●山重矢子 (東 京・日体桜
=☆
)

ヤ
,ヽ斉平

'子
(1靭■・屁 児 ● )

・

「

西みつる (■ ■・日 和 性 )
・ 口丼癸意子 (■ ■・全 澪 女 〉

・ を田 ―意 (富 山・高 口 女 )

・ ■■  歯番 (高 贅卜土 佐 女 )
・田畑 美番 (熊 本・黛ホ中央女 )
・ 佐凛  薫 (神奈川・北 麟倉 女 )
・石生 幸美 (広 島・齢 =女 )

・
=田
 ホ子 (石 ′‖・全 沢二 水 )

・佐● ■子 (南北轟菫・奎 刷 南 )

・ |:田 ●美子 (奈 史・二 腋 菫 )
・木下 き子 (宮 崎・■ ■ 鮨 )
・■

''|'幸

子 (■ オ・足   羽 )
・羽切な実子 (0日 ・

=士
官 東 )

・大容■奈癸 〈島 根・査 田晨 沐 )

.平野 お子 (岩 手・笙 石 商 )

.鬼沢 ●代 (夭 墳・■ ●幸 腱 〉

ヽ

・

●

||

0

0

む

゛

0
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0

咎

●

“
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"
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0

む

●

゛

2
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C

“ ●

0,

G

,,

“

●

谷 砂,テ

●峙千枝美

青木 槙子

日高由量子

牛込 美住

野村 萬杞

北

'11 

実子

松工■
=里

川け ●子

■与 和子

落全 み き

西村 さお ,

意木 清子

前日 ■代

●姉 澤子

■山●杞子

片山工美子

咸田  京

●谷 志3
●下さお ,

こ■ '子
声田 ヤ江
足立 菫癸

●

● 0
●

●

吉

■

日
　
川

０
　
■

“

・ぱ
一

01

●

●

●

68

69

70

71

72

73
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75

76

77

73

79

m

8〕

厖

83

“

“86

"
88

¨

●
゛

"
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"0

〇

C

O

ё

0`

¢

●

● "渡
辺 ,子

01西田美田子

認 桜丼 由書

"多
田●美子

91,山  嗜美

“

田中久美子

"大
谷

'知
子

“

本田 清贅

"攣
沢 日子
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男子個人対抗シングルス組合わせ表 (BS-98)

鈴木
=麻
生

羽里 央紀
米田 籠実
小林 饉之

●中 女光

清池  `

山田 秀樹

山田 宏之

■本 長也

「
田 諄悦

● 口  ,一

● 薔 由お 夫

大 田 清 志

横 田 ■ 和

林   撃 史

野 口  好 ,

菊 地  薇 ■

浜 口 元 澤

木 村  宏 之

高 村  崚 也

梶 凛   `

辻   藪 夫

ロ ロ  

“

―

五 +ユ ● 一

西 村  =瀾

伊 知 地 ● 美

奎城   学

,“ 上  睾 之

静 木  秀ニ

中 島  賣 僣

“

田  哲 治

吉 田 ● 利

彙 沼  一 浩

野 田  茂雄

白薇  ,轟

伊 ●  光
`

武 田  ●

山崎  ● 浩

岩 佐  こ 齋

勝 椰  賢 治

松 下  仲 ―

■ ● 多

"広
籠 秦  正 行

伊 ●  ■ ■

平 間  ● 意

上 国  嗜 吾

浜 砂  ● き

吉 岡   朗

佐 贅  史昭

(0日 ,東 南■ )

(佐 彙・菫   谷 )

(` 山 不二選工芸 〉

(● 島・会 津 工摯 )

(和欧山・新 客 商 秦 )

(千

〈岡

(■

(東

(岩

(三

葉 敬 贅 )

島 工 業 )

世 保 北 )

森 東 )

沢 )

羽 〉

(北 北海道・滝′|`工桑 )

(熊本・熊本薔科大付属 )

(南北海道・ 札幌第一 )

(■ 取・■ 浩 工 葉 )

(東  京・ 日大● ケ丘 )

(■ 時・ 佐 世 保 北 )

(山 形― ● 岡 南 )

(奈 良・―   ■ )

(■ 晨・西 条 晨 ■ )

(新 ■・北   

“

〉

〈宮 崎・  ■  )

(嬌  木・字●8工■ )

(京 3・ 京

“

商 ■ )

(三 菫・,"工 ■ )

(山 梨・ 日   ,1)

(北北海菫・ た川工彙 )

(岐 ■・崚 ● 工 彙 〉

(大 餞・相   凛 )

(福岡・ 八幡大学附属 )

(■ 山・ 高 ロ エ 芸 )

(山 口・柳 丼 工 彙 〉

〈神 ■・ ■ 見 摯 )

(長 野・ 中 野 実 ■ )

(1辟■・ 桐生市立商集 )

(凛 ■・会 津 工 ■ )

(■ ,1・ ■ 松 百 彙 〉

(■ 森・弘 前 工 ■ )

(鹿児島・り|1   内 〉

〈● 島・載   京 )

(和歌山・

“

坊 商 工 )

(茨 ■・奮 菫 手 院 )

(市北轟菫・ 札幌第一 )

(● 円・,  東 )

(千壼・千葉商薔沐津付■ )

(島 根・松  工 南 )

(石 ′1・ 七 屠 工 ,〉

(兵 ●・ 三 田 学 田 )

(官 墳・泉 松 ● )

(熊本 ・魚本商大付■ )

(渡 彙・比 叡

(■ ■・日 和

(南北海逮・札 第

〈長 野・中 野実

(山  口・

“

井 エ

(大 分・●
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女子個人対抗シングルス組合わせ表 (GS-98)
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昭和62年度 全国高等学校総合体育大会 .パ ドミントン競技会

宿 舎 案 内 図
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バドミントン競技会場・練習会場位置図
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バ ドミ ン トン競 技 会 場 配 置 図 (男 ・女 )
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バ ドミントン競技会場配置図 (女 )
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栄 光 の あ と

● 学校対抗の部

回 数 年 度 開 催 地 種別 参加数 1 位 2 位 3 位

第 1回 1950 横 浜 市
男子

女子

42

30

関  東  学
札   幌

院 (神ヽ

東 (北 )

横 浜 緑 ケ

津

丘(神 )

幡 (石 )

金 沢 泉 ケ

新  潟  中
丘 (石 )

央 (新 )

第 2回 1951 IL幌 市
男子

女子

42

38

関

札

東 学 院 (神 )

南 (北 )幌

聖    学
札  幌  星

院 (東 )

園 (北 )

金 沢 泉 ケ

安  積  女

第 3回 1952 善通寺 町
男子

女子

63

61

金  沢  二
札   幌

水 (石 )

南 (北 )

金 沢 泉 ケ

善 通 寺 第

丘 (石 )

― (香 )

」ヒ

|し 幌

海 (北 )

東 (北 )

第 4回 1953 山 形 市
男子

女子

65

69

」ヒ

尚 編 女 学

海 (北 )

院 (宮 )

関

里

東 学 院 (神 )

石 (青 )

関 東 学 院 六 浦 (神 )

若  松  女  子 (福 )

第 5回 1954 金 沢 市
男

女

子

子

69

71

金  沢  二
坂

水 (石 )

出 (香 )

松  江  商
若  松  女

業 (島 )

子 (福 )

聖   学
善 通 寺 第

院 (東 )

― (香 )

第 6回 1955 神 戸 市
男子

女子

38

39

聖   学
山  陽  女

院 (東)

子 (岡 )

金 沢 二 水 (石 )

尚 編 女 学 院 (宮 )

山 形 市 立 商 業 (山 )

善 通 寺 第 一 (香 )

第 7回 1956 仙 台 市
男子

女子

40

40

松 江 商 業 (島 )

善 通 寺 第 一 (香 )

白

山 陽 女

石 (宮 )

子 (岡 )

黒

尚 1隅  女
石 (青 )

学 院 (宮 )

第 8回 1957 松 江 市
男子

女子

41

40

山 形 市 立 商 業 (山 )

善 通 寺 第 一 (香 )

松  江  商
敬  愛  学

業 (島 )

園 (秋 )

聖   学   院 (東 )
前 橋 市 立 女 子 (群 )

第 9回 1958 新 潟 市
男子

女子

40

40

山   形
善 通 寺 第

南 (山 )

一 (香 )

津

山 陽 女

幡 (石 )

子 (岡 )

新

尚 1編 女
潟 (新 )

学 院 (宮 )

第10回 1959 会津若松市
男子

女子

山 形 市 立 商 業 (山 )

善 量 寺 第 一 (香 )

帯  広  三
坂

条 (北 )

出 (香 )

茨

敬  愛  学
木 (大 )

日 (宮 )

*nE! 1960 久留米 市 男子
女子

43

43

山 形 市 立 商 業 (山)

善 通 寺 第 一 (香 )

横 浜 緑 ケ

敬  愛  学
丘 (神 )

園 (秋 )

神  戸  商
高  岡  女

業 (兵 )

子 (富 )

第12回 1961 弘 前 市
男子

女子

42

42

新  潟  商
敬  愛  学

葉 (新 )

園 (秋 )

横 浜 緑 ケ

新   庄
丘 (神 )

南 (山 )

松  江  商
真  岡  女

葉 (島 )

子 (栃 )

第 13回 1962 高 岡 市
男子

女子

42

43

聖

高

学 院 (東 )

子(富 )岡 女

山 形 雨 立 商 業 (山 )

敬  愛  学  園 (秋 )
新 潟 商 業 (新 )

新 潟 中 央 女 子 (新 )

第14回 1963 鶴 岡 市
男子

女子

44

45

新 潟 商 業 (新 )

新 潟 女 子 工 芸 (新 )

富

新

山 商 業 (富 )

南 (山 )庄

帯  広  三
城  北  女

条 (北)

子 (山 )

1964 京 都 市
男子

女子

45

46

富  山  商
敬  愛  学

業 (富 )

園 (秋 )

新  潟  商
布  施  女

業 (新 )

子 (大 )

第 16回 1965 熊 本 市
男子

女子

47

45

富  山  商
真  岡  女

薬 (富 )

子 (栃 )

高  岡  商
成  安  女

業 (富 )

子 (京 )

北  越  商
布  施  女

業 (新 )

子 (大 )

第17回 1966 弘 前 市
男子

女子

46

47

宮  城  工
敬  愛  学

葉 (宮 )

日 (秋 )

高  岡  商
山  陽  女

業 (富 )

子 (岡 )

富  山  商
新  潟  青

業 (富 )

陵 (新 )

第18回 1967 金 沢 市
男子

女子

46

48

金 沢 市 立 工 業 (石 )

新  潟  青  陵 (新 )
奈 良 市 立 一 条 (奈 )

東   大   阪 (大 )
新潟商業 (新 )・高岡商業 (富 )

富田女子 (岐 )・ 真岡女子(栃 )

X leEl 1968 福 山 市
男子

女子

47

48

二条商業 (新 )・ 日力上形‐(山 )

敬愛学園 (秋 )・ 成安女子 (京 )

1969 桐 生 市
男子

女子

48

48

金 沢 市 立 工 業 (石 )

東   大   阪(大 )
桐 生 市 立 商 業 (群 )

成  安  女  子 (京 )
高岡商業 (富 )・富止腋渫.(富 )

真岡女子 (栃 )・新潟青陵 (新 )

-39-

丘 (石 )

子 (福 )

44

41

4r5@
秋 田 経 大 付 (秋 )

善 通 寺 第 一〇い

高 岡 商 業 (■ )

東   大   阪 (大 )
金 沢 市 立 工 葉 (石 )

新  潟  青  陵 (新 )

第20回



回 数 年 度 開 催 地 種別 参加数 1 位 位2 位

第 21回 1970 名 古屋 市
男子

女子

47

47

業 (富 )

子 (栃 )

新  潟  商
威  安  女

業 (新 )

子 (京 )

伊勢 [業 (三 )・ 正 強 (奈 )
新 庄 南 (山 )四條畷 (大 )

第 22回 1971 善 通寺 市
男子

女子

47

49

日 本 大 学 山 形 (山 )

成  安  女  子 (京 )
高松商業 (香 )・ 配岡麒 (富 )

鶴鳴女子 (長 )・ 奈良一条 (奈 )

第23回 1972 新 庄 市
男子

女子

47

49

強 (奈 )

口 (大 )

正

四 條 畷 学

東 (岐 )

南 (山 )

岐

新

阜

庄

o沢市工 (石 )。 日大l彫 (山 )

我孫子=増堂Q・奈
良揉 ∽

第24回 1973 四 日市 市
男子

女子

48

49

金 沢 市 立 工 業 (石 )

四 條 畷 学 日 (大 )

日 本 大 学 山 形 (山 )

我 孫 子 二 階 堂 (千 )

正 強 (奈 )・勝  山 (福 )
威安女子 (京 )・ 真円女子 (栃 )

第25回 1974
嬉 野 町
塩 田 町

男子

女子

49

50

正

新  潟  青
日 本 大 学 山 形 (山 )

四 條 啜 学 口 (大 )

金沢市工 (石 )・ 勝 山 (福 )
蘭園女子(富)・善通寺第一(香 )

第26回 1975 水 戸 市
男

女

子

子

49

50

金 沢 市 立 工 業 (石 )

四 條 畷 学 園 (大 )

正

琴

強 (奈 )

平 (香 )

石岡― (茨 )・ 仙台商 (宮 )

讚安女子(京 )・ 藤 花 (石 )

第27回 1976 中 野 市
男子

女子

49

50

金 沢 市 立 工 業 (石 )

四 條 畷 学 口 (大 )

九  州  学
新  潟  青

院 (熊う

陵 (新 )

比叡山 (滋)・ 奈良―条 (奈 )

土佐女子 (高 )・真岡女子 (栃 )

第28回 1977 倉 敷 市
男子

女子

49

50

延暦寺学園比叡 山 (滋 )

四 條 畷 学 回 (大 )

金 沢 市 立 工 業 (石 )

新  潟  青  陵 (新 )
高岡商業 (富 )。 現 浦 (長 )
千葉学口 (青 )・ 奈良―条 (奈 )

第29同 1978 会津若松市
男子

女子

九 州 学 院 (熊 )

四 條 理 学 園 (大 )

日 本 大 学 山 形 (山 )

熊 本 中 央 女 子 (熊 )

比叡山 (滋 )・ 会津工業
`福
)

藤園女子 (富)新潟蘭陵 (新 )

第30回 1979 大 津 市
男子

女子

49

49

今

四 條 畷 学

市 (栃 )

口 (大 )

廷暦寺学口比叡山 (滋 )

新  潟  青  崚 (新 )
九州学院 (熊 )・ 石岡第一 (茨 )

比叡山 (滋 )・ 目田学園 (兵 )

第31回 1980 善 通寺 市
子

子

男

女

49

49

延暦寺学口比叡山 (滋 )

熊 本 中 央 女 子 (熊 )

今

新  潟  青
市 (栃 )

陵 (新 )

九り1協 (熊 )・ 正 強 (奈 )
高岡支子 (富 )・ 千葉調目 (青 )

第32回 1981
平 塚 市
藤 沢 市

男子

,子

49

49

日

熊 本 中 央

川 (梨 )

女 子 (熊 )

日 本 大 学

高  岡  女
高 (神 )

子 (富 )

比叡山 (滋 )・ 奈良一条 (奈 )

四條畷 (大 )・ 新潟青陵 (新 )

第 33回
枕 崎 市
加世 田 市

男子

女子

48

49

延暦寺学口比叡山 (滋 )

熊 本 信 愛 女学 院 (熊 )

金 沢 市 立 工 業 (石 )

小 山 城 南 (栃 )

市立泥崎 (兵 )・桐生市商 (群 )

滋賀女子 C女 )。 高松■央 (香 )

日 '‖ (梨 )・ 柳井工業 (口 )

小山城南 (栃 )・ 四條畷 (大 )第34回 1983 豊 橋 市
男子

女子

49

49

奈 良 市 立 一 条 (奈 )

熊 本 中 央 女 子 (熊 )

延暦寺学 園比叡 山 (滋 )

千  葉  学  日 (青 )

第35回 1984 大 山 市
男子

女子

49

49

延暦寺学園比叡山 (濾 )

上        尾 (埼 )
上        尾 (崎 )
熊 本 信 愛 女学 院 (熊 )

金沢市工 (石 )・ 日 '‖ (梨 )

小山城南 (栃 )・ 四條畷 (大 )

第36回 1985 金 沢 市
男子

女子

49

49

上

新  潟  青
尾 (埼 )

陵 (新 )

延暦寺学園比叡 山 (滋 )

延暦寺学園比叡 山 (滋 )

第37回 1986 下 関 市
男子

女子

延暦 寺学 目比叡 山 (滋 )

千  葉  学  回 (青 )
金 沢 市 立 工 業 (石 )

常  総  学  院 (茨 )
弘前工業 (青 )・ 柏 原 (大 )
高松中央 (香 )・ 四條畷 (大 )
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3

富  山  商
真  国  女

正        強 (奈 )
四 條 畷 学 日 (大 )

強 (奈 )

陵 (新 )

48

49

1982

金沢市工(石)・ 熊囀歓鮒熊 )

高岡女子 (富 )・ ′lヽ噛  (栃 )

49

49



● 個 人 戦 の部

回 数 年 度 開 催 地 ● 別 参加数 位1 位2 位3

第 6回 1955 神 戸 市

男単

女単

74

74

(聖 学 院)
(函 館 東)

永井 栄一
渡辺 公子

(聖 学 院)
(尚 綱 女)

北島 克英
佐々木功子

(四 日市農)

(善 一 高)
林

永田

七郎

豊子

'_ハ
|

女複

73

74

(聖 学 院)永井・小野岡
(山 陽 女子) 友野・権田

(聖 学 院)
(山 陽 女 子)

北島・吉野

小林・三宅

北方・関

永田・藤田

(金 沢 二 水)

(善 一 高)

第 7回 1956 仙 台 市

男単

女単

79

78

板垣 隆房
横井キヌエ

(山 形
(善 一

商)

高)

(聖 学 院)
(山 暢 女 子)

吉野

戸田

嘉保

寿子

(関 東 六浦)

(山 陽 女 子)

小宮 好雄
小林 桂子

り;`崚

女複

78

78

吉野・福永

横井・井上

(聖 学 院)
(善 一 高)

(松 江
(善 一

商)

高)

星野・小田

山下 。大西

(山 形 商)
(山 陽 女 子)

板垣・山岸

小林・戸田

第 8回 1957 松 江 市

男単

女単

81

81

(関 東 六浦)

(善 一 高)
小宮 好雄
田島外茂子

(関 東 学院)

(北 陸 学院)

中村  智
長田悠喜子

平野  隆
尾関 紀子

(松 江 商)
(函 館 東)

男複

女複

80

79

(関 東 六浦)

(善 一 高)
小宮・落合

田島・山下

(関 東 学院)

(善 一 高)
中村・蒔田

宮川・野間

(松 江 商)
(金 旗 高)

富田。今村

北島・松田

第 9回 1958 新 潟 市

男単

女単

73

78
板垣 善憲
山崎喜久子

(山 形 南)
(金 城 高)

(富 士 東)
(芽 室 東)

三浦 三作
間官美紀子

(奈 良 商工)

(宇 治 山田)

森  晃一
伊村 博子

t'1神

女複

73

77

(山 形
(金 城

南)

高)

板垣・金森

川 ・山崎
(山 形 南)
(敬 愛 学園)

船山・永井

三森・木村

(札 幌 工)五味川・堀川
(善 一 高)蔵 本 .有木

第10回 1959 会津若松市

男単

女単

84

83

(緑 ケ 丘)
(善 一 高)

岡崎

蔵本

恵=
文子

(高   松)
(敬 愛 学園)

稲井  剛
横山 満子

(茨 木 高)
(善 一 高)

玉井 治之
福本 和子

男複

女複

84

83

(山 形 商)
(善 一 高)

永井・北村

蔵本・有木

(緑 ケ 丘)
(敬 愛 学園)

岡崎・山本

横山・高橋

(高 松 商)
(善 一 高)

東条・井上

福本・三原

HrrEl 1960 久 留 米 市

男単

女単

(緑|ケ

(善  ―
ri:)

高)

岡崎 恵三
横井 文子

(高

(高

松)

岡 女)
稲井  剛
橘 美智子

(神 戸 商)
(敬 愛 学日)

近道 利一
高森 泰子

男複

女複

84

81

(緑 ケ
(高 岡

ri:)

女)

岡崎・山本

橘 ・酒井
(新 潟 商)
(敬 愛 学園)

阿部

高橋

笠原

長崎

(新

(吉

潟)福 島・高見
原) 関 ・内藤

第12回 1961 弘 前 市

男単

女単

84

84

(甲 府 商)
(富 士 見高)

秋山

望野

真男

政枝

(新 潟 商)
(新 庄 南)

大竹

佐藤

紘一

弘子

(字 治 山田)

(新 庄 南)
伊村  隆
小笠原詔子

女複

t11“ 83

84

(新 潟 商) 大竹・安沢
(新 庄 南)小笠原・渡辺

(山 形 商)
(敬 愛 学園)

森谷・板垣

大問・伊藤

中村・松浦

高木・天野

(帯 広 三 条)

(掛 ′|1 西)

第13回 1962 高 岡 市

男単

女単

82

86

西野 ―征
高塚 淳子

(聖 学 院)
(山 陽 女子)

一平

妙子

(緑 ケ
(高  岡

小島

欅

11)

女)

(富

(高  岡
士 )

女 )

斉藤

室崎

正勝

光子

男複

女複

(聖 学 院)
(山 陽 女子)

西野・須田

高塚・重政

(新 潟
(善 一

商)

高)

本田・荒川

松村・多田

小島・棚橋

室崎・河村

(緑 ケ
(高 岡

Ii:)

女)

H14E 1963 鶴 岡 市

男単

女単

87

86

裏田 光夫
高橋とも子

(新 潟
(城 北

商)

女)

(聖 学 院)
(新 潟 中央)

関  一誠
後藤 和子

中村  宏
高森 幸子

(聖 学 院)
(北   斗)

女複

87

85

(新 潟 商)
(新 潟 女工)

星野・裏田

加藤・石崎

鈴木・神田

高橋・渡辺

(新 潟
(城 北

商｀

女)

(聖 学 院)
(新 潟 中央)

関 。中村
後藤・茂沢

第15回 1964 京 都 市

男単

女単

88

90

森  芳夫
佐々木フミ

(奈 良 商工)

(敬 愛 学園)

(高 岡 商)
(新 潟 女工)

盛野

竹内

博之

泰子

(岐 阜
(高  岡

Iう

女)

堀  幸男
硲 恵美子

男複

女複

88

90

高林・池田

竹内・石本

(富 山 商)
(新 潟 女工)

(高 岡 商)
(新 潟 中央)

立野・盛野

高野・渡辺

森 ・河村
植木。大島

(奈 良 商工)

(真 岡 女)

第16回 1965 熊 本 市
男単

女単

栂野尾昌一

近藤 光枝
(富 山
(布 施

商)

女)

(富 士 商)
(善 一 高)

寺前 信之
山本 真江

(日 大 山形)

(布 施 女)
沼沢 利一
才脇 妙子
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回 数 年 度 開 催 地 種 別 参加教 1 位 2 位 3 位

#t6tcl 1965 熊 本 市
男複

女複

92

88

(富  山
(善  一

商),野尾・寺前
高)山 本・細川

(日 大 山形)

(真 岡 女)
沼沢・中村

上野・石崎

(岐 阜 工)
(布 施 女)

堀 ・杉山
近藤・才脇

417P) 1966 弘 前 市

男単

女単

91

92

(新 潟 商)
(山 陽 女子)

本間 順次
湯木 博江

(官 城 工)
(山 陽 女子)

我妻

浦ロ

―郎

恵子

(宮 城 工)
(新 庄 南)

市川1  清
遠藤 幹子

男複

女複

90

92

(新 潟 商)
(新 潟 青陵)

本間・高橋

本間・日下

市川・我妻

浦口・湯木

(富 山
(新 庄

商)

南)

牛島・藤永

小山・遠藤

第 18回 1967 金 沢 市

男単 92 (富 山 商)米 田  実 (金   沢) 黒田  博
(11:

`高
 岡
強 )

商)

植田  竜
牧野 光男

女単 (新 潟 青陵)高 坂  薫 (新 潟 青慶)相 沢マチコ `里
  愛)
(東 大 阪)

奈良岡洋子

池田 栄子

男複 91 (富 山 商) 松島・米国 (富   士)
笠井好・

笠井教

高来・流

山本・松本

(金 沢 市工)

(金 沢 市工)

女複 (新 潟 中央)相 沢・金子 (真 岡 女) 円仲・枝
(新 潟 青陵)

(東 大 阪)
近藤・堀川

池田・平山

第 19回 1968

男単 92 (高 岡 商)二 上 敏博 (岐 阜 東)足 立 守男
(日 大 山形)

(日 大 山形)

田所

遠藤

光男

好男

女単 94 (東 大 阪)平 山 泰子 (新 潟 青陵)堀 川患美子
(真 岡 女)豊 田 敏子
(真 岡 女)橋 本香代子

男複 92 (富 山 商) 草島・布目 (高 田 商)二 上・官林
(高 松 商)
(日 大 山形)

松田・三野

遠藤・田所

女複 94 (新 庄 南)早 坂・垣崎 (真  岡 女)清 水・藤田
(成 安 女)
(東 大 阪)

陣内・村田

高崎・大場

第 20回 桐 生 市

男単 92 (富 山 商) 尾崎 幹雄 (秋田経大附) 舟山 敏彦
(金沢市立工)

(桐生市立商)

小中 雅樹
内田 通夫

女単 94 (東 大 阪) 柴山きよ子 (真 岡 女)石 崎 茂子
(成 安 女)
(東 大 阪 )

陣内 裕子
高崎 弘子

ll;護 92 (富 山 商)尾 崎・中川 (桐生市立商) 内田・桐生
(金沢市立工 )

(桐生市立商)

小中・村谷

小林・渡辺

女複 94 (東 大 阪)柴 山・高橋 (富 田 女)及 川・脇田
(東 大
(成 安

阪)

女)

大場・坂本

陣内・岡崎

第21回 1970 名 古 屋 市

男単 92 (富 山 商) 西村 美鶴
`大
 聖 寺) 銭谷 欽次

(天   理 )

`日

大鶴ケ丘)

金田 竜造
市村 栄文

女単 (成 安 女)陣 内 裕子 (四條畷学園)秋 本八代美
(四條畷学園)

(奈 良 一 条)

西尾真理子

佐伯 智子

'1複

92 (富 山 商) 森田・松島 (新 潟 商) 山田・竹野
(正   強) 霙 ・西川
(高 松 工) 日下・曽根

女複 94 (成 安 ■) 岡崎・陣内
`四

篠畷学園)秋 本・西尾 `新
 庄 南)清 水・矢ロ
(戌 安 女) 谷 ・尾崎

第22回 1971 普 通 寺 市

男単 92 (富 山 商)下 田 春樹 (日 大 山形) 米川1 正和
(正

(三

強 )

条 商)
西川

土田

茂美

証雄

女単 96 (四條畷学園)秋 本八代美 (奈 良 一条) 佐伯 正和
古谷 成代
西尾真理子

(奈 良 一条)

(四條畷学園)
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(官 城 工)
(山 陽 女子)

94

94

福 山 市

1969

94



回 数 年 度 開 催 地 種別 参加数 1 立 2 位 3 位

第22回 1971 善通 寺 市

男複 92 (日 大 山形) 米山・中島 (高 松 商) 中原・木下
(正   強)
(山 形 工)

西川・佐野

大場・秋葉

女複 95 (四條畷学日) 西尾・秋本 (奈 良 一条)佐 伯・古谷
(善通寺第一)自玖・大矢根
(新 庄 南) 矢口。本間

第23回 1972 新 庄 市

男単 92 (正   強) 中井 基夫 (添   上) 辻  敏弘
(東 奥 義塾)須 藤
(金沢市立工) 原

茂

敏夫

女単 96 (四條畷学園)秋 本 幸子 (四條畷学田)徳 田 敦子
(真 岡 女子)

(千 葉 学園)

沼能 久子
本多 励子

男複 92 (正   強)
中井 基夫
南田 義正

(山 形 工)
秋葉  博
三井 幸嗣

(東 山 形)
(金沢市立工 )

渡辺・菅野

原 ・林

女複 96 (四條畷学園)
秋本 幸子
徳田 敦子

(四條畷学園 )
諸橋 典子
高田 幹子

(山 陽 女子)

(新 庄 南)
三田・寺見

矢口・今日

第24回 1973 四 日 市 市

男単 94 (富 山 商)西 村 正美 (正   強)池 田 文昭
(東 奥 義塾)

(奈 良 一条)

工藤 吉彦
辰己 秀雄

女単 96 (四條畷学園)徳 田 敦子 (威 安 女) 井上 昌子
(成 安 女)
(市 立 尼崎)

朝日 昌子
桜井 誠子

男複 93 (富 山 商)
西村 正美
梶川1 博之

(正   強 )
池田

松重

文昭

恵三

(勝   山)平野・長谷川
(日大鶴ケ丘)榎  ・中谷

女複 95 (四條畷学園)
徳ロ

高田

敦子

幹子
(成 安 女)

井上

朝日

昌子

昌子

(市立長崎商) 山田・野中
(真 田 女)日 向野・石田

第25回 1974
鱚 野 町
塩 田 町

男単 96 (勝   山)長 谷川博幸 (金沢市立工) 滝り|1  修
(逗 子 開成)

(日大鶴ケ丘)

小林 康男
成田 勧次

女単 98 (四條畷学園)植 野恵美子 (奈 良 一条)山 本 邦子
(新 潟 青陵)

(山 陽 女子)

大塚ソノエ

原田美智子

男複 (勝   山)
長谷川博幸

諏訪 芳博
(金沢市立工)

女複 98 (新 潟 青陵)
関根 和子
大塚ソノエ

(山 陽 女子)
原田美智子

藤原 教子
(成 安 女) 辻
(新 潟 青陵)海 老

貝瀬

平野

1975 水 戸 市

男単 96 (九 州 学 校)林 田 草樹 (千   既)菅 原 敬二
(金沢市立工)

(七 尾 農)
官森 庄吉
坂本 究志

女単 (四條畷学園)植 野恵美子 (藤 同 女子)米 倉よし子
(藤   花)
(四條畷学園)

石田ひとみ

北村寿弥子

男複 96 (正   強)
吉岡 伸治
富田 章夫

(四條畷学園 )
植野恵美子

石川 好子

(金沢市立工 )
宮森

洒井

庄吉

直人

(高 松 商)
(奈 良 一条)

峰 ・上原
小倉・小浜

女複 (口 田 学 口)
佐藤 真弓
雑賀富士子

(藤 岡 女子)

(奈 良 一 条)

米倉・山西

山本・桐山

第27回 1976 中 野 市

男単 96 (塩   釜) 宍戸 隆夫 (奈 良 ―条)諸 多 博之
(金沢市立工) 重山 成生
(延暦寺学園比叡山)

北橋  進

女単 98 (四條畷学園)石 川 好子 (四條畷学口) 河村 茂美
(渋 川1 女)
(滋 賀 女)

南雲 栄子
柴田 真弓

男複 96
上原  明
平野 勝彦

(高 松 商) (伊 勢 工) 山
西 友行
森井 弘善

(日 大 山形 )

(奈 良 ―条)

工藤・伊藤

小浜・諸多
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95
滝川1  修
船本 圭樹

(現   浦)福 本・管
(奈 良 一条)塚 本・小倉

第26回

98

98



回 数 年 度 開 催 地 種別 参加数 1 位 2 位 3 位

第27回 1976 中 野 市 女複 98 (四條畷学日 )
石川 好子
平 久美子

(新 潟 青陵)
藤井

青木

良子

恵子

(土 佐
(巣 鴨

女) 浜口・田村
女う喜多川・徳永

第28回 1977 倉 敷 市

男単 96
(廷暦寺学口比叡山)

西山 博司
(日大鶴ケ丘) 漆原  亨

(九 州 学 院)

(柳 井 工)
宮本 幸弘
喜良 明文

女単 98 (新 潟 青陵)高 野 和代
(四條畷学園)

(新 潟 青陵)

河村 茂美
斉藤 桂子

男複 96
(廷暦寺学目比叡山)

矢部 忠司
西山 博司

(奈 良 一 条)
樋岡 俊児
吉村 暉高

玉村・海道

丹藤・楠美

(藤   島)
(東 奥 義塾ヽ

女複 98 (四條畷学園)
平 久美子
河村 茂美

(四條畷学園)
末兼 真弓
北田ヌミ子

(千 葉 学園)

(奈 良 一条)

山下・葛西

阿部・横田

第29回 1978 会津若松市

男単 96 (九 州 学院)構 藤 浩二 (奈 良 一条)吉 村 暉高
(日 大 山形)

(日 大 山形う

須貝 英徳
桜井 雅人

女単 98 (四條畷学園)北 田スミ子 (新 潟 青陵)中 沢 一校
(新 潟 青陵)

(四條畷学園)

月岡 広美
原口 意子

り;複 96
本石

権藤

俊憲

浩二

五十嵐正弘

須貝 英徳(日 大 山 形 )
(日 大 山形)

(東 奥 義塾)

富塚・高橋

白取・高橋

,複 98 (四條畷学園)
合川1 裕子

北田スミ子
(新 潟 青慶)

中沢

斎藤

―枝

優子

(真 岡 女子)

(藤 園 女子)

上野・高田

三田・中田

第30回 1979 大 津 市

男単 96 (九 州 学院)権 藤 浩二 (今   市) 馬場 良浩
(七 尾 ■)
(金沢市立工)

村本 幹夫
坂井外喜男

女単 98 (園 田 学 園) 原田 純子
(延暦寺学目比叡山)

西村美千代
(成 安 女)青 山 寿美

"複

96 (九 州 学 院 )
権藤 浩二
村上 英介

岡野

小西

佳浩

太
(高 松 商)

(越  ケ 谷)
(大 河 原 商)

伊藤・峰

桜場・井上

女複 98 (四條畷学園)
北田スミ子

冨田美千代

高峯 和子
陣内貴美子

(園 田 学 園)

(四條畷学園う

原田・河原

植田・松田

第31回 1980 善通 寺市

男単 96 (熊本商大付) 井上 哲章
(延暦寺学園比叡山)

山本 裕幸
(日

(今

川)

市)

松野 修二
大島 正志

女単 (熊本中央女子)高峯 和子
`熊
本中央女子)陣内貴美子

(新 潟 青陵)

(高 松 中央ヽ

野上

山内

満子

佳子

りirt 96
(延暦寺学園比叡山)

山本 裕幸
馬杉 武司

大島

大堀

正志

円
(今   市)

(高 岡 第 一ヽ

(日    り||)
西本・ L田

松野・宮

女複 98 (熊本中央女子)
高峯 和子
陣内貴美子

(新 潟 青陵)
野L満 子
山内 美子

(小 山 城 南う

(川 口 女子)

高橋・湯沢

川口・佐野

第32回 1981
平 塚 市
藤 沢 市

男単 96 (草   津)松 浦 進二 (日   り11)松野 修二
(金沢市立工)村 松
(日 本大学高)豊 田

博

裕

女単 98
`熊
本中央女子)陣内貴美子 (高 松 中央)山 内 佳子

(高 松 中央)

(高  岡 女)
永井

田向

明美

和子

男複

″ヽ1「
(日   りll)香…修ニ

健次
(金沢市立工)

羽田

村松

義仁

博

(延暦寺学口比叡山)
片岡・

(東 奥 義塾)佐々木・
辻田
葛西

女複 98
陣内貴美子

井村 由美(熊本中央女子) (新 潟 青陵)
山内 美子
石崎咲知子

(熊本信愛女学院)
森山・三由

(高 松 中央)山 内・佃

一

“

―

(四條畷学園) 原口 息子

(九 州 学院)

(四條畷学園)北 田ヌミ子

(熊本中央女子)

98

96



回 数 年 度 開 催 地 種 別 参加数 1 位 2 位 3

第33回 1982
加世 田 市

枕 崎 市

男単 98 (弘 前 商) 柳谷 辰哉
(延暦寺学口比叡山)

辻田 泰昌
(奈 良 ―条)

(金沢市立工)

見市 昌弘
山尾 克員1

女単 98 (四條曖学園) 鴻原 春美 (四條畷学園)松 田太嘉子
(高 松 中央) 永井
(熊本信愛女学院)

森山

明美

弘美

男複 97 (奈 良 一 条)
中谷 敏昭
見市 昌弘

(延暦寺学園比叡山)
辻田 泰昌
杉本 吉男

(金沢市立工) 山尾・羽田
(延暦寺学園比叡山)

西川・前川

女複 98
高峯 尚子
青木きよみ

(熊本中央女子)
(熊本信愛女学院)

森 山 弘美
純子三 由

(弘前学院聖愛)相馬・野村
(小 山 城 南) 三沢・岡崎

第34回 1988 豊 橋 市

男単 98
(延暦寺学目比叡山)

江藤 裕樹
(奈 良 一 条)見 市 昌弘

(小 松 原) 福田  実
(市 立 尼崎)佐 藤  浩

,単 98 (四條畷学園) 鴻原 春美 (園 田 学日)小 泉 陽子
(熊本中央女子)青木きよみ
(熊本信愛女学院)

L村 美香

男複 98 (九 州 学院) (桐生市立商業)
勅使川原尚

藤咲 勇一
(日   り||)官  ・志村
(日本大学山形)

加藤・長谷川

女複 98 (四條畷学園 )
鴻原 春美
新木 貴子

(熊本信愛女学院)
上村 美香
平井真由美

(小 山 城南)

(新 潟 青陵)

根本・須藤

原田・本田

第35回 1984 大 山 市

男単 98
(延暦寺学園比叡山)

江藤 裕樹
(熊本商科大附属)

濱北 和彦
(九 州 学院)

(■   尾)
鶴田 直行
生井沢勝美

女単 98 (四條畷学日)新 木 貴子 (四條畷学園)今 村  薫 永須 実香
今野 裕子

男複 98
(廷暦寺学目比叡山)

江藤 裕
中川
樹
健
(日大鶴ケ丘)

疇津耕太郎

正田 章二
(金沢市立工)

(小 松 原)
荒木・宇田

中條・石橋

女複 98
(熊本信愛女学院)

米津ゆかり
林  幸枝

高原 恵美
西田美和子

(千 葉 学 園)
(千 葉 学田)

(新 潟 青陵 )

徳光・谷地

若井―lヽ池

第36回 1985 金 沢 市

男単 98 (上   尾) 生井沢勝美
(熊本商科大附属)

演1ヒ 和彦
(足   羽 )
(金沢市立工)

佐藤

山本

輝行

明彦

女単 98
(廷暦寺学口比叡山)

北浦 道代
(熊本中央女子)田島 志乃

(四條畷学園)

(千 葉 学 園)

男複 98 (上   尾)
生井沢勝美

菊地  修
(金沢市立工業)

気谷

山本

篤人

明彦

(金沢市立工)

(小 松 原)
中川・西島

石橋・岩測

女複 98 (熊本中央女子)
田島 志乃
田代美智世

(四條畷学園 )
今村  薫
片岡 明子

(新 潟 青陵)小 池・青戸
(延暦寺学園比叡山)

北浦・間芝

+37@ 1986 下 関 市

男単 98 (上   尾)町 田 文彦 (九 州 学院)小 本 義久
(勝   山)諏 訪
(延暦寺学園比叡山)

山ロ

隆博

哲浩

女単 98 (新 潟 青陵)棒  匡子
(熊本信愛女学院)

松尾
(高 松 中央)道 上

和美
彰子

場複 98 (■   尾) 中
川

町田

敏治

文彦
(九 州 学院)

小本

中村

義久

伸哉

(札 幌 第一)

(日    り11)
伊藤・林

興石・岩佐

女複 98
安達 優子
渡辺喜美子

(熊本中央女子)
長井 麻紀
大村 和代

(夙 川 学 院 )
(高 松 中央)

(奈 良 ―条)

道上・山白

堀尾・松長
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位

川本 英明
林  謙一

(右 漢 学 日)

(上   尾)

今村  薫
横手智江美

(千 葉 学日)乳 井 智秋



男 子 選 手 名 簿

選手名簿中の数字は学年。学年に○印の付いている者は主将。Oはマネージャー

晰 県名 種 目 学  校  名 I 早コーチ 選 手 名 ネ ジ  ャ

北

1ヒ

海

道

T 滝 川 工 葉 高 校
猪 股
(泉田

康 行
千― )

木村 宏之③
桜井 敬大 2

小野寺康之 3

秋山  清 2
川合

斉藤

芳尚 3

之護 2

由利

田 ロ

義和 3

聖府0
滝 川 工 業 高 校

電 川 工 業 高 校

猪 股 康 行

猪 股 康 行

木村 宏之 3
桜井 敬大 2

滝 川 工 業 高 校

帯 広 柏 葉 高 校

猪 股 康 行

日 中 裕 幸

桜井 敬大 2
山本  努 3

秋山

立花

清 2

哲也 2

T

Sl

2

森 Dl

2

弘 前 工 業 高 校
宮 崎
(三浦

雅 秀
勇二 )

小野  武Э
木村 智志2

奈良岡 浩 3
加藤 正嗣 2

西村 嘉訓3 丸山
工藤 康智2 自取

孝彦 3

真登O
弘 前 工 業 高 校

弘 前 工 薬 高 校

宮 崎 雅 秀

宮 崎 雅 秀

小野

西村

武 3

嘉訓 3

弘 前 工 業 高 校

東 奥 義 塾 高 校

宮 崎 雅 秀

佐 藤 光 伸

丸山

成田

孝彦 3

好崇 3

西村

山本

嘉訓 3

秀樹 3

岩

3

手

T 盛 岡 市 立 高 校
後 藤 敏 和 佐々木 昇③

鈴木 浩輔 3
細川

自石

泰作 3

仁 3

細川 信-3

山岸伸伸行 3

内田 源二3
諏訪知息子○

花 北 商 業 高 校

前 沢 高 校

及 川1 清 克
伊 藤 張 二

清-3
敏幸 3

清-3
昇 3

中繹

細川

毅 2

泰作 3

Dl

2

花 北 商 業 高 校

盛 岡 市 立 高 校

及 川 清 克

後 藤 敏 和

宮

4

城

秋

5

T 宮 城 県工業高 校
自 岩 良 治

(佐藤  直 )
斎藤多加広③

庄司 和之 2
高橋

平塚

幸司 3

宣宏 2

佐藤

大場

光彦 3

良男 2

渡部

今野

祐-2
直人O

Sl 官 城 県工業高校

泉 松 陵 高 校

斎藤多加広 3

後藤 入亮 3
Dl

2

T

宮 城 県工業高校

泉 松 陵 高 校

横 手 工 業 高 校

白 岩 良 治

小 原 謙 二

顔 I11 悟

斎藤多加広 3

片桐 英二 3
高橋

後藤

幸司3

X壺■

佐 木々奥,ま美3熊谷 淳-3
打川  司3 佐々木美寿3

加嶋

久米

博 3 加藤 茂幸3
善明3加 藤 iE之10

2

大 山 工 業 高 校

秋 田 中 央 高 校

佐々木 純 悦

吉 岡 美香子
松田

伊藤

清孝 3

光彦 3

横 手 工 業 高 校

大 山 工 業 高 校

藤 田
佐々木 純

悟

悦

熊谷

渋谷

淳-3
守 3

加嶋

松田

博 3

清孝 3

山

形

T 鶴 岡 南 高 校
稿 垣 聡 一

(官   宏 )
萬年 慎也D
本間 純-2

伊藤 嘉樹 3

吉住  順 2
斎藤

佐藤

俊和 3

健吾 2

庄司

平形

栄-3

恭子O
Sl 鶴 岡 南 高 校

鶴 岡 南 高 校

稲 垣 聡 一

稲 垣 聡 一

伊藤 嘉樹 3
庄司 栄-3

2

鶴 岡 南 高 校

鶴 岡 南 高 校

稲 垣 聡 一

稿 垣 聡 一

萬年 慎也 3

伊藤 喜樹 3

斎藤

庄司

俊和 3

栄-3

福

島

T 会 津 工 栞 高 校
渡 辺   州 佐藤 勝司Э

斎藤 勝明 2
藤田 幸-3
五十嵐敏幸2

高橋

大塚

裕-3
寿春 2

小川 郁朗 3
長谷川純一〇

2

会 津 工 業 高 校

会 津 工 業 高 校

辺

辺

州

州

藤旧

高橋

幸-3
裕-3

Dl 会 津 工 案 高 校

会 津 工 業 高 校

州

州

渡 辺
渡 辺

佐藤

藤田

高橋 裕-3
小川 郁朗3

勝司3

幸-3
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Sl

2

Dl

2

Sl

2

2

白 岩 良 治

小 原 鎌 二

田

Sl

2

Dl

Sl

2



No RsIEE 学  校  名
●:   1ロ
t,一 チヽ 選 手 名 ネ ジ

茨

城

T 常 総 学 院 高 校
」ヽ 島
(山 日

夫

清 )

柴沼 一沖Э
城戸 敏和 2

小林

塚田

進 3

讚二 2

高植 幸市 2
磯部 和弘 1

物井

小沼

哲夫 2

昭紀○

sll
~21 小 島 一 夫

小 島 一 夫

小林

柴沼

進 3

-浩 3
|

|

常 総 学 院 高 校

常 総 学 院 高 校

小 島
小 島

夫

夫

高植 幸市 2
柴沼 一浩 3

物井

小林

哲夫 2

進 3

栃

9

木

糸 井   満
(中島 達弘 )

平野 泰宏D 江田
小篠 政和 2 和田

孝志 3

章2

佐々木宏幸 3

野口 敬洋 2
市塙

加藤

正成 3

正幸○

Dl

2

作 新 学院 高等 部

新学 院高等 部

村 上 幸 一

糸 井   満
佐賀

平野

史昭 3

泰宏 3

上 幸 一

上 幸 一
斉藤 佳晴 3
大塚 一幸 3

佐賀

江連

史昭 3

忠雄 3

10

辟

tt

T 前 橋 東 高 校
今 井
(福田

勇 司
徳典 )

窪田 純一③
目定  車2

笠原

塚越

勉 2

弘行2

大沢 俊紀 2
小川I 哲也 1

金子 隆男2

都丸 好紀O

2

前 橋 東 高 校

桐生市立商業高校

今 井 勇 司

岩 崎 盛 和

2

前 橋 東 高 校

前 橋 東 高 校

今 井 勇 司

今 井 勇 司

大沢

窪田

俊紀 2

純-3
金子

国定

隆男 2

享 2

11

埼

玉

T 越 谷 南 高 校
大 高 史 夫

(渡辺 雅弘 )
関根 英勝③

佐久間誠二 1

石井  隆 3
久保田雄三 1

滝田

片山

智 3

卓哉 1

渡瀬

大声

孝博 2

義則○
Sl

2

上 尾 高 校

越 谷 南 高 校

阿 部
大 高

秀 夫
史 夫

鈴木

滝田

秀二 3

智 3

Dl

2

越 谷 南 高 校

上 尾 高 校

大 高 史 夫

阿 部 秀 夫

石井  隆3 関根
鈴木 秀二3 内村

英勝 3

剛 2

千

葉

T 千 葉 敬 愛 高 校
大 熊 喜 章

(勝山 哲也 )
太 田

渡辺

清志③

孝 2

高山

須澤

利夫 3

裕之 1

小林

石川

一博 2

雅由 1

日浦啓一郎2

大室 真樹O
Sl

2

千 葉 敬 愛 高 校

千葉商科大学付属高校

大 熊 喜 章

倉 本 庄一郎

太田 清志 3
鳳部 俊英 2

Dl 千 葉 敬 愛 高 校

千葉商科大学付属高校

大 熊 喜 章

倉 本 庄―郎
太日

服部

清志3 渡辺
俊英2 浅井

孝 2

弘彦 2

東

示

T 日本大学鶴ケ丘高校
前 田 耕 作
(金城祐一部 )

中村 憲 ③

古平 祐二 3

上村

井ロ

哲-3

慎 3

古谷 恵-3

細川1 史郎 2

鈴木

前田

庸之 3

吉憲O
日本大学●ケ丘高校

大 森 東 高 校

前 田
本 間

古谷 恵-3
野田 好彦 3

Dl

2

日本大学鶴ケ丘高校

大 森 東 高 校

前 田 耕 作
本 間 研 一

古谷

野田

意-3
好彦 3

古平 祐二 3
佐々木年行 3

14

神

川

T 日 本 大 学 高 校
日 向 久 之

(高山謙一郎 )

―ノ瀬 孝③

坂本 典道 2
井原

常田

秀樹 3

■裕 2

山田

高橋

秀樹 2

清史 2

手島

紀

耕二 2

英腕9
Sl 日 本 大 学 高 校

日 本 大 学 高 校

美濃部

美濃部

良

良

山田 秀樹 2
-ノ瀬 孝3

Dl 日 本 大 学 高 校

日 本 大 学 高 校

美濃部

美濃部

良

良

一′瀬 孝 3

井原 秀樹 3
山田

坂本

秀樹 2

典道 2

15

山

ヤ!

T 甲 府 工 案 高 校
久津川

(笠井

孝

充 )

奈良

平川

武司Э

弘 2

石田

小沢

敏 3 岩間
浩司2 古屋

徹 3

真 2

藤原

米山

尚-3
紀彦O

2

日

日

高  校
高  校

金 子
金 子

寛

寛

輿石  努 3
岩佐 廷寿 3

日  川1 高  校
甲 府 工 業 高 校

金 子
久津川

寛

孝

典石  努3 岩佐
藤原 尚-3 岩間

延寿 3

徹 3
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常 総 学 院 高 校

常 総 学 院 高 校

1

2

D

T 宇 都 宮 工 業 高 校

SII作 新 学院高等 部
五1争 蔀
=I藻

~諄

百

Sl 窪田 純-3
宮下 義史2

2

2

Sl

Dl

2



臨 県名 種 日 学  校  名 モコ_チ脅 選 手 名 ネ ジ  ャ

16

新

潟

1・ 新 潟 東 高 校

Sl 北 越 高 校

津  り11 高  校2

竹 内 明 弘

(岡田 文康 )
山 県 泰
辻 川l 重

弘

坪

山田

伊藤

宣之③

一樹 3

小黒

高橋

淳 3

-夫 3

金子

山田

済人 3

久信 6

踊沢

神田

雅彦3

英二〇

大月  実 3
五十嵐願-3

Dl

2

」ヒ

燕

高 校
高   校

山 県 泰 弘

今 井 良 彦

大月

竹井

実 3

清隆 2

片桐

前山

徹 2

祐-2

|

富

17

山

高 岡 工 芸 高 校 1松
澤 成

勝

彦
T

(藤 円 [L )

高 岡 工 芸 高 校

不 二 越工業高校

松 澤 成 彦

柳 瀬 昭 ニ

高 岡 工 芸 高 校

不 二越工業高校

松

柳

澤 虞 彦
瀬 昭 ニ

山本

今井

潤3
正浩3

石村 政幸 3
谷口 孝志 2

角藤

今井

利明 3

-雄 2
橋場 勝則3
山口 公洋〇

山本  潤 3
種田 茂博 3

石村

新家

政幸 3

敏 3

石

川

T 金沢 市立工業高校
|

金沢市立工業高校

七 尾 工 業 高 校

小池田 基③
高田 雅史 2

武田  修 3
油井最登記2

大塚

塩谷

貴康 3

真樹 2

八手

村井

宣彦 3

礼○

Sl

2

Dl

武田

見神

修 3

雅之 3

金沢市立工業高校

七 尾 工 業 高 校

|

|

彼 島 重 範

蔵   定 伸
武田

見神

修 3

雅之 3

大塚

屋木

費康 3

秀和 3

福

井

T 足 羽 高 校
小 原 洋 美

(村本 善孝 )
稲村

砂田

高志D
暁延 2

藤尾 裕-3

村上 憲正2
足 羽 高 校

勝 山 高 校

小 原 洋 美

川 端 武 和
藤尾

上回

裕-3

健吾 1

‖1 端
′」ヽ 原

武 和

美

三角

稲村

賢 3

高志 3

今井 彰宏 3

藤尾 裕-32

勝 山 高 校

足 羽 高 校

T 中 野 実 業 高 校
松 久
(勝山

和 弘

健次 )

岩下

山崎

達也③

豊 2

小林

下田

隆之 3

裕-2
戸谷

岩下

正人3 萩原
直也 1 久松

幸司3

裕一〇

中 野 実 業 高 校

中 野 実 業 高 校

松 久 和 弘

松 久 和 弘

岩下 達也 3
小林 隆之 3

Dl 中 野 実 案 高 校

松 代 高 校 |

松 久 和 弘

倉 田 吉 春

岩下

上原

達也 3

克± 3

小林

若林

隆之 3

和彦 3

岐
T

21
Sl

2

阜 Dl

2

岐 阜 工 業 高 校
江 崎 司 朗 栗原

小川

嘉宏Э

裕史3

野田 茂雄 3
水野 新悟 2

瀬嵩

'そ

関

健-3

肇2

河合

立田

正仁 3

浩之〇

岐 阜 工 業 高 校

岐 阜 工 業 高 校

江 崎 司 朗

江 崎 司 朗

野田

小川

茂雄 3

裕史3

岐 阜 工 業 高 校

岐 阜 商 業 高 校

江 崎 司 朗
田 中 常 隆

栗原 嘉宏 3
川嶋 清和 3

小川

中村

裕史3

秀-3

22

静

岡

渡 中 章 雄 山田

遠藤

宏之O
正三2

山口  用3
石井 邦佳 2

新藤

桜井

泰利 3 石田
三好 1 原

薫 2

伸二〇
T 伊 東 商 業 高 校

Sl

2

伊 東 高 校

伊 東 商 業 高 校

健太晨「

雄

岩崎 知浩 3
山田 宏之 3

Dl

2

伊 東 商 業 高 校 山田

岩崎

宏之 3

知浩 3伊  東  高

23

愛

知

T 岡 崎 城 西 高 校
下 込
(松野

貞 司
昇二 )

山本 浩晃Э
大竹 達裕 2

ol藤

今野

寿彦 2

淳 1

和俊2

勝 1

佳孝 2

宏治○

木下

平松

浅田

長神

2

半 田 東 高 校

松 蔭 高 校

山 根   泉
深 井 誠 也

稲葉

大森

正行 3

-浩 3

Dl 東 海 高 校

岡 崎 城 西 高 校

福 岡 宣 治

下 込 貞 司

新宅

木下

秀成 3

和俊 2

角田

浅田

敏洋 3

佳孝2
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越

Dl

2

Sl

2

山本  潤 3
沢田 淳悦2

彼 島 重 範

(疋田 勝― )
彼 島 重 範

蔵   定 伸

|

米沢 宣宏 2 山内 宏-2

西村 知則2 長谷川正己D
Sl

2

Dl

20

長

野

Sl

2

|

良太 3

渡 仲 章 雄

森 下 健太郎

|

Sl

2



Щ 県名 種 目 学  校  名 監   督
(コ ーチ ) 選 手 名 ネ ジ  ャ

24

重

伊 勢 工 業 高 校
前 村
(山 口

治 美
浩克 )

中西 博気3
中村  武2

磯部 昌弘 3
上村 幸司 3

北出

中根

重太 3

清裕 3

多田

小島

喜彦3

-浩○

2

伊 勢 工 案 高 校

鳥 羽 高 校

磯部

浜口

昌弘 3

元洋 3

Dl 伊 勢 工 案 高 校

伊 勢 高 校

永 井
井 坂

功

弘

磯部

丸山

昌弘 3

光 3

中西

浜ロ

博文 3

規之 3

滋

25

賀

T 延暦寺学園比叡山高校
藤 上 良 信

(平綸 佳之 )

久下 弘菫3 大岡
松浦 幸治3 平井

俊博 3

肇 2

鈴木草麻生 3

小河原 崇 1
内堀

中上

勝弘 3

裕美Э

Sl 延暦寺学口比叡山高校

延暦寺学口比叡山高校

藤 上 良 信

藤 上 良 信

鈴木草麻生 3

内堀 勝弘 3
延暦寺学園比叡山高校

延暦寺学園比叡山高校

藤 上 良 信

藤 上 良 信

久下 弘二 3

松浦 幸治 3

大岡

戎

俊博 3

章美3

一ヌ

れ

T 洛 水 高 校
三 橋
(大北

利 彦
康史 )

一博③ 中嶋

正享3 東山
孝治 3

貴弘 3

福井美智男 3

谷本 史朗 2
後藤

夕日

雅樹 3

幸男O

2

西 乙 訓 高 校

京 都 商 案 高 校

高 橋 清 治

末 友 康 允

辻  敦夫 2
大石 繁幸 3

Dll洛 水 高 J
三二□百二悪
~=橘~褒 三 橋 利 彦

高 畑 紘 志

中川

安田

――博 3

宗主 3

福井美智男 3

芝野 恒平 3

夫

阪

T 柏 原 高 校
近 藤
(明石

一 生
道夫 )

藤井

荒木

貞治3
徹 2

高橋

暉内

康司 3

正樹 2

武中

見市

重樹 3

武史 l

伊藤

山ロ

義夫 2

博O
此 花 学 院 高 校

柏 原 高 校

平 塚

近 藤
武 己
一 生

高橋 康司3 武中 重樹 3
藤井 貞治 3 伊藤 義夫2

柏 原 高 校

柏 原 高 校

近 藤 一 生

近 藤 一 生

28

兵

庫

T 三 日 学 園 高 校
北 中 英 武

(波多野英一 )

井上

畑茉

信③

和彦 2

松浦

細谷

洋-3

暢人 2

地東 一平 3
関山 吉彦 2

村山

田中

和洋2

孝司O
加 古 川 西 高 校

三 田 学 日 高 校

赤 松  茂
北 中 英 武

梅田

北原

哲治 3

-平 3
Dl 東 播 工 業 高 校

菫 立 尼 崎 高 校

山 本 卓 哉

藤 原 嗅 樹

入江

山川

高志 3

浩司 3

松本

山崎

進 3

裕司 3

奈

29

良

T 奈良市立一条高校
武 田 博 利

(鶴  秀知 )
|

植村 昭彦③

五十嵐 勝 3
山中 峰費3

新堂 浩史 2
上本 文隆3
宮武 宏治2

上田 恭久 3
有田 圭 O

奈良市立―条高校

正 強 高 校

武 田 博 利

谷 口   章
植村 昭彦 3

平間 政憲 3
Dl

2

奈良市立―条高校

奈良市立一条高校

武 田 博 利

武 田 博 利

植村 昭彦 3
上本 文隆 3

山中 峰費 3
安井 悦也3

和

秋

山

T 新 宮 商 業 高 校
森

(野生

隆

計 )

新谷

宮本

尚③

照久 2

橋本

大堀

秀紀3

洋 3

潟橋由希夫 3 峰
西村 正也3 中前

泰祥3

理0
新 宮 商 業 高 校

御 坊 商 工 高 校

森     隆
末 政 洋 子

湯橋由希夫 3

森  治男3
新 宮 商 業 高 校

新 宮 商 業 高 校

森

森

湯橋由希夫 3 綸  泰祥 3

31

T
鳥

Sl

2

取 Dl

2

岩 崎   収 山本 光陽③
杵村 春彦 2

小松原草介 3

足立 和正 2
益田 浩二3 酒井
上広  寿1 安藤

篤志 3

陽―O
岩 崎   申
進   員1 和

山本 光陽 3
吉岡  朗 3

境 港 工 薬 高 校

境 港 工 業 高 校

収

牧

岩 崎
岩 崎

山本 光陽 3
小松原草介3

杵村 春彦2

益田 浩二 3
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T

永 井  功
平 田 欽 也

|

|

2

Dl

2

中川

島田

Sl

2

Sl 白浜 智海 2
藤井 貞治3

D 1

2

Sl

2

Sl

2

Sl

2

Dl

2

隆

略

境 港 工 業 高 校

境   高   校

境 港 工 案 高 校



M 県名 締 日 学  校  名 ぞ」_チマ 選 手 名 ネ ジ

32

島

根

T 松 江 北 高 校
河 原
(野津

一 朗
良文 )

塚本 和博3
山根 康幹 3

山竹

有田

誠二 3

鶴 3

Sl 犬 山 勝 一

野 津   満

2

大 東 高 校

松 江 南 高 校

大 山 勝 一

野 津   満
野々村達志2

田中 一生 3
勝部 賢治 2
瀬田 健司 2

33

岡

山

水 島 工 業 高 校
小河原

(瀬戸

東 仙
勝 )

横田

宮迫

豊和Э 藤原
純也 3 コ藤

正美 3

収-3
笠原 靖奥 3
白神 和彦 2

久山 浩-3
標井 直樹Э

Sl 水 島 工 業 高 校

倉 歌 工 葉 高 校

小河原

小 山
小河原

小河原

横田

横山

豊和 3

腱-3

水 島 工 業 高 校

水 島 工 業 高 校

横田 豊和 3
笠原 靖典 3

藤原

久山

正美 3

浩-3

34

広

島

T 安 芸 高 校 '|1 
上 洋一郎 中島 賢悟③ 児玉 憲-3

田所 博史2 岸本修一部 2
森りII 隆宏 2

松坂 俊則 1
池上 慶治 2
伊藤 雅和○

2

安 芸 高 校

高 陽 東 高 校

川 上 洋一郎
新 堀 稔 文

中島 賢悟 3
鹿島 健司3

Dl 三 原 高 校

府 中 高 校

大 下 隆 司

井 内 義 隆

内海 真生 3
赤毛 昌志 3

向田

松本

光博 3

憲治 3

35

山

ロ

T
三 浦 捷 治

(池上  敬 )
宏幸2

進○

Sl 柳 井 工 業 高 校

柳 井 工 業 高 校

柳

田中

宏幸 2

貴光3

柳

田中

宏幸2

■光3

吉岡 哲夫 2
近藤 正俊 3

柳 井 工 業 高 校

柳 井 工 業 高 校

三 浦 捷 治

三 浦 捷 治

|

徳

36

島

T 日 和 佐 高 校
rm,rriamtnrc
(trt E) g* 8fr3

谷本 武志 3
春兼 満寿 2

羽里

小林

英樹 3

大輔 2

前山 修二3
浜  進=0

2

Dl

=田
善 明

紋 田 正 富

多田

羽里

嘉典 2

英樹 3

徳 島 市 立 高 校

日 和 佐 高 校

菫 摩   毅
紋 田 正 富

清重 尚弘 3
羽里 英樹 3

茂木 晃人 3
春兼 満寿 2

香

川

|

T 高 松 商 業 高 校
田 中 喜 造

(岡野 佳浩 )
後藤

宮脇

自Э

直樹 2

山崎 義浩 3

田中 純-2
岡田

天野

伸二2 尾崎  優 2
孝則2

田 中 喜 造

田 中 喜 遺

岡田

山崎

伸二 2

義浩 3

1)

|

尽 誠 字 日 高 校

高 松 商 業 高 校2

六 'II 利 康
田 中 喜 造

林

岡田

溝渕

尾崎

泰弘 3

優 2

愛

38

援

T 西 条 農 業 高 校
松 本
(川東

博 臣
伸二 )

,It
Eg
康之③

薫 3

星刀口 憲秀 3
越智 利範 1

喜多川直樹 3 木村 安利 3
加藤 孝彦 1

sll
ら1
‐
 l

松 本 博 臣

松 本 博 臣

D l

2
|

西 条 農 業 高 校

西 条 高 校

松 本 博 臣

逸 見 寛 二

川上

矢野

康之3 星加
孝幸3 戸田

憲秀 3

浩之 3

39

高

知

T 高 知 商 業 高 校
横 山
(小西

富士夫

富美 )

川添

藤田

周
=C)
淳2

山下 博明3
浜田 英貴 2

2

高 知 西 高 校

土 佐 高 校

谷 岡 敏 男

仁 尾 明 彦

卓 1

幸司2

Dl 高 知 商 業 高 校

高
~面
苧 芸璃

~枝
冨士夫

修

横 山
徳 橋

川添 周三3
野瀬 康憲 3

池  寛正2
吉原 正剛 3

-50-

森  和之3 藤原 雅暉 3
持田 英治3 小脇 幸男0

2

大 東 高 校

松 江 南 高 I
勝部 賢治 2
田中 一生 3

Dl

T

2

Dl

Sl

2

柳 井 工 業 高 校
田中 貴光3 近藤 正俊3 内冨  浩2 柳
吉岡 哲夫2 大内 淳宏2 1遠藤 正徳 1 武居

2

三 浦 捷 治

三 浦 捷 治

Dl

2

城

日

東  高  校
和 佐 高 校

2

37
高 松 商 業 高 校

高 松 商 業 高 校

|

|

西 条 農 業 高 校

西 条 農 業 高 校

星加 憲秀3
川上 康之3

西岡 直哉2 池  寛正2
池添 英雄 2

2



NO 種 目 学  校  名 〒._チ脅

40

福

1胡

T 八幡大学附属高校
八 山   廣
(八色 敬三 )

平井

松井

宏樹 2

秀樹 1

三浦

満石

健典 2

直樹O
福岡大学附属大濠高校

八幡大学附属高校

田 中
八 山

正三虫「 吉田

明神

義利 2

憲-2
Dl十 八幡大学附属高校

う1福両夫単附百夫議嵩褻

八 山
田 中

廣

正二郎

伊藤

四方

誠 2

学 3

平井 宏樹 2
吉田 義利 2

佐

賀

T 塩 田 工 業 高 校
馬場  誠③
田中 徳繁 3

馬場

田中

敏和 3

悟 2

自り|1  治 3

宮崎 孝広 2
田中 好光3

松本 昭義○

S 1

2

竜 谷 高 校

塩 田 工 葉 高 校

菊 池 正 顕

小笠原 秀 規
橋本

白川

辰也 3

治 3

Dl 佐 賀 工 業 高 校

塩 田 工 業 高 校

祐 二
笠原 秀 規

友田

馬場

靖志 3

哉 3

井上 一夫 2
馬場 敏和 3

42

長

崎

T 大 村 高 校
井 上 知 紀

佐 世 保 北 高 校

佐 世 保 北 高 校

福 貞 能 章

福 貞 能 章

林

金子

雅史 2

博行 2

2

井 上
大久保

知 紀
颯 明

下玉利暉幸 3

山崎  保 3
藤本信一郎 3

水成 勇-3

大

分

T 竹 田 商 業 高 校
阿 南 典 久 岡  和議Э

河野 英樹 2
=野

木本

浩照 3

雄二 1

夏目

池田

岳俊3 中島 孝司2
浩 1

Sl 藤 蔭 高 校

藤 蔭 高 校

野 中
野 中

隆太郎

隆太郎

石井

蒲池

正行 3

修 3

藤 蔭 高 校

別 府 鶴 見丘高校

野 中 隆太郎
山 添 博 司

石井 正行 3 蒲池
後藤  修 3 上田

44

熊

本

熊本商科大学付属高校
本山

境

秀昭③ 安本

恵司Z 村中
恭宏 3

陽介 2

川添 英男3
上村 浩介2

高村 誠也2

八木 和博0
熊本商科大学付属高校

鮨本商科大学付属高校

本 郷 節 生

本 郷 節 生

本山 秀昭 3
高村 誠也2

2

九 州 学 院 高 校

熊本商科大学付属高校

反 井 宏 安

本 郷 節 生

奥村

本山

和彦3 廣瀧
秀昭 3 安本

宗美 2

恭宏 3

45

T
宮

Sl

2

崎 Dl

2

宮 崎 工 業 高 校
石 田 久 仁 浜砂 勝彦Э

井上 博義 3
畑田

川野

浩二 3

久志 3

高橋

原田

津 3

孝介 3

橋口  誠 3
黒木 輝義9

山 内 勇 紀

石 田 久 仁

本田 哲-3

浜砂 勝彦 3

宮 崎 工 業 高 校

妻  高  校
石 田 久 仁

山 内 勇 紀

川野

安藝

久志 3

善晴 3

高橋

本田

洋 3

哲-3

鹿

児

島

T 鹿 児 島商葉高校

SI

2
'|1 
内  高 校

川 内 商 工 高 校

Dl

2

鹿 児 島 高 校

鹿 児 島商業高校

前 田 正 樹

(有村 義幸 )
前迫  弘③
上四元洋-3

前野  用 3
木之下隆宏 3

瀬島 良男 3
有村 勝幸 2

西元 塵久 3
塩満 博之0

月 野 淳 一

市 坪 親 雄

■ 山 昌 三

前 田 正 樹

松山

前迫

秀人 3 丸野
弘 3 前野

正洋 3

剛 3

沖

縄

T 豊 見 城 高 校
新 里
(前田

登

努 )

光吉⑬

尚 3

上江淵利明 3

大綸 淳二 2
山内 博人3
砂川1 武博2

金成  修 3
島袋なおみ○

崎 間 恒 夫

新 里   登
金城

儀間

学 3

光吉 3

2

崎 間 恒 夫

新 里   登
金城

儀間

金威  勉 1
上江洲利明 3

学 3

光吉 3
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県名 選 手 名 ・ マ ネ ジ  ャ

明神 憲―② 伊藤  誠 2
篠本 泰-2 川合誠一郎 1

|=

小笠原 秀 規
(江りll 春1則 )

2

下玉利暉幸3 藤本信一郎 3 松村  議3 -世 泰史 3
田下  勉 3 -瀬  文朗3 渡辺 和彦 3

Sl

2

Dl 大 村 高 校

長 崎 東 高 校

Dl

2

T
本 榔 節 生

(興格 光俊 )
Sl

2

妻   高  校
宮 崎 工 業 高 校

久保 秀和 3
松下 仲-3

|

儀間

新垣

Sl

2

糸 満 高 校

豊 見 城 高 校

糸 満 高 校

豊 見 城 高 校



嘔 県名 種 目 学  校  名 手 号,一 チ 選 手 名  ・ ネ ジ

南

」ヒ

海

道

■
｀
1 札 幌 第 一 高 校

木 本
(井ロ

省 三
一司 )

米田 雅実3
工藤 忠和 2

横山

武田

謙治 2

昌宗 3

村井 秀樹 2
千葉  聡9

匠 2 藤本
博和2 牧野

T2 登 別 南 高 校
林  保 彦
(森沢 邦昭 )

岩崎 智信⑬ 小山内政敏 3
伊藤 幸治2 小沼  茂 3

佐野  司3 小林 幸-2

高薔 亮-2 大寺 賢治9
Sl
2

Dl

2

3

4

札 幌 旭 丘 高 校

オし 幌 第 一 高 校

札 幌 第

札 幌 第

高 校

高 校

菊 池 義

木 本 省
木 本 省
木 本 省

子 伊地知勝美 3

工藤 忠和 2
横山  匠
米田 雅実 3

札 幌 第 一 高 校

札

札

札 幌 第 一 高 校

幌 第 一 高 校

木 本 省 三
木 本 七 =
木 本 省 三

木 本 省 三

藤本 謙治2 村井 秀樹 2
米田 雅実 3 横山  匠 2
工藤 忠和 2 武田 博和 2
郷路 一郎 1 平野 朝也 1
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4



女 子 選 手 名 簿

選手名時中の数字は学年。学年にO印の付いている者は主将。Oはマネージャー

雌 県名 種 目 学  校  名 1._チ常 ネ ジ

」じ

」ヒ

海

道

T 旭 川 商 業 高 校
津 田 雅 彰 谷 砂智子③

門脇真希子3

佐 木々理恵 3

奥山 睦子 1

土口かお り3

稲垣亜矢子 1

4V旨

窪田

明子3

智美○

Sl 釧 路 湖 陵 高 校

釧 路 星 日 高 校

飯 島 範 雄

雑 賀 重 ニ

津 田 雅 彰
飯 島 籠 雄

木村ゆかり3

長谷川真弓 1

谷 砂智子 3
木村ゆかり3

佐々木理應 3

斉藤 寛子 3

森

T
佐 藤 正 明

(堀内 英男 ヽ
星 和代子③
田中 電子2

乳井 智秋 3
岩崎絵里子2

三浦美紀子3

佐々由美子2

櫛引ゆかり3

倉光 愛美Э

2

千 葉 学 日 高 校

千 葉 学 日 高 校

佐 藤 正 明

佐 藤 正 明

乳井 智秋 3
佐 由々美子 2

千 葉 学 園 高 校

千 葉 学 園 高 校

乳井

田中

智秋 3

範 子2

佐々由美子 2

岩崎絵電子2

イ i

手

T 花 巻 晨 案 高 校
勝 又 信 次

(石崎 信彦 )
伊藤

坂内

静技③ 細野
重子2 藤原

泉 3

千代 2

藤原 明子3
菊池美由希 1

田中

高橋

―葉 2

明美○

盛 岡 市 立 高 校

花 巻 農 業 高 校

田 口 淳 一
勝 又 信 次

相沢 咲織 2
田中 一葉 2

花 巻 農 業 高 校

釜 石 商 業 高 校

勝 又 信 次

桐 野   繁
田中

本間

一葉2

清美 3

坂内 重子 2
平野 亀子 3

宮
T

4

S,

2

城 Dl

2

聖ウルスラ学院高校
片 桐
(酒井

勉

正彦 )

平井  田D
吉沢 純子3

金子奈保子 3

立花 久枝 2
伊藤真奈美 3

矢野 直子1
村上  淳 3
菅井久美承Э

聖ウルスラ学院高校

聖ウルスラ学院高校

聖ウルスラ学院高校

聖ウルスラ学院高校

片 桐
片 桐

勉

勉

矢野

立花

直子 1

久枝 2

金子奈保子 3

立花 久枝 2
平井  麗 3
矢野 直子 1

片 桐
片 桐

勉

勉

秋

5

田

能 代 北 高 校
神 馬
(細田

洋

恵 う

坂本加奈子③ 笹村
佐藤千息子2 佐藤

靖子 3

圭子 2

岡部

山谷

願子3

文子 1

成田

宮腰

照美 3

聡子○

能代市立商業高校

大 館 桂 高 校

菅原ひとみ3

武田 裕子
能 代 農 業 高 校

能 代 北 高 校

加 藤 和 敬

神 馬   洋
本田 鯛美 3
坂本加奈子 3

荒川

笹村

列子 3

靖子 3

山

形

T 山形城北女子高校
清 水 秀 裕 斉藤 晴美③

斉藤 香里 2
佐藤いづみ 3

福岡 由美 2
阿部 律子3

慶夕}今日子 1

菅野 明子2

早坂 弥生○

落合 みさ3
木村 郁子 3

丸山 祐子 3
奥山みどり3

Sl 羽黒学園羽黒工業高校

山形城北女子高校

島 貫 洋 一

清 水 秀 裕

池 田 雅 明

永 井   司

:ヽ

7

島

T 郡 山 女 子 高 校
秋 山   恒
(馬場憲太郎 ヽ

菅野江利子③

岡部 栄子 3
小林加代子 3

酒井 公美 3
小木ひろみ 3

米竹裕美子3

小沢

渡部

康子 3

典子0

2

原 町 高 校

都 山 商 業 高 校

山 下 信 之

木 村 迪 子

三瓶美津子 3

大越かぉり3

2

若 松 女 子 高 校

会 津 女 子 高 校

修

健

遠 藤
二 瓶

菊地

成田

恵美 3

京 3

菊地  泉 3
酒井美息子3
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選 手 名

2

旭 川 商 業 高 校

釧 路 湖 陵 高 校

千 葉 学 園 高 校

Sl

Dl

2

佐 藤 正 明

佐 藤 正 明

2

Dl

2

T

Dl

Sl

2

2

渡 辺 耕 佑

佐 藤 幸 一

山科 則枝 3
鹿野今日子1

Dl

2

鶴 岡 北 高 校

山 本 学 園 高 校

Sl



M 県名 種 目 学  校  名 撃 言コー チ 選 手 名 ネ ジ  ャ

茨

城

T 常 総 学 院 高 校
小 島
(山ロ

一 夫

清 )

海老沢富子③

物井あゆみ2

塚沢

沼ロ

昌子3

慶子 2

鬼沢 絹代 3
渡辺真由美2

大後 敦子3
山浦 文枝O

Sl 小 島 一 夫

ボ
~百 ~二~~夫

塚沢

大後

昌子 3

教子3

Dl 常 総 学 院

常 B学 院
高 校

高 校

小 島 一 夫

小 島 一 夫

塚沢 昌子3
海老沢富子3

鬼沢 綱代 3
大後 敦子3

T 小 山 城 南 高 校
遺 井

(田 中

稔 男
明子ヽ

川村

仲山

凛子⑬

美奈2

鈴木 素子3 武井
柳  香職 2 村田

晴美 3

夕佳 3

冨山 彰子3
神尾嘉奈子0

小 山 城 南 高 校

小 山 城 南 高 校

遠 井 稔 男

遠 井 稔 男

鈴木

川村

葉子3

順子3

小 山 城 南 高 校

小 山 城 南 高 校

遠 井 稔 男

遠 井 稔 男

川村 願子 3
鈴木 素子3

仲山

武井

美奈2

晴美 3

群
T 前 橋 東 商業高校

前 橋 東商業高校

前 橋 東商業高校

鏑 木 智 博

(ロロ  昭 )
牛込 美佳③

田部井息子3

八木ひとみ 3

河内こずえ3

黒澤

高橋

淳子3

里枝 2

中島

牛込

文子3

尚絵○

Sl 鏑 木 智 博

鏑 木 智 博

八木ひとみ 3

黒澤 淳子3
Dl 前 橋 東商業高校

前 橋 東商業高校

八木ひとみ 3

牛込 美佳 3

黒澤

高橋

淳子3

里枝2

埼

1 1

玉

T 越 谷 南 高 校
大 高 史

~更
TT面
~~百
蒸
'「

~~百

:E~天美子3 岡井由紀乃 3
坂本 学美2

西条みゆき2

野口智恵子9(森田 真史)1船 津 佳子2 沢口 牧子2
上 尾 高 校

星 野 女 子 高 校

丑久保

風 間
高 治
由 文

佐藤

鈴木

格子 3

智子3

大

~高
 史 夫 |

丑久謀
~高 ~落 ~l 白土久美子 3

佐藤 祐子 3
船津 佳子 2
長日部香織 2

12

千

葉

T 船橋学園女子高校
tr tt E 4. i#E' EIO
(:E H) imEeCEl 2

小林

北原

清子3

理恵 2

野上 祐美3

久保原和世2

藤倉

渡辺

清美 3

陽子○

S 1

2

千 葉 敬 愛 高 校

船橋学園女子高校

西 日
仲 村
美紀恵

房 生

1瀬下 由紀 3

1苦覇
~籠
■t

千 葉 敬 愛 高 校

船信学園女子高校

西 岡 美紀恵
仲 村 房 生

吉田

吉野

文3

紀子3

瀬下

小林

由紀 3

汁子3

東

示

T 淑 徳 巣 鴨 高 校
安 野   智
(花井美奈校う

宮崎

園田

祐湖Э

祐子 3

土屋 和子 3
須藤久美子2

五十振■理恵 3 斉藤 恵子3
飯岡智恵ヂЭ木村 裕美 2

簑

金子

朋子 3

美穂 32

日  高  校
平 南 高 校

高 橋 英 夫

溝 辺   良

2

日本大学鶴ケ丘高校

日体桜華女子高校

金 崎 良 三

野 田 益 男
関根 裕子3 伊木 文枝3
海老沢志津子3 勝山亜矢子3

神

奈

T

Sl
14

|
|

|

D 1

2

富 士 見 丘 高 校
白井

藤原

息子Э

文子2

若林

根本

清香 3

香 2

田部

石垣

尚子3 椎名
朝生 1 大村

律子2

真帆0
北鎌倉女子学日高校

横 浜 立 野 高 校

叉 木 正 登

杉 田  博
芦田 智江 3

熊沢 聡子3

富 士 見 丘 高 校

北鎌倉女子学日高校

佐 藤 亮 ニ

又 木 正 登

白井

芦田

息子3

智江 3

若林

佐藤

清香 3

薫 3

T

Sl

2
15

夕! Dl

2

山 梨 高 校
古 屋
(山田

和 夫
栄造 )

小川 裕子③
青柳江里子2

久保川茂子3

日原恵美里2

川野久美子 3

徳武 美保 1
荻原真由美3

梶原 正美○
山 梨 高 校

増 穂 商 業 高 校

古 屋 和 夫

望 月   旭
日原恵美里 2

秋山美佐江2

山 梨 高 校

増 穂 商 業 高 校

古 屋 和 夫

望 月   旭
日原恵美里 2

秩山美佐江 3

徳武 美保 1
声沢由美子3
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2

常 聡 学 院 高 校

鷲 ぼ 学
~房 ~高
校

栃

木

Sl

2

2

Dl

2

2

鏑 木 智 博

嬌 木 智 博

Sl

2

Dl 越 谷 南 高 校

上 尾 高 校

Dl

2

Sl

Dl

2

佐 藤 亮 二

(神代 悦子 )

山



ヽ 県名 種 日 学  校  名 }コ _チ育 選 手 名 不 ジ  ャ

16

新

|||

T

新 潟 青 陵 高 校

新 潟 青 陵 高 校

佐 藤 秀 夫

(羽田 幸恵ヽ
佐 藤 秀 夫

佐 藤 秀 夫

捧  |■ 子⑬

渡辺かおり3

高僑 朱美 3
渡辺まり子3

松岡見和子3

加賛ゆかり2

山田

斉藤

伸恵 3

欄9
捧  匡子 3
m賀ゆかり2

Sl

2

2

新 潟 青 陵 高 校

新 潟 青 陵 高 校

佐 藤 秀 夫

佐 藤 秀 夫

高橋 朱美 3
加賀ゆかり2

17

富

Lll

高 岡 女 子 高 校

Sl 高 岡 女 千 高 校

高 岡 竜 谷 高 校2

清 水
(原ロ

芳 隆
祐子ヽ

清 水 芳 隆

中 田 庄 二

亀谷 志都③ 老田 ―恵 3
中 美和子3 山崎 美紀 2

山崎真理子3

横山 :R美 2

根木

金「

美奈 3

真和Э

亀谷 志都 3
山下 澄子 3
亀谷 志都 3
山崎真理子3

老田

山崎

一思 3

美紀 2

Dl

2

高 岡 女 子 高 校

高 岡 女 子 高 校

清 水 芳 隆

清 水 芳 隆

石
T 金 城 高 校

Sl

2

金 沢 向 陽 高 校

金 城 高 校

川 Dl

2

金 城 高 校

金 沢 二 水 高 校

西 '‖

(桶成

慎 一

信也 ｀

和 国
西 川1 供

修

西 川1 慎
村 西

山口 美香Э
田九 品子3

山田喜美枝 3

能任  意3
西 真奈美 3
本郷美佐子 1

菊地 真紀 3
油井 麻■0

山村

山口

桂子

美香 3

山ロ

渡辺

美香 3

■子3

山田喜美枝 3

浜田 恭子 3

T 足 羽 高 校
神 戸
(向井

照

正恵 )

青山

野坂

晴美3
鵬代 1

源田

琴吉

智子3

幸子 1

竹内

中尾

淑恵 3

朗子3

松田

竹内

泰子2

淑恵 3

Sll

」
勝 山 高 校

足 羽 高 校

照

昇

Dll足 羽 高 校

21福井工業大学朝属福井高校

青山 晴美 3
大坂真由子2

喜多川幸子 2

喜多 陽子2

長

,F

T 中 野 実 葉 高 校
松 久 和 弘

(勝山 健次 ヽ

常田 弘美③
面尺美由紀 2

喜久川直子3

山倉 理想 2
武藤 明子3
太口 暁美 3

松 本 蟻 ケ崎高校

諏 訪 清 陵 高 校

伊 藤 千 品

諏 訪 繁 範

D
ll
21

中 野 高 校

長 野 西 高 校

横 ||1   明

百 瀬 健 司

田中美息子3

清水 禎子3
笠原奈美子3

藤森 康恵3

岐

阜

小木曽

(土屋

修

判 )

小木曽

成 田
修

守

小島

小林

律承D 伊藤 実雪 3
陽子2 加藤みのり2

野11

熊沢

真紀 3

幸枝 2

山口由美子3

江崎 幸子〇
岐阜女子商業高校

岐 阜 北 高 校
小島

林

律子 3

文香 2

|

岐阜女子商業高校

岐阜 女子商業高校

小木曽

小木曽

修

修

小林 陽子2

野村 真紀 3
加藤みのり2

熊沢 幸枝 2

静

M

T
|

富 士 宮 東 高 校
中 田

(若松

稔

誠 ヽ

田中久美子3
松下 由紀3

羽切恵美子 3

村松真由美 3

井出 桂子 3
中村富美子 1

影山 明子3
高橋亜紀子O

Sl

Dl

富 士 官 東 高 校

富 士 宮 東 高 校

中 日
中 田

稔

稔

田中久美子3

羽切恵美子3

吉 原 高 校

富 士 宮 東 高 校

吉 野 宣 裕

中 田  稔
石川1 貴子3

田中久美子3

′j淋  美枝3
羽切恵美子3

23

受

知

T 愛 知 淑 徳 高 校
伊 藤
(中村

芳 樹
有里 ｀

森 ゆかり0
福本 佳子2

稲熊 康子3
高木美恵子2

蔦谷

岩波

実穂 3

寛子 2

津坂美穂子 3

猪飼 雅代○

愛 知 淑 籠 高 校

丹 羽 高 校

愛 知 淑 徳 高 校

名古屋女子大学高校

伊 藤 芳 樹

上 島 昌 之

稲熊

彦坂

康子3

智子3

2

伊 藤 芳 樹

絆 原 規 雄

稲熊

恵木

康子 3

清子 3

森 ゆかり3
長島 徳子3
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新 潟 青 陵 高 校

T

|

|

福

井

善 藤 雅 子

神 戸   照
神 P

喜多川幸子2

吉田志津態0

20

西山 知子3 畔上 裕美 3
山口ゆ 0ヽり2 潟本 美和0

sll

を
|

TI 岐阜女子商業高校

Sュ

2

Dl

2

|

Sl

2

Dl



海 県名 種 日 学  校  名 手コ_チマ 選 手 名 ネ ジ  ャ

重

T 暁   高   校
駒 田 具 夫

(南出 麻樹 )
紀平あき承3
鈴木智息子3

加藤 妙子3
宮村 和美 2

古谷 晃子3
丹羽理津子 1

米国 致子3
井伊 裕子9

Sl

2

暁

暁

高

高

校

技

暁

暁 「||

校

校

駒 田 具 夫

詢 田 具 夫

鈴木智恵子3

紀平あき子 3

鈴木智息子 3

紀平あき子 3

古谷

宮村

晃子 3

和美2

Dl

2

駒 田 具 夫

駒 田 具 夫

薇

25

賀

延暦寺学園比叡山高校
服 部
(伊藤

博 司
正信 )

村松 英子③

=木
かおり3

河村

藤元

祐子3

美香 2

田中

上田

晴美 3

祥子2

谷本 豊子3
松井ゆき子○

延暦寺学口比叡山高校

大 津 商 業 高 校

服 部 博 司

今 井 英 夫

Dl

2

延暦寺学日比叡山高校

延暦寺学口比叡山高校

層 部 博 司

服 部 博 司

河村

谷本

祐子 3

豊子 3

田中 晴美 3
上回 祥子2

26

Я

都

T 成 安 女 子 高 校
字 山 保 夫

(田 中 知子ヽ
大親久美子⑬

八木 陽子2
野 村々美春 2

木村由美子2

松〔」

富岡

朋子2

可奈 1

稲垣

田中

美香 2

厚子○

Sl 成 安 女 子 高 校

威 安 女 子 高 校

宇 山 保 夫

宇 山 保 夫

大槻久美子3

野 村々美春 2

Dl 洛 西 高 校

明 徳 商 業 高 校

藤 谷   泰
長 浜 洋 志

岩谷 優子 3
和仁奈津子3

高木久美子3

下‖1 好子3

27

大

阪

T 四 條 畷 学 園高 校
片 岡 暉 明

(杉田 ′忠邦 ヽ
北川 実子③
三ツ川貴子3

利川

岩田

貴子3

良子 2

南里 高子3
水井妃佐子 1

四 條 畷学 園高校

四 條 畷学 園高校

片 岡 暉 明

片 岡 暉 明

南里 高子 3
岩田 良子2

2

四 條 畷学園高校

四 條畷学 園高校

片 岡 暉 明

片 岡 暉 明

南里

北川

高子3

実子3

南里 泰子3
三ツ川貴子 3

28

兵

凛:

T 夙 川 学 院 高 校
藤 本 和 幸

(井手サユリ)

三宅 綾子③
井上ひろ子2

福島

八原

直実 3

知子2

古賀 美奈 3

佐々木幸子2

梁原

四塚

律子3

規子○

清水 明子3
伊藤

Sl 夙 川 学 院 高 校

夙 川 学 院 高 校

藤 本 和 幸

藤 本 和 幸

口 田 学 日 高 校

園 口 学 日 高 校

川原崎

川原崎

敏

敏

前田

吉田

香代 3 谷内

小泉

洋子3

友紀 1

奈

"

良

T 奈良市立一条高校
天 野 辰 夫

(山下讚次郎 ｀

梶井ゆかり③

鈴木 早苗 3
木村

鎌田

容子3

美鈴 2

藤木 美和 3 南部 純子 3
美 2 深坂 博

2

奈良市立一条高校

奈良市立一条高校

天 野 辰
天 野 辰

夫

夫

乾

羽 尻 嵩

藤木 美和 3
松本理息子2

Dl 二 階 堂 高 校

帝 塚 山 高 校

桜井 由香3 前田裕美子2
3 3

和

歌

山

T 向 陽 高 校
石丸佳代子③

平野 知都 3
佐藤

中尾

美行 3

紀子 3

延与 和子3

湯川1 彰子3

中村小百合 3

桑原 利佳0
Sl 陽

備

局

高

陽

陽

校

校

武 藤 隆 志

小 池   実
佐藤 美行 3

林 由紀子3

武 藤 隆 志

武 藤 隆 志

和子3

美行 3

中村小百合 3

石丸佳代子3

鳥

取

T 境   高   校
岩 倉 安 息 日高由里子〇

平井 恵美 2
渋谷

土井

美樹 3

由江 2

大谷 純子3
小川とも子2

庄司千息子 3

池田 久美○

S 1

2

境

境

高

高

校

校

岩 倉 安 恵

岩 倉 安 恵

平井 恵美 2
大谷 純子3

Dl 境

境

校

校

高

高

岩 倉 安 恵

岩 倉 安 恵

平井 思美 2
日高由里子 3

土井

渋谷

由江 2

美樹 3

T

2

Sl 河村 祐子3

西山 幸恵 3

2

南里 泰子3
田中 秀美○

2

Dl

Dl

2

Sl

2 須藤

武 藤 隆 志

2

校

校

Dl

2

2
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県名 種 目 学  校  名 モコ_チマ 選 手 名 ネ ジ  ャ

32

島

根

T 松 江 商 業 高 校
山 本 篤 治 永原

福間

泰子0
息子2

石原 智子 3
青山 洋子2

遠藤  忍 3
森脇由美子2

松浦

須田

和代 2

由美Э

松 江 商 業 高 校
・
松
~´

江
~1じ
高
~硬 山 本 篤 治

林   康 文
永原 泰子3
小笠原麻美3

2

松 江 北 高 校

益田晨林高校匹見分校

林   康 文
湯 原  基

小笠原麻美 3

大谷真知子3

市川 陽子 3
大谷真奈美 3

33

岡

山

T 山 陽 女 子 高 校

山 陽 女 子 高 校

山 陽 女 子 高 校

毛 利
(山崎

清 志
息子 )

松王香音塾③ 人見
村瀬 弘美3 佐藤

讚子 3

由香 2

岡

渡部

良依 3

美香 2

河原美津己 3

中′II 裕規O
Sl 毛 利 清 志

毛 利 清 志

松王香音里3

人見 願子3
Dl 山 陽 女 子 高 校

山 暢 女 子 高 校

毛 利 清 志

毛 利 清 志

松王香音里 3

岡  良依 3
人見

村瀬

願子 3

弘美 3

34

広

島

T 鈴 峯 女 子 高 校
藤 田 雅 史 久光

足立

由紀3
直美 2

宇土千佐子3

石堂 幸美 2
安瀬原ひとみ3

藤永 和美 2
河合

山田

直子 3

綾子C)

鈴 峯 女 子 高 校

鈴 峯 女 子 高 校

藤

藤

田

田

雅

雅

史

史

顔

藤

田

田

雅

雅

史

史

久光 由紀 3
宇土千佐子 3

2

鈴 峯 女 子 高 校

鈴 峯 女 子 高 校

久光

足立

由紀 3

直美 2

宇土千佐子3

石堂 幸美 2

35

山

ロ

T 高 森 高 校
田 中   功
(池田 信郎 )

藤井 孝子③ 寺嶋
神崎千津子3 福岡

典子 3

礼子2

福谷 友江 3
藤井美佐子1

福谷 文江 3
田中真由美0

Sl

2

高

新

森

南 場

高

高

校

校 |

Dl

2

高

下

森

関

高

高

校

校

田

板

中

村

功

人南 守

藤井 孝子3
末政由美子 3

藤井

内ロ

孝子3 寺嶋
加代3 晨埜

典子 3

佳代 3

36

徳

島

T 徳 島 商 業 高 校
樫 原 茂 昭 米沢 栄羮Э

山本三千代 2

宮本 靖子3 鎌田 良子3 工藤由美子2
福島由美子2

徳 島 商 業 高 校

小 松 島 西 高 校

樫 原 茂 昭

笠 井   聡
宮本 靖子3
山本久美子3

日 和 佐 高 校

徳 島 商 業 高 校

紋 田 正 富

樫 原 茂 昭

片山江美子3

宮本 靖子 3
原西みつる2

工藤由美子2

香

37

川

T 高 松 商 業 高 校
岡 野 佳 浩 古田真由美Э

平尾 文子 3
百相 丈実 3
上原いづみ 2

川染 清美3 竹内
滝本英理子2 西浦

朱美 3

千夏○
1

2

高 松 商 業 高 校

香 川 中 央 高 校

岡 野 佳 浩

岸   椰 人
古田真由美 3

六車 澄子1

2

高 松 商 業 高 校

高 松 中 央 高 校

岡 野 佳 浩

西 岡   学
丈実 3

安代 2

38

愛

震

T 西 条 高 校
|

|

逸 見 寛 二

(石川須賀子)

加地身和子②

太田 美和 2
重松里江子2

松山 雅子2
矢野

藤田

幹子 2

昭子 2

不二悦尉子2

今井 弘子9

2

西 条 高 校

西 条 高 校

迪 見 寛 二

逸 見 寛 二

加地身和子2

重松里江子 2

0口地身和子 2

矢野 幹子2
重松里江子2

太田 美和 2

Dl 西 条 高 校

西 条 高 校

逸 見 寛 二

逸 見 寛 ニ

高

知

T 土 佐 女 子 高 校
勝賀瀬 健
(池  真 .佐 )

森下さぉり③

長崎 由香2
田所 知美 3
浜口あずさ2

中山

谷岡

佳代 3

史子 1

山本 康代 2
山中つぐみЭ

土 佐 女 子 高 校

土 佐 女 子 高 校

健 三
健 三

森下さおり3

長崎 由香2
土 佐 女 子 高 校

土 佐 女 子 高 校

健 三
健 三

勝賀瀬

勝賀瀬

森下さぉり3

田所 知美3
長崎 由香 2
中山 佳代 3
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Sl

2

2

Sl

2

田 中   功
上 田 治 則

2

Sl

2

古田真由美 3

入金ゆみ子3

首相

村瀬

2

Sl

2

Dl

2



M 県名 種 日 学  校  名 モコ_チ

'

選 手 名 ネ ジ  ャ

補

40

M

|

T 精 華 女 子 高 校
浜 司   晃
(小島 智子 )

渡辺 順子③ 川鍋真由美3
今里 京子2 麟原 幸恵 3

渋野真由美 3

松田 利絵 3
佐藤

浦川

由美 2

恵美0
Sl

2

精 華 女 子 高 校

八嗜大学附属高校

浜 司  晃
緯 野 智 子

渡辺

坂本

願子3

春美2

Dl 小 倉 西 高 校

精 華 女 子 高 校

牧 原 圭 次

浜 司  晃
高橋

渡辺

さと2

願子 3

米山 敦子2

川鍋真由美 3

佐

|

41

賀

T
佐賀女 子短期大学

付属佐賛女 子高校

築 地
(雪竹

孝 彦
美善 )

鬼塚 里美3
江島 京子2

手塚 智子3
久保田美可1

梅崎千枝美 2

庄島由美子1

江ロ

内田

正子 2

千恵○

梅崎千校美2

鬼塚 里美 3
Sl

2

佐負女子短期大学

付属佐賛女子高校

築 地 孝 彦

築 地 孝 彦

Dl

2

佐賀女子短期大学

付属佐賛女子高校

築 地 孝 彦

築 地 孝 彦

梅崎千校美 2

久保田美可 1

江島 京子2

庄島由美子 1

々

42

崎

T 鶴 鳴 女 子 高 校

■ 1日 女 子 高 校

鶴 鳴 女 子 高 校

春 野 良 三

(出時 千鶴 )
春

春

野 良
野 良

伊藤

坪内

愛Э

美紀3

川下  恵 3

牧島小百合 2

井手智奈美 3

山田 枠子2
西村さぉり3

今井留理承D
Sl 伊藤  愛 3

西村さぉり3

鶴 鳴 女 子 高 校

鶴 鳴 女 子 高 校

春 野 良 三

春 野 良 三

伊藤  愛 3
西村さおり3

井手智奈美 3

坪内 美紀 3

大

43

分

T 昭 和 女 子 高 校
吉 田
(椋本

信 之
浩之ヽ

磯崎 京美Э

伊藤ひろみ 2

桜木

赤尾

美和 3

香 1

工藤

田村

光代 3 堀丼
領子1 江田

尚美 2

桂子③

吉 田 信 之

神 田 正 幸
|

磯崎 京美 3
平野 智子 3

大 分 女 子 高 校

昭 和 女 子 高 校

神 田 正 幸

吉 田 信 之
平野 智子3

磯崎 京美 3

熊

44

本

T 熊本中央女子高校
工 藤 勇 お

(麦島いきよ )

戸泉和加73
田頭美奈子3

■藤

中原

雅代 3

敬子2

江良

甲斐

智子 3

美和 2

田畑 美香 3
永目万里ヂЭ

Sl 熊本中央女子高校

熊本中央女子高校

1工 藤 勇 お

|~1顧
~勇

参
宮村 愛子1

戸泉和加子3

熊本中央女子高校

熊本中央女子高校

ェ 藤 勇 参

工 藤 勇 参

中原

江良

敬子 2

智子3

甲斐

田畑

美和 2

美香 3

,f

45

崎

宮 崎 商 業 高 校
遠 田 辰 芳

(広田  彰 )
多田恵美子O
落合由美子3

木下 恵子 3

川崎美由紀 2

金丸 瀧 13

押川1生子 1

大重久美子3

カ■ 敦子〇

2

宮 崎 商 業 高 校

都城聖下ミニコ学日高校

遠 田 辰 芳

村 上 啓 二

金丸 清恵 3
山元さとみ 2

Dl 宮 崎 商 業 高 校

宮 崎 商 業 高 校

遠 田 辰 芳
遠 口 辰 芳

金九 清恵 3
多田患美子 3

大重久美子3

木下 息子3

麗

児

島

T 鹿 児 島女 子高校
志 水 洋 ニ

(松村 正人 )

大平ひとみ③

仮屋 裕子1
有川真由美3

福永三校子 1

西  克江2
福田 清子3

松下さとえ2

東  恩子○

鹿 児 島 高 校

鹿 児 島女 子高校

東 平 正 三

志 水 津 二

岡山登紀子 2

仮屋 裕子 1

岡山登紀子2

山元 和美2
小斉平智子2

生野佳代子32

鹿 児 島 高 校

鹿 児 島 高 校

東 平 正 三

東 平 正 三

沖

47

縄

T 糸 満 高 校
宮 里
(赤嶺

健 治
恒子う

久保田幸代③

山内美奈子 2

大城 末子 3
伊波由■子2

伊敷美千代 3

新垣 洋子(D

伊敷アユミ3

名城みさよ2

Sl 糸 満 高 校

糸 満 高 校

宮

宮

里

里

健

健

治

治

治

治

里

里

健

健

官

宮

山内美奈子2

大城 末子3
Dl 糸 満 高 校

糸 満 高 校

大成 末子3
山内美奈子 2

伊敷アユミ3

伊波由貴子2
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Dl

2

|

|

Sll

2 1

昭 和 女 子 高 校

大 分 女 子 高 校

Dl

2

2

Dl

T

Sl

|
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2



M 県名 種 目 学  校  名 キコ_チ

'

選 手 名 マ  ネ ジ  ャ

南

1ヒ

海

道

T 登 別 南 高 校
阿 部 忠 夫

(吉野 幸広 )
山中 理永Э 阿部 紋子 3
三上 直子2 西田美樹子2

長堀くみ子3

佐藤 寛子2

脇 小百合 3
伊奈 貴美Э

T 札 幌 静 修 高 校
谷 浦   隆 西谷奈身子① 小田桐友美 3

山根 理江 2 沢田 百合 2
岩井 芳美 3
中垣真紀子 1

力■ 明美 3
佐藤 貴子0

3

富  川1 高  校
札 幌 新 川 高 校

檜 山 北 高 校

札 幌 静 修 高 校

安

」ヒ

工

谷

部 初 雄
円1

藤 睦
浦

夫

隆

桜庭 t づヽみ 3

米原 千晴 3

近藤 ‐ 3

岩井 芳美 3
Dl

2

3

4

札 幌 静 修 高 校

札 幌 静 修 高 校

札 愧 新 川 高 校

登 別 南 高 校

谷 浦  隆
谷 浦   隆
北 條   層
阿 部 忠 夫
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Sl

2

西谷奈身子3 小田桐友美3
大山 明美3 沢田 百合 2
米原 子晴3 '‖ 口 智子
西田美樹子2 佐藤寛寛子 2





バドミントン競技の案内

バ ドミン トン競技 について

パ ドミントンというと、日本古来の追い羽根から連想して、 ″なんだ西洋の羽根つきか、男のやるもんじゃ
ないょ″という人がいるが、いざ自分でやってみるとその激しさに例外なく驚かされる。

一流ブレーヤーから打ち出されるシャトルは、初速で時速300キ ロを越えることが科学的に測定されており、

高く打ち上げられたロング・サービスは垂直に落下し、この時は時速ゼロになる。

シャトルというのは羽根のことで、コルクの台に14枚から16枚の羽根を植えこんだものです。

シャトル (Shattle)と いう言葉には行き来するという意味があり、羽根が選手の間を往復する様子からこ
の名前がつけられたものと思われる。パード=鳥とも呼ばれる。
ラケットは、かつては木製のものが使われていたが、次第に発達・改良が進められ、スチールシャフトの使

用、そしてオールスチールの製品が多く誕生してきた。素材のステンレス、チタン、モリブデンカーボンなど

多様をきわめている。

これに伴いラケット自体の重量も140～ 150gの ものが、現在は95～ 110gの ものにとって代わってきた。

当然プレー自体もスピード感あふれるものに変わってきている。

競技そのものは、インドのプーナ地方で 1820年頃に発生したといわれ、イギリスで進歩し、そのイギリス

における地名をとってバドミントン競技と呼ばれるようになった。

バドミントンの世界選手権大会は、男子の国別対抗がトマス杯大会、同じく女子がユーバー杯大会と略称さ

れる。この呼び名は賞杯の寄贈者の名前をとったもので、男子は国際バドミントン連盟初代会長ジョージ・ト

マス卿、女子はイギリスの名プレーヤーであったH.sューバー夫人である。

わが国は トマス杯大会に第 3回大会 (1954年 )から参加し、第 7回大会 (1966～ 67年 )、 第11回大会
(1980年 )でともに準々決勝まで進んだのが最高の成績である。一方女子は、 1966年のユーバー杯第 4回
大会に初参加で優勝の偉業を成しとげ、 1969年第 5回、 1972年第 6回 と連続 2回の防衛を果たし、第 7回

(1975年 )ではインドネシアに敗れたが、第 8回大会でユーバー杯の奪回に成功、第 9回大会でも見事防衛
し日本スポーツ界でも数少ない女子チャンピオン国となった。

1984年 5月 マレーシアで第13回 トマス杯、第10回ユーバー杯が初めて同時開催された。男子はインドネシ

アが中国を 3対 2で敗り優勝。女子はインドネシアに勝ったものの中国、デンマークに敗れ、ユーバー杯は日

本の手を離れてしまった。

ところで全国高校総体は 1950年第 1回大会が横浜市で開かれて以来今回で38回 目になるが、これまで多数
の名選手を世界に送りだしている。将来全国高校総体で鍛えられた選手が日本にトマス杯、ユーバー杯を持ち

帰るよう大きな期待をしている。

競技 の見方

主なシャトルの飛び方 (フ ライト)は高く打つハイクリヤー、スマッシュ、 ドロップショット、ネットで攻
め合うヘアピンショットなどで、とりわけネットに当たって伝わるようなプレーがデリケートに応酬されると

きはスリル満点である。

相手の弱点を攻め、体力を消耗させていく競技なので、「より早く」「より高く」「より前で」がゲームに

勝つための三原則とされている。

試合は、単、複 (混合 )の 2種類で 1試合 (マ ッチ )は 1ゲーム15ポイント(女子単のみ11ポイント)で 3

ゲーム(2ゲーム先取 )で行われる。
サープした方 (イ ンサイド)が勝てば 1ポイントが与えられてサービスを続け、レシープ側 (アウトサイド)

が勝つと得点は変わらずに、サービスオーバーとなってアウトサイドがインサイドとなる。但しダブルスの第

2イ ンニングからはパートナーがセカンドサーバーとなるので、 2度のフォルトによリサービス権が変わる。
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主審は必ずインサイドの得点からコールするのでどちらが何点かすぐわかるようになっている。

バ ドミントンには他の競技にあるジュースはなくセティングが行われる。各ゲームで13点ォールか14点オー

ルとなったとき追いつかれたサイドがセティングをする。しないを決める権利を持っている。

セティングしたときは、カウントをいったん 0オールにし、改めて5点 (13点オールのとき )、 または 3点

(14点オールのとき )ゲームとして勝負を決める。セティングにはアゲインはない。

この場合の点数は、例えば18対 15、 17対 14な どとなる。女子シングルスでは、10点オールのときは 2点、 9

点オールのときは 3点のセティングとなる。

主なフォルト(反則 )は次の通 りである。

1.ラ インクロス、フットフォル ト

サービスのときにサーパーや レシーバーがラインをふんだ り、またいだ りしたとき (パー トナーはかまわ

ない )。 足をずらせた り、床から離 したとき (一部でもついていればよい )。

2.ア パブ・ザ・ウエスト、アパブ・ザ・ハンド

サービスが打たれる瞬間にシャトルがサーバーのウエストより高かったとき、または、ラケットの頭部全

体がそのラケットを持っているサーバーの手全体よりも下にあることがはっきりと見分けられるまでラケッ

トの頭部が下方をさしていなかったとき。

3.ア ウトなど
シャトルが相手のコートに入らなかったとき (決められているサービスコートに入らなかったとき )。 た

だし、相手が打てば入ったことになる。自分のコート(サービスコート)に落ちたシャトルを打たなかった

ときや、シャトルが自分の身体や着衣に当たったとき。

4.ダブルタッチ、 ドリブルなど
シャトルを 1人が 2度以上打ったり、続いてパートナーが打ったり、ホールディングしたとき。

5.オ ーパー・ザ・ネット、タッチ・ザ・ネット、インターフェアなど
ラケットゃ身体がネットにふれた り、相手側コー トに入った り、相手を妨害 したとき。フォル トは主審が

判定する。 しかしサービスについてはサービスジャッジが、ラインについては担当のラインズマンが判定す

る。

サイ ドライン (ダ ブルス )

ポ ス ト

晰
笏颯
笏％
笏笏

.Y/ /)v7
サービスコー ト

シ

ョ
ー
ト
サ
ー
ビ

ス
ラ
イ

ン

ネ

ッ

サイ ドライン(シングルス)

ロ
ン
グ

サ
センターライン

ビ

ス

ラ

イ

ン

パ

ッ
ク
パ

ウ

ン
ダ

リ
ー
ラ
イ

ン
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宿 泊 施 設 一 覧 表

旅 館 名 宿 泊 都 道 府 県 名 宿泊計

曇壼男リ
パークホテル
曖:,4-2335

147

曇讐男リ

プリンスホテル

1【:'4-2255

佐賀23

香川24

岡山22

オ冨岡28

徳島26

島根30

高知 16

山口25

鳥取20

愛媛21

広島27
北,毎道44

306

ホテル

ロイヤルヤコウ
曖:,4-3211

和歌山23 奈良31 兵庫40 大阪25
京都44 滋賀23 二重28 愛知42
静岡35 岐阜24

315

徳間

ビューホテル

2:,4-2211

山梨27

埼玉44
神奈川32 東京36 千葉43
群馬22 栃木34 茨城20

258

秋 吉 ホ テ ル

質,4-2261

長野34 福井31 石川32 富山55
新潟35

187

ホテル
バラダイス
質
'4-2181

福島32

岩手29
山形22 秋田35 宮城25
青森28

171

観光ホテル

滝 乃 家
愛:,4-2222

競技役員

滝 本 イ ン

1口:4-2205

報道員・視察員

計 1,384

-63-
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競 技 会 場一 覧 (臨時電話)

練 習会 場一 覧

m 競 技 会 場 住 所 電   話 備 考

日本工学院北海道専門学校体育館 登別市札内町 185

8-o888
(臨)本部 5-9747
5-9766

(臨)記録センター
5-9754
5-9755

主 会 場

(女子会場)

，

“ 登別市立幌別小学 校体育館 登別市中央町 6-19
5-2521
(臨)5-9781

男子会場

う
０ 登別市立幌別西小学校体育館 登別市片倉町 5-13

5-2364
(臨)5-9782

男子会場

′

一 登 別 市 総 合 体 育 館 登別市若山町 2-26
5-5552
(臨)5-9790 女子会場

ｒ
Э 登 別 大谷高等 学 校 体 育 館 登別市桜木町 2-1

5-2970

(臨)5-97185
男子会場

m 練 習 会 場 住 所 電   話 備  考

北海道登別高等学 校体育館 登別市片倉町 5-18 5-2911

北海道登別南高等学校体育館 登別市青葉町 42-1 5-8586

０
０ 登別市立幌別中学校体育館 登別市千歳町 3-2 5-3111

‘
４ 登別市立緑陽 中学校体育館 登別市富岸町 1-11 5-5409

登別市立富岸小学校体育館 登別市富岸町 2-7 6-6303

´
０ 登別市立若草小学 校体育館 登別市若草町 1-64 6-7513

７

‘ 登別市立幌別東小学校体育館 登別市幌別町 8-16 5-3532

-64-



(選

輌 送 |こ つ い て

iEifE 7830A-8E68

手・監 督 )

① バスの運行時刻
競技会場 。練習会場いずれも午前八時に開門しますのでこれに間にあうよう、

宿泊地 (道南バス登別温泉ターミナル )か ら輸送します。

。(5競技会場行 )登 別温泉バスターミナル (始発 )午 前 7時 40分
。(7練習会場行 )登 別温泉バスターミナル (始発 )午 前 7時 30分

② バスの系統 (行先 )
。行先、台数は曜日によっていくらか異なることがあるので乗車前に十分

確かめて ください。

(バ ス時刻表はホテル及び各会場に掲示 します。)
・各練習会場か ら、 5競技会場ヘバスの運行を行いますが、行先.バ スの
発車時刻は十分注意して ください。

0 バスの優先乗車
・始発便、5競技会場行の乗車は当日の第 1試合の選手・監督を優先します。

④ バ ス運 賃

・バスの運

(ア)登
(イ )各

下記のとおりです。

泉===ゴ各暦警会場
会場間

(片道 400円 )

(片 道 200円 )

賃は

別温

羅警

-65-



バ ス 時 刻 表

運行日 昭和62年 7月 30日～ 8月 6日

１
　
〇
一
　
―

曜  日 発 車 場 行  先 時  刻 バス台数 備   考 発 車 場 行  先 時  刻 バス台数 備   考

7月 30日 ЙI
登別温泉   _
バスターミナル発 練習会場行 7:30 練 習 会 場 発 登別温泉行 16:10

7月 31日 (0 登別温泉   _バスターミナノ:ら強
登別温泉   _
バスターミナノl月鐙

練習会場行

練習会場行

7: 30

10: 00

7

3

練 習 会 場 発 登別温泉行 13:00

16:10

3

7

8月 1日 ロゴ 登別温泉   _バスターミナノιδモ
登別温泉   _
バスターミナノlり強

練習会場行

練習会場行

7: 30

9:00

10

10

練 習 会 場 発

練 習 会 場 発

登別市民会館発

【壺月リ
市民会館行
登別
市民会館行

登別温泉行

13:30

14:00

16:20

17:10

10

10

12

8

8月 2日 旧) 登別温泉   _バスターミナノιリモ
登別温泉
バスターミナノlり強

登別温泉   _
バスターミナノ

"賠試 合 会 場 発

試 合 会 場 発

試合会場行

試合会場行

練習会場行

登別温泉行

登別温泉行

7:40

9:00

7:30

13:30

試合終了後

12

3

8

5

22

試合会場
①日本工学院
②滉 小
③西 小
④大谷高
⑤体育館

練 習 会 場 発

練 習 会 場 発

試合会場行

登別温泉行

10:00

16:10

4

4

(5試合会場行)

8月 3日 (月 ) 登別温泉バスターミナノlδじ
登別温泉   _
バスターミナノlう強
登別温泉   _
バスターミナノ

"能登別温泉   _
バスターミナノlづモ

試 合 会 場 発

試 合 会 場 発

試 合 会 場 発

試合会場行

幌 小 行

試合会場行

練習会場行

登別温泉行

登別温泉行

蚤壺月」濫詫泉イテ

7:40

7:40

8:40

7:30

9:30

10:30

13:00

14:00

17:40

3

1

4

4

4

4

2

2

6

(工学院のみ)

12時
工学院へ配送

練 習 会 場 発

練 習 会 場 発

登別温泉行

登別温泉行

13:30

16:10

6

6

(工学院経由)



１
　
０
Ч
　
Ｉ
‐

曜  日 発 車 場 行  先 時  刻 バス台数 備   考 発 車 場 行  先 時  刻 バス台数 備   考

8月 4日 tメo 登別温泉   _バスターミナル発

登別温泉   _
バスターミナル発

登別温泉   _
バスターミナル発

登別温泉   _
バスターミナル発

試 合 会 場 発

試 合 会 場 発

試合会場行

練習会場行

練習会場行

練習会場行

登別温泉行

曇を男り温J誕

`子

7:40

9:00

7:30

9:00

13:00

試合終了後

8

5

4

4

5

8

①日本工学院
②幌 小
C西 小
④大谷高
⑤体育館

練 習 会 場 発

練 習 会 場 発

試合会場行

登別温泉行

11:00

16:10

4

4

(5試合会場)

8月 5日 因 登別温泉   _バスターミナル発

登別温泉   _
バスターミナノl発

登別温泉   _
バスターミナル発

登別温泉   _
バスターミナル発

試 合 会 場 発

試 合 会 場 発

試合会場行

試合会場行

練習会場行

練習会場行

登別温泉行

登別温泉行

7:40

9:00

7:30

9:30

13:00

試合終了後

5

5

4

1

5

5

(同 _D 練 習 会 場 発

練 習 会 場 発

試合会場行

試合会場行

登別温泉行

10:00

13:00

16:10

2

1

1

(同 上)

8月 6日レ村
登別温泉   _
バスターミナル発

登別温泉   _
バスターミナノ嗜能

工 学 院 発

試合会場行

試合会場行

登別温泉行

7:40

9:00

14:30

2

4

6

(工学院のみ)



救急医療実施予定表

(7月 分 )

(8月 分 )

日 医 療 機 関 名  科 住 所 電  話

29

因

鈴 木 医 院 皮 輪 西 町 44-2593

か み し ま 病 院 内 中 島 町 46-3200

30

困

大 川 原 病 院 脳 44-1519

鈴 木 医 院 内 :旨    田丁 22-5206

三 愛 病 院 内 登・中登別町 ]:讐  13-1111

3 1

金

高 砂 病 院 産 高 砂 町 46-4103

熊 谷 医 院 内 宮 の 森 町 45-7171

1

出

神 島 病 院 整 東   町 44-0841

白 鳥 台 医 院 内 白 鳥 台 49-2551

若草内科クリニック 内 登 0若草町 登  6-5180
2

(日 )

皆  り|1 病  院 外 登・中央町 登  8-0111

愛 育 医 院 児 輪 西 町 44-3328

3

(月 }

大 川 原 病 院 脳 寿   町 44-1519

成 松 医 院 内 輪 西 町 44-5324

4

脚

久 安 医 院 外 登・常盤町 登| 15-5151

室 蘭 診 療 所 内 輪 西 町 43-1737

深 瀬 医 院 児 登 。中央町 長野 5-2447

5

因

国 本 医 院 耳 輪・西 町 45-3387

東 室 蘭 医 院 内 44-1650

6

困

黒 光 医 院 外 知 利 別 町 44-4790

鴨 井 医 院 内 栄   町 22-7675

三 愛 病 院 内 登。中登別町 登  3-1111

7

0

大 川 原 病 院 脳 寿   町 44-1519

斉 藤 医 院 内 宮 の 森 町 44-0396

-68-
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登別市の案内

登別市カラー基準色 (市章パック色 )

アサギ色に少量の青味の黄を混ぜ自でうすめた色

市 章 の 自 来

力強く伸びる市の将来を表現 したもので、登別の

頭文字「の」を単純かつ明瞭化し、円内左右の空間

は市勢伸長の二大基盤である工業、観光の意義を含

め、中心の長三角形は限りなく躍進する登別市の発

展を希ったものである。

登別市の概要

「いい湯だな……ここは北国、のは りべつの湯」

と紹介されているように登別市は昔から温泉のま

ちとして、全国に知 られています。

このため、まち全体が温泉街のような印象を与

えていますが、市民の70%は 、一般サラ リーマ ン

であ り隣接する室蘭市に職務 をもっているという

典型的なベ ッドタウンに変容 しています。

明治2年に仙台藩自石城主の片倉小十郎邦意が、

登別の開拓をは じめてから、百十余年、昭和45年

に市制 を力極イテ、 毛見イLてもは人口59,000人¢)可育ヒ性 |こ

満ちた青年都市 として発展 を続けています。

「観光と工業 と学園」をまちづ くりの柱 に、自立

型都市 をめざし、大学誘致、地熱開発、 レクリエ

ーシ ョン都市宣言など、21世紀 を見据えた施策 を

積極的に推進 しています。

ι3ζと山

イラストで見る登別市の未来像

1

/〆

″縮”
泌
珈
ｍ

“

山tt内
"口
路●

ヽ

6 ヽ 大湯沼

又温泉
ヽ

札 幌

ヽ

婦人
センター

日の

口道バイパス
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祝 昭和62年度全国高等学校総合体青大会
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視
昭和62年度全国高等学校総合体育大会

第38回全国高等学校バドミントン選手権大会

“御健闘を祈ります"

学校体育衣料の専門メーカー

セキエイ株式会社
代表取締役 『可 音『  聖 史

〒073滝川市泉町2丁目1番 1号

容(0125)22-6859
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登別市バドミントン愛好会―同

シ ャ トル 愛 好 会

水 鳥 愛 好 会

ア カ シ ア ク ラ ブ

登 別 若 葉 ク ラ ブ

コ ス モ ス ク ラ ブ

スマ ツシユクラブ
会
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情孵と誇り高|きチャレンジャー
(Lヽ
=“
瘤詮Bネ像腱綺人バドミントン摯接大会

卓越した妙技と燃えたぎる闘

志が、一瞬のきらめきとなり観

衆を魅了する。より良質の素材を

求め、より精巧な製品を生み出す努

力と情熱は、世界中のプレーヤーの顔

に光る一粒の汗と同じです。輝やかしい

実績と誇りを胸にたゆまぬ努力を続け、世

界に誇る確かな技術、安全確実な器具は素晴

らしきチャレンジャーたちと熱く温かい時間を

共有しています。

●Senoh。
●札 幌 支 店
本臓 市中央区北1条西ア丁目婚 地 (タ キモトビル )
郵便番号 060 電話 (011)244-5296(代 表 )
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創業80年

昔と変わらぬおもてなし

●北海道。支笏洞爺国立公園

●日本観光旅館連盟会員

釈吉市テル
¬-059-05:登男|「市登男|」

'品

泉田丁68
8 (01438)4-2261n l‐ ELE)(9876-55

く
」ト

●

●

都会の麟昔を

忘れた

すばししい

旅の思い出。

雄 大 な緑 の中に旅の思 い出 を刻むホテル

政 府 登 録 国 際観 光旅 館 。日観 連 会 員

登別プリンスホカL
北海道登別市登別温泉町8(01438)4-2255 TELEX9876-22

田

・
　
ヽ

葛
「ｉ



各 種 仕 出
‥
し 承 ま す

酒・生鮮食冒0デリカ0弁当の せ
登別市栄町2丁目雪代表6-7444支店○卸センター内容43-3837

osalffiphoto

〒550大 阪市西区江之子島1丁目5-17
TEL 06(443)7608(代 表 )

(株)大阪フォトサービス カンバニー

視全国高校総体バドミントン選手権大会

札幌バドミントン協会

■ ■



いつも おそばに

ヨ出フ
■幌 別 店 lB5-2448 ■はまなす店 86-7458
■わしべつ店 86-7748 ■登別中央店 a5-9750

ビジネスホテルフイラッ
有限会社 高橋商事グループ

登男!」
・
市中:央田丁2可

~目
16-118(01438)8-1[331

視
昭和 62年 度 全 国高 等 学校 総 合体 育 大会
第38回全国高等学校バドミントン選手権大会

登別市カノリレス温泉

旅 館 山 静 館
〒
:059-05」じ毎i首登男ll市カノ吻レス田丁16:番地

容 (01438)4-2856“t)

鉄
の
未
来
は
、

人
の
未
来
。

新たな展開をみせる人類社会。ニューメディ

ア、ロボント、宇宙への旅一 。人類
の夢は、

未来社会の創造へ向け、果でしなく広がっ

ています。深海から字宙へ、新日鉄は先端

産業の分野でも鉄づくりの技術をベースに、

新しい機能や特性をもった素材の開発に

意欲的に取り組んでいます。鉄を原点に鉄

を超え、人類のより豊かな未来を支えるた

めのイノベーンョン。新日鉄は、これからも

人の夢とともに歩み続けます。

◎ 断日本製鋼織式口識

室 蘭 製 薗 FF

づい

メ́ニ

み́
を
イ

1:二篭 ″ ′



かな暮 じ

幌別店 a5-1150

■絵  革丙 店 ………82フ ー2883
■祝  津  店・̈ ‐̈ 2フー29フ フ
■小 橋 内 店・・・̈ 嗜 23-2965
■ くらしの太陽店・……823-2966
■ コ  ア  店・……822-2193
■本  町  店 ………823-4429
■高  砂  店・……●44-1220
■宮 の 森 店 ………844-1520
■ グ |ノ ン 店 ………844-フ 803
■輪  西  店・……843-3864
■伊  達  店 ● (0142)23-2669

本部 /室蘭市 日の出町32-10
●44-1318

GSバ ッテリー全自動車電装品、オー トラジ
オ、カーヒーター、カークーラー、カーコン
ポ、噴射ポンプ、水銀灯、整流器、各種制御
機器、パーソナル無線、予備電源装置

株式會祗大津山商店
室 蘭 支 店

室蘭市日の出町3丁目4 ●(0143)44-00710
本社/苫小牧市三光町22● (0144)32-71510

販売・ 修理

主 要 特 約 代 理 店

日 本 電 池 株 式 会 社
矢 崎 総 業 株 式 会 社
日本 輸 送 機 株 式 会 社
日 興 電 機 株 式 会 社
山武ハネウエル株式会社

社
社
社
社

△〓
△〓
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式
式
式
式

株
株
株
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機
装
機
業
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工

菱
本
藤
国

三
日
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三
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配送センタ~本 部

44-1358
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北海道登別温泉

日本観光旅館連盟会員

徳間ビューホテル
〒059-05北海道登別市登別温泉 a(01438)4-221lQ,Xツ9876-41

特 定 建 設 業

株式
Aう ニ
=■
土 草 塩 建 設
取締役社長 草 塩

専務取締役 草 塩

孝 敏

中 圭
′L:し,    ‐-1-‐

登男ll・市中 :央田丁3-12-4容(01438)5-2971

E=コ

E=コ
匡
====コ



野外バーベキュー
●

ニ ツ ト製 品 工 房

祀靡0′lピー1臓I場
登別市札内町318番地 容(01438)3-2884

視 全国高校総体

登別建設協会
会 長 宮 武

副会長 草 塩

外 会 員

事務局長 藤 田

克 安

孝 敏

一 同

茂

登別市中央町2-14-585-2442



一級建築士事務所

同明豊建設
登男|「市桜オ調丁51目 12-50
π】.(01438)5-2⊂〕94

回営  業  品  目日
○鉄筋コンクリートケーフウレトラフ・

〇遠心力鉄筋コンクリートくい
一般住宅用基礎支柱くい
その他各種コンクリートニ次製品

日本工 業 規 格 表 示許 可工 場

代表取締役 萩 原 1安 平

登別市大和町2丁目17番28(01438)5-2757(ω

①萩原コンワリートエ業(檬)

精神科 。神経科 。内科・循環器科

消化器科。理学診療科。歯科・口腔外科

道指定・医療法人社団千寿会

___ョ ら

愛 病 院__」ら

__」 ら

理事長院長 =F葉
副 院 長 大 田

良

朗

寿

郁

登別市中登別町24番 地 a(01438)3-11110

浄
祝

´
小
‐山

上
者

ロ

′ひ″摯せ
住職 及 川 勝 芳

〒059-03北海道登別市若山町2丁目43番地22

8(01438)8三
?ζZB電製本堂)

パ:外
日童洒 瘤精製 (株)
箋轟鶏目鵬自口F

Ξ電夕憂LルロEた,閣|り

取締役所長 オロ き畢  i商
室蘭市陣屋町一丁目172番 地 ● (0143)47-1111(代 表 )

◎ 重
=菖
Hf盲
=奮
央町[チ昌署軍全貧耳:手::緊

号
111:欝r

取締役社長 岸事
'也

 了 一     白鳥台店/室蘭市白鳥台5丁目3番22号 859-5333

祝 第38回

全国高等学校

バドミントン選手権大会

せ 知か / が゙`・1買
|%。

iusor｀
ヽイ

テニス・パドミントン専門店

′
(′
|

トショップ ガワラ

スガワラヘ 〒(XX札幌市中央区南1条

西12丁目322

●(01!)2ワ 1-3855
ラケットあ買上げの方|こは

その場でネーム入れて差しあげます。

ιヽζつ1″運:え るかな

ノのオι〕″ ″互z∠乃〆碇|%1¨IZ″
登別市登別温泉 60番地 ● (01438)4-32,1(旬・4-2020(予 約 直通 )

札幌営業所 :● (011)521-フ220
東京営業所 :奮(03)595-06フ 0

ラケットショップ



皆様の食卓を「鮮度」「価格」「品揃え」で応援しますノ

ベラβ洵てぉ
"夕
弄ぅ藩 =里恒i聴諭161
´ 」L饉 ロツ 栢

`76`節

偶3"

鮨 出 a●″ 響 蝙
■ヨ■口
`自
1嶽 014鋤 6-5121

視 全国高校総体

中歯科 医院
登別市中央町2-12容(01438)5-2256

日本全国ドアからドアヘ。小さな荷物をしつかりとお届けしま魂

はばたけ若人北の大地に。4′
[言/J鰤箪咆1蓮籠|;盟乳魏ます。)]

0日 本 通 運 帥 畳男甲営薪 憲 (311::;`二嶽 ・幌別営業所 a(01438)8-0202

|夕
蹴ン優F

日通¨ サーヒス

ベ

祝全国高校総体バドミントン選手権大会

北海道婦人スポーツ連盟
札幌家庭婦人バドミントン連盟

■ ■

■ ■



登別温泉の湯元一お湯の力 ―ヾト
支笏洞爺国立公園 登 男ll温泉

0
日本観光旅館連盟会員

ホ テル

登圭 男リ

〒059-05北海道登別温泉町地獄谷入口 8(01438)4-2101
FAX(01438)4-3237 TELEX9877-80

脳 神 経 外 科

リハビリテーシヨン科

医療法人社団医修会

大川原脳神経外科病院

院長 大川原 修 二

室蘭市寿町1丁目5番2号

容044-q549

測瞬求力ゞフィープンドノ
土木工学科

《各不斗共》昼間2年 (男女)定員40略
■特色

だれにでもわかる技術教育を目ざしてノ

●少人数制による親切丁寧な教育指導

●豊富な実験実習機具による、実験実習
を主体 とした理論と実践の教育

●親身な就職指導 と完全な就職斡旋

■奨学生制度

●特別奨学生、特待生、母子家庭等特
別免除制学割有

※入学案内書無料送付

専修学校認可 。建設省認定 。労働省指定

ロ

〒065札幌市東区中沼町 118-63
a(011)フ 91-5050

札幌土木技術専門学校

函 館 大 学

〒042函館市高丘町51番 1号 a(0138)57-1181

■商学部商学科

経営情報 コース

・

・　
ビ
▼
●

ヽ

R

ホテル

造園工学科

商学・会計コース

国際英文秘書コース

圏

よ、、ぃ|

｀ 」題



『俊敏なフットヮークは、
天性と練習の賜物である」……には、
シユーズの重要性も思い出Lズほしい。
ハイクリアーがあり、ドロップがあり、ヘアビン

があり、スマッシュがあり、水鳥の羽根からで

きた、直径5-6Cmのシャトルの動きは、予測

を越えて変幻自在です。このシャトルに追いつ

き、有効な攻撃に転ずるには、並はずれた反

射神経とフットワークが求められます。このフッ

トワークは天性のものがあり、練習によって磨

かれるわけですが、ここにおけるシューズの

役割も決して見逃してはいけません。キレの

良いストップ、グツンユのためには、優れたグ

リップ性能が求められます。意のままに動くた

めには高いフィット性と、屈曲性が必要とされ

ます。トッププレーヤーの天性と訓練による俊

敏なフットワークのために生まれたアシックス

のパドミントンLE。 4種類のパターンを動きに

応して配したハイグリップソールは、様々な方

向の動きに対して、フロアをしっかりとグリップ。

踏みつけ部をカットオフすることにより、屈曲

性も大きく向上しました。また、ベロ部外側に

設けられたアウトサィドシューレースホルダー

によリフィット性もアップ。ウレタンミッドソール

は、着地衝撃を吸収し、足にかかる負担を軽

減します。キップ表革の柔軟・軽快な感触も、

トップブレーヤーにふさわしい仕様。第2の天

性とでも呼びたい機能を満載したバドミントン

ンューズの最高級モデルです。

=
て
｀ヽ

ホ
=品番TOB1701′ ドヽミントンLE

メーカー希望′|・ 売価格¥13,000   (受 ;王 生産 )

プレ…ヤーの新しい常識です。′ヾイオメカニクス。

/
′
″

I
■
ヽ
ヽ :

｀ヽ、
ヽ

)
/

ハイグリップソールの

群を抜くグリップ性と屈曲性が、
フットワークに出る。

最高級モデル、バドミントンLE。

靡昭篇/

渉

計
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昭和62年度全国高等学校総合体育大会

全国高等学校バドミントン選手権大会

選手の皆様のご健闘を

お祈り申し上げます

登別市医師協議会
会 長 大 岩 昌 生

副会長 開 田 吉 広

会  員 r=■

:呵



祝

昭和62年度全国高等学校総合体育大会

全国高等学校バドミントン選手権大会

選手の皆様のご健闘を

お祈り申し上げます

登別市歯科医療協議会
宮 武 歯 科 医 院

高 橋 歯 科 医 院

飯 渕 歯 科 医 院

池 田 歯 科 医 院

堅 田 歯 科 医 院

田 中 歯 科 医 院

藤 崎 歯 科 医 院

堂 谷 歯 科 医 院

角 野 歯 科 医 院

浅沼歯科鷲別クリニック

田中デンタルク リニック

愛 歯  科 診 療 所
里予    本寸    亡言    禾斗
福 田 歯 科 幌 別 医 院
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'87/787L

CARBON PR0 787/787L
●素材 ′ハイモジュラスカーボン

(ジョイントレス)
●価格 /′ ¥9,900

(フレーム価格 /カバー付 )
ハイモジュラス(高密度 )カーボン

採用。 ジョイントレス構造で比類
のないレスポンスを実現。

RB-787LP
ピンク

フエ ラζ
DIBフ

|

優勝に王手をかけた、

プレイヤーだけが体験できる至高

スィー0ユー、24歳。いまもつともチャンプに近い一人。
プロケネックスの名品 CARBO‖ PR0 787/787L同 様、
'87年のチャンピオンシップ・ポイントを体験できる

最短距離にいる。

RB-7 8 7 LGI  RB-787
ゴールド

株式会社 ゴーセン ●本社〒540大 阪市東区豊後町48(06)942-5871中 ●東京支店● (03)862-65764t●福岡営業所● (092)712-5247卿 ●北陸営業所● (0762)91-0223卿
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祝 全国高校総体バドミントン選手権大会

造園 。門塀・緑化・設計・施工

植木生産販売

有限会社

O小笠原緑化
代表取締役 小

`笠

i原
′ヨ‐
~

f:町

登別市 中登別町 70番地 lB(01438)3-1215。 3-344フ

ロ祝 第38 全国高等学オ″ ドヾミントン選手権大会

室蘭ノイヤー株式会社
登別 ● 5-26qq登 別温泉容 4-2441

陸・ 海・ 空 0総合輸送

室蘭海陸通運婦
取 締 役 社 長

菅  原  養  
一

本社/室蘭市海岸町1丁目58番 5容 (大代)24-4511



祝全国高校総体バドミントン選手権大会

白老民芸会館の見学と買物

自老民族文化伝承保存財団

ロ祝 第38 全国高等学校バドミントン選手権大会

斉藤 歯 科 医 院

昧 の 千里 十里

ア ミー美容 室

西 谷 硝 子 店

家具のオクシバ

四  騎  会
旅 館 清  水
温 泉購 販 商 会

北海道工業コンクリート

室蘭八イヤー協会

富 田 建 設

道 路 工 業

東京書籍北海道支社

札 幌 三 光 印刷

高 橋 商 店

登別 金 融協 会

登別中央飲食店組合
セイコーマートやすの

日産デイーゼリ囲ヒ海道販売

アイゼ ン商 会

本目 拝馬 不日 '台L
登別グランドホテル

イ ワタエ芸社

お弁当の共栄堂

三 洋 工 業

ドーピー建設工業

豊 浦建 設 工業

閉じようけん藤野
スポ~ツ〕プリア閉ナックス

図書・教材・事務用品文具浚久ま右壼
室 蘭市輪 西町 1丁目35-98148-8フ 53



S″ 硼産業 株式会社
登別市大和町 1丁 目2番地16容 (01438)5-1131番

FAX(01438)5-1044番

S留胸ンクグール株式会社
登別市栄町4丁目1番地 176(01438)6-6116番

s″ ″生コン株式会社
登別市大和町1丁目24番地168(01438)5-7800番

代表取締役 辛斤 屋  昌 史

線合結婚式場・ビジネスホテル・レストラン

ォョL平安
登別市 中央町 5丁目1番地 1

8(01438)8-0331(代 )

レストラングックス  ●8-口953

北海道曹達株式会社
幌別工場

北海道登別市千歳町 2丁目12番地

〔,(01438)5-2414:番

道南―の設備 を誇る

皆様の社交場

幌別娯楽センター

大駐車場設備

登別市中央町3丁目18-2づP5-フフ48
8〔3-ロフフフ

世界一 。のぼりべつ

クマ
とュ可力

=ラ

の里
=

(71 7 i, >)

ヒグマ180余頭放牧中

登別温泉ケープンレ株式会社
北海道登別市登別温泉町 雪4-2225

祝 全国高校総体

長堀益 久

〇 東興ブロック婦

東興式AI型・A II型・間知ブロック・平張ブロツク
道路用コンクリート製品の製造販売

日本工業規格表示許可工場

代表取締役 五十嵐 幸 雄

本社・工場/登別市幸町2丁目1の4
0(01438)5-5160

出 1張 所/室蘭市輪西町 1丁目18の 8
容 (0143)44-2フ 41

日 鐵 セ Xン ト株 式 自融 .

取締役社長 戸  澤    11

本社・工場/室蘭市仲町64番地
a44-1693番

【総発売元】/アンデスセメント共同事業株式会社

【̂N
V
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スモールラケット(攻撃用)
B‐8500
空気抵抗か大中に減少。

スマッシュ・スヒートか10%速 くなり

重量は90gと超軽量ラケットc

セミ・ラージラケット
B-8800
時代か創りたしたマックスハワーは、従来のラケットをはるか

に超えたスイートスホットの広さ、1]球時の瞬発力なと、手

応え充分なスー八―ラケットです。

7色のカラーを選択できる
オーダーメイトラケツト

カーボンマツクス.
B_9000

仲良八トミントン用総合メーカー

套惑ルヨ7′ズボープ
〃つ

υ ■]本 11 111中
=|::ド

1ll卜 人・|・ : 11)1 1[.1()3(ヽ 210722イ 1・ 121()7231'AX(,245385
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ほんものの羽の魅力

ひとくちに水鳥球といっても、ガチョウ

とアヒルの羽の違いをご存じですか /

シャトルつ
°
くり35年かたくなに中国の

ガチョウの羽だけを使っています。

味が違います。もちが違うのです。

本物の羽の魅力です。

いいものを安く

最高の材料と技術そして合理化した経常で
い
いいものを安く

′′
これがフアストの長年

の誇りです。
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DOUBLE FiSH(平 ダニ贅)
S301A…………………¥2,900

"02A…

………………¥2,400
株式会社ジヤワ商会

ヽ
●1

ァス l.J-/l,l"ttatr*, 3, 700*

山形市六 日町 7-28 TEL0236(33)0333

ヽ

ファストシリレバー|1検定球13,000円

ファストグリーンぼ合い)2,700円

ファストレッド練習球. 2.000円

ファストイエロー(陸鳥球)1,500円

世界チャンピオンψlどの
一滋層ヂ愛〃のシャハル

―=DOUBLE FISH―

日本ン ドヾミントン1瘍釜:オ貪定
´
合・ホ各(全国大会使用球)

ファスト印シャトルコック製造発売元

′
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内科・ 放射線科

登別 中央病 院
院  長 築 田 浩 明

〒 059-03登 別市青葉町 34番地 9容 (01438)5-1ロ ロロ

整形。

'肖

化暑
=不

斗・月工F号不斗・王里キ1言夕療不斗

皆川 (内科・外科)病院
院 長 皆 川
副院長 」旨ンリ||
副院長 ラ彊Fり ||

広
徳
人

和
芳
秀

登別市 中央町 3丁目20番地 5容 (01438)8-口 qqq

コーヒー味 バランス栄養食

□ #
7tv-'yrrF 大塚製薬

■精神科・ 神経科 0内科・ 小児科■
医療法人社団友愛会  北海道指定病院

日日
′巴bヽ

■
■
　
　
　
ロ

愛
_― ロ

リ
1丙 廂鮨
W嘔

理
『完

ほ

雄
同
秀

一

雲
員

一Ｈ
月

遠

職

長
長

か

事

登男l「市鷲男:」田丁2■
~目
32番:地 1● (01438)代)6-フ159



』♭
"'ミ

つく壼5本舗
中島店/室蘭市中島町1丁目25-5窒145-4qqロ

東町店/室蘭市東町3丁目23-2 848-444ロ

1‐

浣鼈涙晰隧鳳‐|・|‐・・.―

こころが通う

おくりもの。

取扱い

1階商品券売場

《まるい》の商品券
全国の主要デパートでいつでも必要に応じてご利用
いただける《まるい》の商品券を、お世話になったあ
の方へ、親しい方へのごあいさつに。
金額はいかようにも

お詰合せいたします.

丸丼3丼
室蘭
水曜 定休 日

電 話 (0143)43-l151
中島町 1丁 目 25番 1号

lbを贈る桐屋の商品券

桐屋全店はじめ、全国のニチイ。ニチイグループ各店で
こ利用いただけます。

額面は使いやすい50D円、各階サービスコーナーにて
承ります。

桐 屋
室蘭フフミリーデバート

室蘭市東町2丁 目4番 32号 80143(45)1414

営業時間 AM10:00～ PM6:30

名物

露天風呂
お日帰り歓迎
●11:00～ 16:00 登別温泉

(O〕
ホテルこの友
政府登録国際観光旅館(84号 )

´01438-4-2222

筆

た



●キ  ン  グ
●ク イ ー ン

●ジ ャ ッヽ ク
●タ  ニ  ー
●トレーニング

¥4,200

¥3,700

¥3,000

¥2,800

¥2,200

日本バドミントン協会検定合格品

日本バドミントン協会検定合格品

日本バドミントン協会検定合格品

試 合 球

練 習 球

h - - h - t Y9,900(7 v-t^)t-711
7 -/f- z'y ) z- Y7,OOO(7 v - L) /T - 7.1t

●SR‐ 22

0 SR- 7

」FL�ヨ7露ピ
ー

有 限 会 社 サ ン バ タ 〒130東京都墨田区本所3丁目16番 10号 丁EL東京 (03)624-3051織 )

選ばれ L●

ヽ
ヽ ャトルコック・́      ヽ′
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視 第38回 全国高校総体
バドミントン選手権大会

ス ポ ー ツ 用 品 全 般

セ ノー体 育館 施設設備

ニシスポーツ陸上競技場備品

コ ク ∃ 事 務 用 機 器

バドミントン用品専門店

″
●ア

■■■■

r

■■
■■

「

■
′ ン商会

室蘭市中島町3-28

la45-4858043-1ロ ロ6



‖

lNFO― ART :NS丁 !TUTE
THE INSTITUTE()F

DESlGN― ART― TECHN()GY― ENVIR()NMENT FC)R

INFORMAT10N

DAT E.HOKKAIDO JAPAN

¬=0521し ,毎進野テ,菫市食官山田丁22-2

丁EL。 (0142)23-72900
FAX(0142)23-7377

▲
■▲

n 学校法人 森学園

青春発進〃裏参道

創立 20周年、新校合完成ノ
ロ団ロ  ロ団口
●線合ビジネス学科 ●ビジネス実務学科
●観光ビジネス学科

ヽ

め日本ビジネス綜合専門学院T064本 帥慇市 中 央 区博2ヨミー2口 23可
~日 Z,(011)6■ 2-〔3(=3■ ■

資格と就職にバツグンの実績
>61年 情 報処 理 技 術 者 国 家試 験 道 内第 1位
現役 合 格 者 (1種)28名 、 (2種)205名
>62年 3月 卒 業生 全 員就 職 内定

〒003札幌市 白石区菊水 6条3丁目 容 (011)831-55qq《 t)

□
日

日 日

設 置 学 科

情 報 システム専 門 科 (3年 )

情 報 システムエ 学 科 (2年 )

情 報 処 理 科 (1年 )
コン ピュー タ制 御 科 (2年 )

伝 統 20年

墓轟合北海道電子計算機専門学校

7・日・ ヨ月生募集
この 期 間 は短 期 間 (1日 2時限 教 習 )で卒 業 で き ま魂

ご安心コース
男性・女性とも高年齢者に安′しな年齢別定額制度があります

18歳～25歳 26歳～35歳

36歳～45歳 46歳～50歳
案
内 詳細|こついては事務所まであ気軽|こあ問い合わせ下さい。

親切、ていねい、わかりやすい教習

普 通 自動 2輪 (」 中ヽ型)

入 校  日
■毎週水曜日)午前10時20分より

■毎週土曜日)午前2時より

夜間は 8時 まで教
習 してお りますか

らお勤めの方には

大変便利です .
翁登別自動車学校
登別市緑町 1-1-22(幌 別 自衛隊前 )嶽 01438)5-296《 )

摯| 1 1



北国の草原より
選手の皆さんの健闘を祈りま魂

静内町浦和 増 本 牧 場

錦 岡牧 場
新冠郡新冠町   :土 井 睦 秋

視 全国高校総体バドミントン選手権大会

オンワード牧場
浦河郡浦河町野深312

ケンタッキー
ファーム

③囲円R璽
レストラン  ロッジ   乗馬    テニ久   鈍|り
沙 ,荒君5門別 田丁字ネ冨,商 128:番 士也

質,(01456)2-0811・ 2-2192

日高
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待望のフロストオリジカ1ルカラーを独瞥輌ス/
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フレーム価 格

¥12,500(フルケース付)
●フルカーボン・グラファイト

●ジョイントレスー体成型

●グリップサイズ :31´を,3%,3%

総輸入元 メトロレジヤー株式会社

〒101東京都千代田区外神田5-6-4

TEL(03)833-3661(代 )
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¨Thatbthe name of the game

Morten Frost
モルテン0フロスト(デンマーク)
1986 世界ランキング 1位

1987 全英選手権
男子シングルス優勝
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焼きたてクッキー

:な‐子
alヨ9べD
心にのこるおみやげを

'ヒ

尉轟」ヒ1毒し大錯
・ げ̀′べつ箕項ヒョウタン倉台

〒́¬m

た1七 登別市登別温泉町
a(01438)4-2034

御行楽のお買物は

酒類 。海産物みやげ品の

閉平塚商店

登別温泉町7684-2295

高校総体選手役員様

歓 迎 割 引

北海道みやげ品の綜合デバート

玉川本店
登別温泉町 容4-2ロロフ

つ ぶ あん入

上菫鑢ヒ弓

あ l ホ
登別温泉名産

‐
(b)

ベア観光株式会社
北海道登別市登別温泉町72番地 雪(01438)4-3131

ぬくもり手みやげ

同 貴 泉 堂
北海道登別市登別温泉町46番地

容(01438)4-246口 番

明日の住まいとくらしを創る

○藝荘日鉄ライフ
室 蘭 支 店

支店」こ 屯 多尚 iI崎 稚:

室蘭市中島本町1丁目3番 1号 a44-5373代 ,

北海道民芸品・優佳良織

ΩΩQ
サンキュー土産店

登別温泉街中央
0(01438)4-23口9
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祈 御健闘

ファミリーマート

たかぎし

札専・北専・UC・ MC。 アメックス
札信販・HCB・ DC・住友カード加盟店

閉藤井運動具店
札幌市 中央区南 l条 西 4丁目
23,2〔Ξ〕4-ど1_11⊂⊃

名寄地区
バドミントン協会

村

本

中

松

長

長事

会

理

稔

洋

名寄市大通り南1丁目名寄市役所内

個性が光るプロの写真

近代的スタジオ設備

―営業のご案内=

●各種 アルバム製作
●赤ちゃん百 日記念

七五三 ・卒業・入学
●成人式 ・婚礼
●建築写真 ・商品撮影
●各種証明書用写真

本店 帥道央フォート
支店 佐藤―賢写場
本店/札幌市中央区南23条西11丁目1192-98563-8011
支店/札幌市豊平区月寒中央通 1,7丁目  8851-9“ 4
ЮTO

祈 御健闘

藤枝政 勝

日本製鋼所は今、時代を先取りし、
先端技術に挑戦していま魂

◇期日本製鋼所
室蘭製作所

理事所長 佐 イ白 俊 造
所長代理 下

^     :薫

所長代理 大 西 敬 三

室蘭市茶津町4番地●(0143)22-9211番 (大代表)

視
全国高校総体
バドミントン選手権大会
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ロ
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南空知バドミントン協会
会長 笠 原 喜平治

北見地区
バドミントン協会

会 lt イJ^」11 111~~

祝 第38回全国高校総体

N丁丁1`海道選手団一同
札幌市中央区北1条西6丁目

公害もムダも減るよね 電話なら

お湯がボコボコ

地獄風呂

支笏・洞爺国立公園

≡当日]ノli-1フ'」トラiタレ
普現看泉丁EL(01438)4-2335 FAX(01438)4-3341

祝 第38回全国高等学校バドミントン選手権大会

軋買誠桑早溌繁ズ″レ7ン:ス濡証り譴
※カルルス温泉旅館組合加盟旅館

ホテル岩井 容(01438)4-228q 山 青争 1籍 雪(01438)4-2856
鈴 木:旅 館 α 01438)4-2285 オロフレ荘 な(01438)4-286q
かめや旅 1館 ta(01438)4-2851 久 イ主旅 館 嶽 01438)4-2855

登 別温泉 バスターミナル発

観光定期バス時刻表

お申 し込み お問 い8せは

札 幌 ゅき
高 速 道 路 経 由

(苫小牧東‐→札幌南 )

所要時間 2時間40分

お ん せ ん 号

千 歳 空 港 ゅき

高 速 道 路 経 由

(登 別‐・苫小牧東 )

所要時間  1時 間

洞爺湖温泉ゅき
オロフレ峠経由

L定 ■_二 _約 _|
所要時間 1時間40分

7:10

10:10

13:i0

9:10

11:,0

16:i0

10:10  i4:50
i7:00

※8:30  9:30
11:30  i2:20
14:20  15:30

知事許可・ 特定建設業

舗装工事・一般土木・テニスコート・各種スポーツ施設

代表取締役社長 井 ナf京一良『
本 社/〒 051

∠:〕富士建設株式会社

室 蘭 営 業 所/〒 059-03

札 幌 営 業 所/〒 063

苫小牧営業所/〒 053

室 蘭 市 中 央 町 3丁 目5番 13号
(明 治生 命室 蘭中央 ビル6F)
●代表 (0143)22-フ q45番
登 別 市 大 和 町 1丁 目 8番 7号
0(01438)5-フ フ41番

札幌市 西区曙 3条 3丁目7番 36号
a(011)694-5245番
苫 小 牧 市 錦 町 2丁 目 3番 16号
a(0144)36-03フ フ番

C)道南バス登別営業所容 4-3111



bell百YAMAHA

●しなりが違う一世界初の
/バイオフレックスシヤフト採用。

荘出劇壁発しなりが違う。
ヤ7ノ lノ |ドミントンラクットYB―「θ7、』田にニューカラー新筋

●軽さが違う-85g台から99gまで自由に

選べる重量フルチョイスシステム。
ラケットの軽量化には、《素早くラケットが振れる、特にレシープ時に

ラケット操作が簡単、ウェイティング時に疲れない〉などのメリットが

あります。ヤマハではそのメリットを活かすため、カーボンフレームと

カーボンロングテーパーシャフトを一体成型。軽量化とパワーの

伝達性・方向安定性・反発力などを高い次元で両立させています。

またYB‐303に はさらに強度を増すセラミックと振動吸収性に優れた

ケブラーをコンポジット。ラケットを素早く振れる人はよリパワーのあ

る球を打てる、まさに最強の一本です。    |

ヽ

グリップエンドまで達するカーボンロングテ

ーパーシャフトにより、フレームトップからグリ

ップエンドまでオールカーボン。スムーズで

連続的なしなりが可能になり、スピーディでパ

ワフルなショットを実現しました。

レタングリップ採用

グリップには手のひらの汗の影響を受

けないウレタンを採用。重量が一定し

精度・耐久力がアップしました。

ガンメタリック/ピンクライン

ヽ

ガンメタリック・グリーンライン

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

シリーズの中で最初にバイオフレックスシャフトを採用。初′亡

者から中・ 11級者まで幅広い層に好評のオールマイティフ

レイヤー向け。

●カラー(既存色)

ブラック/シャンペンゴールド、ニューガンメタリック

ブラック/レッドライン、ブラック/ブルーライン

●重さ XXSL,XSL,USL ●グリッフ
°
 2、 3、 4

日本バドミントン協会検定合格品

0¥9,600(カ バ ー付 )

YB101

YB303

※二E_さ :XXSL(85～ 89g)、 XSL(90～ 94g)、 USL(95～ 99g)

※グリップ :2(3%)、 3(3%)、  4(3%)

キャンディレッド

先進の字宙素材セラミックとケブラー、カーボンをコンポジット

シャープなスイングを実現する、ハードヒッター向け。

日本バドミントン協会検定合格品 ● カラー (既 存 色 )ニ ュー ガ ンメタリック

●¥13,000(カ バー付) ●重さ XXSL,XSL,USL ●グリップ 2、 3、 4

BADMINTON D

日本楽器製造株式会社 スポーツ事業部  〒432浜 松市西山町 1370 TEL(0534)854413

げ



視 全国高校総体バドミントン選手権大会

すべての建造物 は人々のために

(UU)
ヽ、_′/

ョF量デヨト
株 式 会 社 地 崎 工 業

視 全国高校総体バドミントン選手権大会

地 崎 商 事



若駒のインターハイ・日本ダービーを目指して
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祈 御健闘
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□ 62全国高校総体
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ズマッシュに差がでるぞ′
ぼく違0ジョイントレス。

世界のトッププレイヤーが使つている、あ

のヨネックスのT型ジョイント内蔵のショ

イントレスラケットが、いまやぼく達のもの。

まさにスゴイネ !なのです。このラケット

トルクが極端に少ないので、ぐんと正確

に、素早く打ち込めます。そのうえこの性

能で、この手にいれやすいプライスがより

いっそうのウレシサなのです。これがあれ

ばライパルにだって勝てるぞ。きっとね。

●トルク比較口

ヨネ′クスのジ3イ ントレスラケット  他社のショイントレスラケット

サックス

ビンク

CAB‐14Gorboncx14
000 ヨネックス■式会社

東 京/東京椰文東区渇33-3‐ i3Tet 03■
“

‐122,喘

大 ほ/大霰市天工寺区小■町8-3 TEt 06‐ 763‐ η6,●
名古屋/名古屋市中区栄1‐ 18‐ l TEL∞ 22∞ -8Ю l崎

福 岡/福周市博多区東光2‐ 2-22 TEL 092-472‐ 3751●

世界特許
T型ジョイント内蔵

PAT No/アメリカ:4575084
ベルギー :900154南アフリカ:84/5176

特許・実用新案申鯖中/日 本、イギリス、

インドネシアを含め世界 14ヶ国

BUILT IN T‐ JOINT

カーボン多重積層構造

耐 トルク性 と剛性 を主 目的と

して素材構 成 され、フレーム

の安定性 を高めた特殊設計。

カーボン多重積層
ワインディング構造。
独 自の多重積層 ワインディン

グ構造 を採用し、優 れた反発

力とコントロール 性 を発 揮。

■
「
」
Ｌ

■

■譴
▼
Y0〈カーボネックス14)¥9′ 500(フレーム・ケース付)●素材/高強度カーボン十グラスフアイバー0カラー/サックス・ピンク

ヽ′
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歓 迎 62全国高校総体
北海道スポーツ用品小売商協同組合 登別地区会員

メグル・バッジ・旗・ペナント・各種記念品全般
カップ・ トロフィー・楯・プロンズ・贈答品

アイゼン商会
室蘭市母恋北町 2丁目8番7号 容 (0143)24-1255

靴鞄スポーツ学校教材文房具事務用品

璧総合商社 片 ■
株式
会社
SPOR・Ts
SHOP ■■,7

伊達市綱代町 11番地 雪代表 (01422)23-2226・ 直通 23-2149

スポーツ・レジヤー用品プロシヨツプ

テラダスメーツ
幌別銀座通 り ● (01438)5-3953

●
室蘭市 中島町 1-2-2● (0143)45-口q口0

==κ
スポーツ品・ セノー体育館施設設備

事務用機器  ニシ eスポーツ陸上競技場備 品

ク ラ ウ ン 商 ニ̂ヘ

室蘭市中島町3-28容 43-1006・ 45-4858
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』ヒ国高櫛綸体使用コート
ナガセケ
=カ
プレコート

ステ″ン7ォ ーヵゞ
コールの″1勝を1趨姥オ./

■お気づきですか。フアスナージョイント。
わからな<て 当然。ブレイ中の選手たちでさえも気づかないのです

から。実はこのコート、特殊ファスナーでつなぎ合わせているので

す。ご<短時間で公認コートを作り上げる ナ`ガセ・ケミカルコー

ト、、。これまでの常識を超えたポータブルコートマットです。

●コーロ ット構麺 COURT SPECI「 ICAT10N一

長 瀬 ゴ ム エ 業 株 式 会 社

NAGASE RUBBER CO.′ LTD.
HEAD OFFICE:2-35-6 SUMIDA SUMIDA― KU
TOKYO JAPAN 131● :03-614-3504(財 )日本バドミントン協会公認コート

特定建設業 0-級建築士事務所

Z希魚ム=建.漱ヘハ れ
代表取締役社長 武 内  :重 春

本   社/登別市鷲別町6丁目24の 1容(01438)6-81口 q

室蘭営業所/室蘭市高砂町4丁目22の 38(0143)44-322ロ

◎



視全国高校総体バドミントン選手権大会

 `■   ■ L
__    マゝ 0`  じ́ C

ス身1がま鶴F

社台ファー
勇払郡早来町源武275

0 視 '87全国高校総合体育大会弟38 全国高等学校バドミントン選手権大会
創 t70H年 1'‖ !への飛躍

″

″ガレ
′ 」●▼,

―

ザ
定期積金と定期預金をセットした

「3年型目標貯蓄」

□

蓄ぇ―直線

目 標 額 給料から毎月(定期積金 ) ボーナスから年2回 (定期預金)

100万 円プラン 10′ 000円 ×3年 (36回 ) 100′ 000円 ×3年 (6回 )

200万円プラン 20′ 000円 ×3年 (36回 ) 200′ 000円 ×3年 (6回 )

50万円プラン 5′ 000円 ×3年 (36回 ) 50′ 000円 ×3年 (6回 )

■集金付ですから大変便利。■コースは自由に選べます。

室 蘭 信 用 金 庫



】H【-1 ●素材
χ-2■素材

グラファイト+ボロン・スーパーショイントレス ロカラー ■サイズ :UL-2・ 3・ 4 ロフレーム価格 ■カット張り上り価格 16.401

14.40(

ノ

このことなのだろう。ここに出現したXシリーズ

スーパージョイントレス(特許出願中 )を内蔵。

ノン・トルク」をテーマに、カワサキテクノロジーの全てを傾注。

風圧面積が小きく振り抜きがよい。素材にボロンを加えパワーは                |
倍加する。フレキシブルなスーバージョイントレスシリーズ1薔                |
ジョイントレスを越えるジヨイントレスとしてここに誕生。もう                |
断面国などの説明はいらない、コートに立ちます一打。君の心を

とらえたい°      カワサキラケット販売株式会社 本社 〒364埼玉県北本市ニッ家1-375 TEL 0485(92)0680(大 代

グラファイト+ボロン・スーパージョイントレス ●カラー :ブルーメタリック(ケース付) ■サイズ :UL-2・ 3・ 4 ●フレーム価格 :13.000円  ■ガット張り上り価格
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《快適な暮しを大切|こ》

北海道知事 (胆 )第 2062

塩薬経渡辺工務店
ナショナルホームローンエ事店
ナシ ョナル増改□一ン加盟店

登別市宮岸町2丁目4番地l● (01438)6-8439(代 表)

登別市体育協会々長

内 山倶

登別生命保険協会

朝日生命登別支部

住友生命登別支部

第一生命登別支部

千代田生命登別支部

三井生命登別支部

北海道議会議員

井 野 厚

箕
出
≧ :石諄 理を

御料理各種

○
禁

'瞬

l蔵火こ滲
登別市 中央町 4丁目9-1
8(01438)代 表 5-2956

テレマーケティング業務
電話受信・発信代行サービス

テレホンカード企画・販売

NTT*mir5u?-f-ffiilefi
代表取締 役社長 今   ミ  エ

〒060札幌市 中央区北 1条西6丁目
NTT北海道総支社 ビルlF

t,(011)232-1211(イ t)・  F7ヽ X(011)232-1600

(≡)大成 道 路 株 式 会 社 道南事業所
登男lj市大不口田丁2可

~目
13番:地 な (01438)5-〔3143

技能試験免除 普通車 大型車 大型特殊車 自動2輪車 けん引車 (無料託児室、送迎パス)

■むろせん。日商連カードで長期分割払いOK。 登別市美園町4丁目23番 (鷲別駅から徒歩5分)●(01438)6-61251カ

公認室蘭総合自動車学校

匡
==コ



室蘭市 中央卸 売市 場

株式会社

室蘭魚市場
取締役社長 富 田 嘉 市
常務取締役 1秋:山   実

scナ10d△女子通学服
スク‐ルタィガ=学

生服

赤塚曇理
〒∞4札幌市中央区南7条西4丁目422番地

TEL(011)511-0133
直通

FAX(011)511-0599

着年島4
グランド牧場

伊 藤 佳 幸

静内田丁
‐
古りII田丁1-46-2

坂本ふとん店グループ

坂本ふとん店 (資)

きもの の坂本囲

北海道スプリングクレスト田

登別市 中央町4-6-5奮5-2606《 う

′

劇曝レ
″ ノ
ン
/0じ

ソン
贄δ

l

渚そt
登別市 中央町2-11容5-4545

●各会合など御利用下さい。50名 様まで。

閣荻伏牧場
代表取締役 斉  藤    隆

,甫

'可

君5,甫

'可

田丁:字里予,果460
な (01462)フ ー4353

電子工学科 2ヶ年昼専門課程

電気工事科 lヶ年夜専門課程

専修学校認可

通産大臣指定(国家試験免除 )

北海道電子工学専門学院
〒065札幌市東区北26条東12丁目

卒業時測量士補、実務2年で
測量士資格取得

●入 学案 内書 の請 求 は 、下 記 入 学係 へ (無料 )

北海道測量専門学校
〒069江別市野幌若葉町552-7● (011)386-41510

国
家
試
験

免

除

校

■情報測量工学科・

科
科

科

科

学

学
工
工
量

図

量
木
測
土

測
製

■

■

■
■

…2年/男女
…2年/男女
…2年/男女
・・1年/男女
・・1年/男女



入 学資格高卒以上 (見込含 む )

調理師養成
厚生大臣指定/調理師国家試験免除/専修学校専門課程

北海道
中 央 調 理 師 専門学校

〒064札幌市中央区南17条西4丁目(地下鉄幌平橋から徒歩2分 )

●(011)512-4639・ 511-7320

学校法人吉田学園

ホu幌経理専門学校

札幌電子専門学校

学園総合事務局

〒065札幌市東区北15条東6丁目 a(011)711-6070

ボールペンから
コンピューターまで

―
紙 。事務用品 。文具の専 門店

―

株式会社』平本木糸氏J苫
本店/室蘭市中央町2-8-98022-フ 255 東町支店/室蘭市東町3-30844-110フ

▲   ▲

碁1艦邸理Y彗理由山奇建設
登別市中央町1丁目10-8登 別市役所前 18(01438)05-5554

島
健康と生活を守るため、組合員の輔を広げましょう。

室蘭生活協同組含
本部/室蘭市東町2丁目20番 2号 容45-5553

夕謬躊 詠て
IV｀
″

′ e

ψ
′フソヽノ

|

新しくなったヤクルト80は

①生きて腸に届く乳酸得菌が1本 t瑠
里婚腕

②新たに、ビタミンDと鉄分をプラん

室蘭ヤクルト販売帥
●(0143)43-8960∞

中古車販 売

タックス室蘭
民 間車検 場

同 lll尻 自工
曇当別」市ブ(禾口田丁2~]~目 24-4

壼(01438)5-5668“ t)

FAMILYRESTAURANT
a COFFEE

´  10

it, 登別市幸町3丁目6雪 (01438)8-16口 0

むヽ 1',・

● 動 機

撻

I

_‐|',i■



六自然 レンタカー 北海道
スポーツしたあとの、アフターンジャーに

" r 'ノ

思い切り、出かけましょう。
ク

レル■リース

ご予約は、お早めに。

t Cr?lt zLrZ C'Z 営業時間 (8:30～ 20:00)

トヨ暉レル暉リース 札幌
室蘭営業所 な (0143)45-2161

室 蘭市 東 町 4-26  苫小 牧 営 業 所 な (0144)38-2323

観光道路マップ、割引き特典が、ついてま魂
。空港で、乗捨てOK。保険も万全で魂王

バ
ド

ミ

ン
ト

ン

マ
ガ
ジ

ン

熱
一
な
ヽ

｀
ヽ 、̂
. 記青
鉾春
すを
る

,'
ヽ
＼ ｀
ヽ、

ヽ 、

合

=D D

9月号 0円 E=7′つ ¨ D^
毎月!6日発売 (ブイ2ιノ42′ Cノ

覆
‐
18月21日発 ′J

うヽ読者が多いようです。定期購読を御希望の方は、

「毎月買うから取っておいて」と書店に申し込む方法と、本社に年間購読を申し込む方法の2つがあります。本

社直接の場合は、何月号から希望か明記して、郵便振替で6,000円 を小社販売係予約までお送りください。(送料小社負担)

「バドマガを毎月買いたいけれど書店にいくと品切れ 」とし

定期購読のご案内

〒10!東京都千代田区三崎町3-10-!0奮03(238)018:

■

1 1

日
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祝 全国高校総体

バドミントン選手権大会

Jヒコ召澤目痺t哺氏,オ宋だニイ蒙露:L

取
I_]

締  役
老工場長

二支�ヽツ
´
辺 文 夫

白老工場/白老郡白老町字北吉原181番地

容83-2フ qq(大代 )



在欠i辺  62全国高校総体バドミントン選手権大会

― 泊まつてめ る北場 の里―

いい湯だな
■口

口ヽ■ロ

J
些±基 本し嘔尾

」ヽ樽

社団法人登別観光協会 kゝ
干歳

〒059-05北海道登別市登別温泉町60番地 1● (01438)4-3311
FAX(01438)4-3303

登別温泉テレホンガイド(01438)4-3388

登

室蘭 苫小牧

*お土産は、伝統と信用のある登別で。′*
ユ£』.L国際観光レク」リエーション都市とユロL~   

捌    ~~

開発に貢献する0の 口軋鰤吻 製品
●ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト

●防 火 水 槽 (消防庁認定品)

●プレキャストガレージ(建設省認定品)

●ソリレコマット(法面。浸食防止・緑化)

●上 田 式 法 枠 ブ ロ ッ ク

●バ イ コ ン 卵 形 管

ffiile+rIEIH（〓本    社/登別市幌別町 2丁目 3番地 5代表0(01438)5-2022
札 幌 営 業 所/札幌市白石区大谷地562番地   a〈 011)865-2172
苫小牧営業所/苫小牧市末広町 3丁 目6番 17号  0(0144)33--0177

① 日本工業規格 表示 許可工場

(社)日 本下水道協会認定工場

本社工場・川上工場 。室蘭工場・後志工場



日本工学院北海道専門学校
食 堂音『 容5-6113

ヨ 佐藤仕出しセンター
登別市中央町5丁目5の 31●5-3336

軽
蔓集 ラ イ ラ ッ ク (市民会館内)

登別市富士町7丁目671●8-0477

祝 全国高校総体バドミントン選手権大会

室蘭バドミントン家庭婦人連盟

旭川地区バドミントン協会
会 長 藤 井  猛
副会長 糸 月| 一 之

他 役 員 一 同

旭川市 4条21丁目右 1号東 ビル2F容 (0166)38-2フ 54



より良く☆より安く

“

ヽ
,9

は瓦点を目若ιます

家庭婦人大会… ・等々から都道府県市田l村の

大会まで,昨年も“フライング・レッド"を 公

式使用球 とした大会は数え切れません。

●練習に使うクラブは増加の一途

申し込み者数は1,000を 超えました。毎月購

入される“フライング・フアン"の 方も,年間

200ダース以 卜使うクラフ・も沢山あります。

■■■

日本′
`ド
ミントシ毬会

検定合格 ,`

1ダース定個

練   習
1ダース定価

日本バ ドミン トン協会

検定合格球

1ダ ース定価

¥2,950 ¥2,400 ¥3,900

●躙■口

"
●「シャトルは高い」悩みを解消

検定球は1ダース2.950円 。練習球は1ダース

2,400円 。この価格をあなたはどう思われますか。

●「安かろう,悪かろう」は迷信

インターハイ,全 日本教職員大会,全 |1本

球

がつくフットワーク
チャンピオン

シャトルウ里―ズ
・

人工皮革×メンシユ生地使用
サイズ/215～ 28 0Cm

¥5,300
製造 釣鐘工業 (株 )

一度あなたの足で確かめてほしい数々 の特徴

●足と呼吸ビッタリの新型ラスト(足型 )

何の違和感もなく, どんなフットワークに

もついていく画期的なラストを開発しました。

●パックステップに強いヒップベル ト付き

バドミントンで章要なバ ノクステツプ時の

フィット性をより良くするために採用しました。

●足への負担を抑えたベンド能力向上

ソール及びハトメ部分をよリソフトにより

しなやかにすることにより実現しました。

●コートにマッチしたアウトソールパターン

吸盤 と円筒形突起物

をミックスした接地面

(製品特許)に より,高

いショック吸収と同時

にあらゆる方向に対し

てのストップ&ダ ッシ

ュを的確にしました。

ノl―フタ仏 の主″

スポーツ健康管理が話題 となっています。

“試合中のベンチ,コ ートサイドに携帯用酸素

(02)を 常備しておくべき¨̈ "̈と の声が大き

くなりつつあります。疲労回復,体調維持 ,

気分転換,健康管理などにお役立てください。

4大 “イカ"が魅力です

濃“イ"(空気中の02の 4.5倍で95%純酸素)

多“イ"(内容量の多さ=100=が 自慢です )

長“イ"(4～ 5分連続して使える強い味方です)

軽“イ"(ラ クラク運べる180g)

●全国に広がる電話受注ネッ トワーク

学研“フライングシャ トル"セ ンター東京本部 03‐ 490‐ 1771
●北海道地区011-222-3932 ●東 海 地 区052-775-7151 ●四 国 地 区0878-31-4134

●東 北 地 区0222-67-0511 ●関 西 地 区 06-361-9205 ●九 州 地 区092-474-4552

●甲信越地区0252-83-2006 ●中 国 地 区082-222-2156
(受 付時間 :東 京本部二年中無休9時 ～21時。その外の地区‐日曜・祝 !〕 を除く9時 ヽ18時 )

(読売ジャイアンツ愛用中)

saBフレッシュ02
4本セント価格

¥10,000
はがきまたは電話でお申し込み くださに

くお申し込み方法》種類・数量・団体名・

申し込み責任者名・送付先・ Tel・代金

支払い方法を明記の上,下記あてハガ
キまたは電話にてお申し込み ください。

即 日発送手配いたします。なお, ご注

文は10ダース以上でお願いします (送

料当社負担 )。

くお支払い方法〉次の二通 りのうち, こ

都合のよい方法をお選び ください。

①代金―括後払い/後 日お送 りする振

替用紙にて払い込んで ください (送

金料当社負担 )

2代金引き換え払い/商品着荷時にお
支払い ください。

学研“フライングシャトル"センター
〒 145東京都大田区 11池 台1-40-5 TEL 03-726‐ 8303

総合問い

合わせ先 目団
A― 1201



日本の湯 ど
ころ

の ぼりべつ

｀
視
″62全国高校総体
バドミントン選手権大会

全国各地の厳しい予選を勝ち抜き、代表となられた選手

の皆様のご健闘な お祈り申し上げます。

窓の外には地獄谷。

温泉天国“たきもと"でt。

″:さ 1′ 500士平・:太′Jヽ 29ての,谷槽 。いいレ♪いろいろ―七不重委員。1日 500万
‐
′くの
'易

。

露天1風呂・健康 j谷ゾーン・プレイゾーンとワイドな楽しみ。

政府登録国際観光旅館

■い日い
里ヨ■■

■●

ヨ轟コE菫菫
|IB

】口F
北海道登別温泉 0(01438)4-2141

■■‐
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メ 昭和 62年度全国高等学校総合体育大会

ふるさとコ・¬ルで勝利を呼ぼう
PMア :OOから、翌日AM8:OOまで

O NTT登別電報電話局
hi」 ( 111=1京   薫

登別市常盤町2丁目2番地-4割引き(60KM以上 )
ネ兄 第38 ロ 全国高等学校バドミントン選手権大会

各種ス
方≦罷[罰藤井運動具店

札幌市中央区南 1西4     1西

容(011)231-4110_」  晋

N

4
西
4
丁

目

南 1条

尽
藤井運動具店

三 越

4フ ラ

みんなが貯金・ 明るい漁村

〇 登別漁業協同組合
富浦1-48容代3-13210信用部容3-1322・店舗容3-1425

さけますふ化場容3-30720鮭定置宿舎容3-29560ピンク容3-1989

どなたにもご利用いただける生命・建更・火災・自動車・自賠責

● くらしに力を=農協貯金 ∈廿農協の共済

(3)登別市農業協同組合
登別市中央町1丁目4番地111ロイlt)5-3151店舗5-3152



コラコフフイコ]
運営協議会 65-9288
会 長 フト 11
副会長 佐  藤
副会長 イ栞

＾ヽ

Ｋ
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玄
州

竹

七

義

日店内ご案内日
カネボウ化粧品 手芸用品

フードツ,,ことう○なかさと
^ クリー=ング

eけ彙烹ラリ|ト
精肉

丸正ミート
文具・事務器・フアンシー・たばこ ファーストフード

==3て
`ア

デ鴇)水□企業 も く ば
′、おもちゃのパル セキシタ

Vけっび:)。0-C
和洋棄子

おか めや

靴範の店ヨヨタ  和碑酒こあ
花の店

瘤|げシル確  つ::0し

高校総体

Ｅ
λ
士
電

●

vき

1」「コJ卜E

長崎屋
な か し ま

室蘭市中島町1丁目19-118(0143)45-3810代 )

十勝バドミントン協会
会  長 杉 山 昭 彦

〒080北海道帯広市東5条南 1丁目 北海道帯広柏葉高等学校内

祝 全国高校総体バドミントン選手権大会

小樽バドミントン協会
会 畏 金 栄 善 彦

●
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'87/787L

CARBON PR0 787/787L
●素材 //ハイモジュラスカーボン

(ジョイントレス)
●価格 //¥9,900

(フレーム価格 /カバー付 )

ハイモジュラス(高密度)カーボン

採用。 ジョイントレス構造で比類
のないレスポンスを実現。

RB-787LP
ピンク

フ菖イス
007

4/

RB-7 8 7 LGI  RB-787
ゴールド

優勝に王手をかけた、

プレイヤーだけが体験できる至高

スィー・ユー、24歳。いまもっともチャンプに近い一人。

プロケネックスの名品 CARBO‖ PR0 787/787L同 様、
'87年のチャンピオンシップ0ポイントを体験できる

最短距離にいる。

株式会社 ゴーセン ●本社〒540大 阪市東区豊後町48(06)942-5871出 ●東京支店● (03)862-65764t●福岡営業所● (092)712-5247イIc●北陸営業所● (0762)9:-0223的
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なぜ日本工学院は就職に強いのか
62年3月卒

就職決定率110X⊃|%
求人企業数5,954社

求人数1()」ONO嘱7L

文部省大型研究設備三年連続助成校
58年度 モデルエ場 |こあける群管理システム

59年度人工気候制御装置 |こよる室内環境自動計測システム

60年度デジタル交換ネットワーク|こよる文字図形情報処理システム

わが国唯―の三省認定校
■情報処理科 (2年 )

■情報工学科 (2年 )

■電気工学科 (2年 )
く通 産 大 臣・第2種・第 3種電気王任技術者〉

く北海道知 事・電気工事士筆記試験免除〉

■土木工学科 (2年 )

■情報ビジネス科 (2年・女子)

■電子工学科 (2年 )
く郵政大臣・第2級無線技術士予備試験免除〉

■建築学科 (2年 )
く建設大 臣・1級建築士受験資格〉

く北海道知事・2級建築士受験 資格〉

■メカトロニクス科 (2年 )
〈 〉内は認定資格

く建設大 臣・2級 土木施工管理技士受験 資格〉
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日本工学院北海道専門学校
¬-059-03 曇当男U司了本しフЧ,田丁184-3 2,01438-8-0888(代ラ長)

学校 法 人 日本 電 子 工 学 院
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ギネスバドミントンシューズ

楊 i旱曇 暑 ‐ヾ1
,1猾霰子ゴ
｀ '.4
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'」
ξ   ^
I‐   

“
「

GBS-200
¥5,300

ん瞑ヒL76B ん頷 tL771B
打 球 点 に スイー トス ポ ット

を 設嗜十し、シャトルスピー ド

と 打 球 の パ ワ ー を 極 限 ま

でアップ,やや固めに設定
されたシャフトは、ハードな
フレーに対応。スーバーショ
ットが可能なラケットです。

11格 ¥13,000(ロ ングケース付

世界初のカーボンジヨイン

トで軽量化、耐 久性、振動

吸収性 に抜群の効果を発

揮し、フレイヤーのパワーロ

スを抑えます。 76B同 様、
ガット不均―輌 造を採用。

フレームの超々ジ‐ラルミン

は強度に優れ、抜群のスイ

ンク ラヽンスを生み出しま魂

カラー2色 (ブルー・オレンジ,

日陥¥9,500(ロ ングケース付)

新 構 造 の シ ョイ ントレス 採

用 で 軽 量 イヒと 正 確 な フ レ

ー ス メ ン トを 実 現 。キ ック

ポ イ ン トを 上 部 に 設 定 し、

両 サ イ ドの フ レーム にウエ

イ トを 集 中 さ せ た 力 学 構

可能な設計です。

1陥¥12,0000バー付)

|ゞ〕＼

∫り

GBS-201P
(女 1生用)¥4,900
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集中させた構造とバドミントンでは初採用のガット不均一構造は
｀  ~'~こ ‐

打球に爆発的なパワーとマシーンのように精密なコントロールを与えてくれますぅ

マルマン独自のジョイントレス構造は、より正確なプレースメントを可能にし、オー

ルグラフアイトの採用で 90gの超軽量を実現。勝利と
W iF=コ 1巨≡ヨ

いう言葉をラケットにすると MALL76Bに なりますb wI_Tc,(1_じ 、(‐ 3===,

必 要 で す。スイー トエ リア 両 サ イドの フ レ ーム にウエ イ トを

実力だけではゲームに勝てない。フラスアリレフアーが
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